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序

今回報告します川島遺跡群は、櫛田川の下流域、松阪市川島町・東久

保町に位骰し、平成12年度県営ほ場整備事業に伴って調査を行ったもの

で、川島町での発掘調査ははじめてとなります。今回の調査では、中世

には当地に存在した宏徳寺に関連すると考えられる掘立柱建物や門前町

に関連すると考えられる掘立柱建物群を確認しました。中世には、この

地域が寺院を中心に栄えていたというひとつの証拠をえることがでぎた

と考えています。

しかし、一方でこのように遺跡が記録保存という形でしか残せないこ

とは、誠に残念というほかありません。これまでに得られた成果をどの

ように活用していくかが、わたくしどもの今後の重要な課題であると考

えております。

調査にあたっては、地元の方々をはじめ、松阪市教育委員会、三重県

農林水産商工部農業基盤整備課、松阪地方県民局農林商工部、機殿地区

土地改良区などの関係諸機関から多大なご協力と暖かいご配慮を頂きま

した。文末になりましたが、心より厚く御礼申し上げます。

2 0 0 2年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長桂川 哲
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本書は、三重県松阪市）II島・東久保町に所在する川島遺跡群第 1次発掘調査にかかる報告書である。

3
 

本遺跡の調査は平成12年度県営ほ場整備事業（機殿下地区）

工部から経費の執行委任を受けて実施した。

平成12年度調在および幣理は次の体制により実施した。

に伴い、三重県教育委員会が三重県農林水産商

調査主体

調査担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

調査第一課 主事 小禎

研修員

学 技術補助員 小林俊之

発掘作業担当

調査期間

調査面積

資料普及グループ

（財）三重県農業開発公社

川合圭子

平成 12年 10月 30日～平成 13年 3月 2日

3, 1 0 0 m' 
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調査にあたっては、地元の方々をはじめ、三重県農林水産商工部農業基盤幣備課、松阪地方県民局農林商工

部、機殿土地改良区、松阪教育委員会からの協力を得た。

当報告書の作成業務は、三重県埋蔵文化財センター調査第一課および資料普及グループが行った。また、本

文の執筆は小演・小林が行い、自然科学分析については、パリノ・サーヴェイ株式会社、環境考古研究会、名

古屋大学 中村俊夫氏の協力を得た。分担は目次および文末に明記した。

6

7

8

 

なお、写真撮影・全体の編集は小泊が行った。各所で小林・川合の補助を得た。

本書の方位は、国土調査法の第VI座標系を基準とする座標北を用いた。

挿図と写真図版の遺物番号は、実測図の番号と対応している。なお、写真図版は縮尺不同である。

本報告書での用語は、以下のとおり統一した。

わん・・・・・・・・・ 「椀J

つぎ・・・・・・・・・ 「杯」

，
 

本報告書での遺構番号は通番となっている。また、番号の頭には、見た目の性格によって以下の略記号を付

けた。

SD: 溝・流路

SH: 竪穴住居

「碗」があるが、

「杯」があるが、

sz: 落ち込み・不明遺構など

「椀」を用いた。

「杯」を用いた。

SA: 柱列

SE: 井戸

SK: 士坑

sx: 土壌墓

p i t : ピット、柱穴

10 当発掘調査の記録および出士遺物は、三重県埋蔵文化財セ‘ノターで保管している。

11 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

スケールバーを参照ください。各図の縮尺率は、
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ー 前 言

1 調査に至る契機

川島遺跡群は約 170, 000m'に及ぶ遺跡であ

る。平成 12年度に県営ほ場整備事業（機殿下地区）

がこの地域で行われることとなり、範囲確認調査を

行うこととなった。

平成 11年の範囲確認調査は、 10 7ヶ所の確認

坑を設定し実施した。その結果 150, OOOm2に

ついて遺構が存在しているものと判断した。

その結果をうけ、その後関係部局と協議を重ねた

結果、平成 12年度事業予定地内については、工法

変更することにより遺跡の保存に努め、深く掘削す

る水路設置部分の 3, lOOm2については発掘調査

を実施し、記録保存を図ることとなった。

2 調査の体制

以下の体制で発掘調査と整理作業を行った。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財セ‘ノター 調査第一課

主査兼第一係長 筒井正明（調整）

主事小演学

臨時技術補助員 小林俊之

資料普及グループ研修員 川合圭子

整理担当 資料普及グループ

発掘作業委託 （財）三重県農業開発公社

3 現地調査の方法

(1) 調査区名

調査区が遺跡群内で疎らに存在するので、調査の

都合上アルファベット順で調査区名をつけた。本報

告では、各調査区毎に字名を冠して、同じ字で複数

の調査区が存在する場合は、字の後にローマ数字

(I• IIなど）を付した。地区の対照は、 A地区北

部分は東久保東浦 I地区、 A地区南部分は奥垣内 I

地区、 B地区は道場 I地区、 C地区は奥垣内II地区、

D地区は奥垣内III地区、 E地区は塩角 I地区、 F地

区は塩角 II地区、 G地区は塩角III地区、 A'地区は

奥垣内 N地区、 H地区北部分は東久保東浦II地区、

H地区南部分は道場II地区となる（第 1図参照）。

(2) 地区割

調査区が南北に細長いトレ‘ノチが多いことを踏ま

え、 4m方眼で設定する地区杭については、西から

東ヘアルファベット、北から南へ数字を与え、各北

西杭をグリッド名称とし、任意で設定した。

(3) 遺構カード・遺構略測図

遺構カードは地区毎に作成した。遺構検出後、掘

削するまでに記入し、遺構の重複関係、埋土の色調・

状態などを明示することにした。遺構番号について

は、竪穴住居、土坑、溝などについては遺跡全体の

通し番号とし、柱穴については、地区毎の通し番号

をつけることにした。遺構カードをもとにして略測

図を作成した。

(4) 写真撮影

遺構などの写真撮影は、原則として 6X7cm版

（モノクロ、カラーポジ）を使用した。使用したカ

メラは、アサヒペソタックス 6X 7 II、ニコン FM

2である。

(4)遺構実測

遺構実測図・土層断面図 (1/20)手書きで行っ

た。遺構実測図の基準点は国士座標に基づいている。

各遺構の詳細な遺構実測図 (1/10) についても

手書きで行った。

4 調査の経過

(1)調査結果の概要

調査区の現況は水田・畑地で、耕作土と水田の床

土を重機で除去後、人力により遺構の検出、掘削を

行った。作業に参加していただいたのは、川島町な

らびに東久保町在住の方々である。こころより感謝

いたします。
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(2)調査作業日誌（抄） 1月17日 奥垣内N地区北部分、人力掘削・清掃・

2 0 0 0年 写真撮影終了。

10月30日 奥垣内 I・東久保東浦 I地区の表士掘削 1月19日 奥垣内III地区、 SD95の南端確認。

開始。 1月22日 奥垣内III地区、人力掘削・清掃・写真撮

11月 7日 奥垣内 I・東久保東浦 I地区の表土掘削 影終了。

終了。地区杭設定。 1月23日 奥垣内 II北部分.III地区 •N地区の実測

11月 8日 奥垣内 I・東久保東浦 I地区の人力掘削 準備。

開始。道場 I地区の表土掘削開始。 1月24日 奥垣内 II北部分.III地区 •N地区の実測

11月 9日 東久保東浦 I地区において、 SH7を検 終了。道場II地区掘削開始。

出。 1月29日 道場II地区、人力掘削・清掃・写真撮影

11月13日 奥垣内 I・東久保東浦 I地区の写真撮影。 終了。

実測割付。 1月29日 道場II地区、遺構実測終了。

11月14日 奥垣内 I・東久保東浦 I地区の実測終了。 2月 2日 奥垣内N地区南部分、表士掘削開始。

道場 I地区の下層の存在確認。 2月 5日 奥垣内N地区南部分、人力掘削開始。

11月24日 道場 I地区で SB4 1検出。 2月 9日 奥垣内 W地区南部分、人力掘削・清掃．

11月27日 道場 I 地区でSE15•16•17 検出。 写真撮影終了。

すべての遺構で井筒を確認。 2月13日 奥垣内N地区南部分、遺構実測準備・終

11月29日 道場 I地区で写真撮影。 了。

12月4日 道場 I地区で遺構実測開始。 2月15日 塩角 I•II•III地区、表土掘削開始。柱

12月 5日 道場 I地区で遺構実測終了。下層確認開 穴、溝など確認。

始。 2月16日 塩角 I地区、人力掘削開始。

12月 7日 奥垣内 II地区南部分、表土掘削開始。 2月20日 塩角 I地区、人力掘削・清掃・写真撮影

12月12日 道場 I地区下層の掘削終了・写真撮影。 終了。塩角 II地区、人力掘削開始。

12月14日 道場 I地区下層の実測開始。 2月21日 塩角 II地区で、 SB 1 1 4• 1 1 5を確

12月18日 奥垣内 II地区南部分で SK81において 至n刃、む0

山茶椀など出土。 2月22日 塩角 II地区、人力掘削・清掃・写真撮影

12月20日 奥垣内 II地区南部分で掘削終了・写真撮 終了。塩角III地区、人力掘削・清掃・写

影・実測割付。道場 I地区下層の遺構実 真撮影終了。

測終了。 2月23日 塩角 I・II・III地区、遺構実測準備。

12月25日 奥垣内 II地区南部分の遺構実測開始。 2月26日 塩角 I•II•III地区、遺構実測開始。

12月26日 奥垣内 II地区南部分の遺構実測終了。 2月27日 塩角 I•II•III地区、遺構実測終了。下

2 0 0 1年 層確認。

1月 5日 奥垣内 II地区北部分、表土掘削開始。 3月 1日 現場撤収。

1月 9日 奥垣内II地区北部分、表士掘削終了。地 （小汎学）

区杭設定。奥垣内III地区、表土掘削開始。

1月12日 奥垣内 II地区北部分、遺構掘削開始。 S

D92は深いものの遺物量少ない。奥垣

内III地区、表土掘削終了。

1月16日 奥垣内 II地区北部分、写真撮影。奥垣内

III地区、人力掘削開始。奥垣内N地区北

部分、掘削開始。
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II 位置と環境

1 地理的環境

川島遺跡群(1)は三重県松阪市川島町・東久保町・

魚見町に位置する。この地は松阪市東部の櫛田川下

流右岸域で、この櫛田川が形成した沖積平野が広が

るいわゆる「櫛田川低地」に属す。

この辺りはかつて河道が乱流していたようであり、

平安時代には櫛田川の東に存在する祓川が櫛田川の

本流であったとされている。祓川流域の自然堤防は

砂、シルト質ではなく、主に砂礫からなるもので、

その規模も大きい。それに比べて現在の櫛田川流域

の自然堤防は規模が小さく、流路沿いに発達するの

みであり、このことからも祓川がかつての櫛田川の
① 

本流であったことを物語る。また松阪市に隣接する

多気郡明和町域の遺跡の分布状況からもこのような

ことが推測される。

平野部ではこれらの氾濫平野にある自然堤防上で

人々は生活していった。現在のこの地域の集落の位

置はおおまかではあるがその自然堤防を表している

と推測できる。

2 歴史的環境

ここでは川島遺跡群周辺にあたる櫛田川下流域の

遺跡を中心に、この地域の歴史を時代順に概述しよ

う。

旧石器・縄文時代の遺跡としてはこの櫛田川下流

域には今のところ目立った遺跡は確認されていない。

縄文時代のものはいくつか土器片が採取されている

ものの、縄文時代の遺跡が豊富な櫛田川中流域と比

すると非常に大きな空白地帯である。当時の海岸線

が現在よりも奥地へ入っていたことに起因するので
② 

あろうが、その中で西出遺跡(2)の人面土版と山添
③ 

遺跡(3)の縄文土器・竪穴住居は注目できる。

弥生時代には祓川右岸に三重県を代表する弥生遺

跡である金剛坂遺跡(4)が存在する。前期から後期

-4-

まで営まれ、竪穴住居や方形周溝墓などが見つかっ

ている。この他には斎宮跡(5)の史跡西部を中心に

中期前葉を主体とした遺跡がある。また金剛坂遺跡

から東へ行くと銅鐸形士製品を出土した北野遺跡(6)

がある。金剛坂遺跡から西へ行くと寺垣内遺跡(7)
④ 

が存在する。

櫛田川左岸に目を移すと、櫛田地区内遺跡群(8)

から中期の溝、琵琶垣内遺跡(9)からも中期・後期
⑥ 

の溝が検出されている。その下流には後期の環濠が

確認された堀町遺跡(10)がある。ここからは銅鐸形
⑥ 

土製品も出士している。さらに西方の草山遺跡(11)

は後期から古墳前期にかけての遺跡で、竪穴住居13

0棟、掘立柱建物135棟、方形周溝墓28基という大集

落で、小銅鐸も出土している。また涌早崎遺跡(12)

は中期の遺跡だが、ここからも銅鐸形士製品の出土

がある。このような「見る銅鐸・聞く銅鐸」ではな

い銅鐸が存在するのは、この地域の弥生遺跡に共通
⑦ 

して見られる特色である。

古墳時代には櫛田川の左岸と右岸との 2つの地域

に南勢地方でも比較的大きな古墳地帯が形成されて

しヽる。

前期の左岸の古墳としてはやや流域からは西方に

位置するが、久保古墳(13)、茶臼山古墳(14)、坊山

1号墳(15)が挙げられる。特に茶臼山古墳は明治年

間の地籍図によると周濠が推定できる径55mの大円

墳であったとされている。坊山 1号墳は裾部から出
⑧ 

土した円筒埴輪棺からこの時期だと考えられている。
⑨ ⑩ 

左岸流域としては瀬干遺跡(16)、琵琶垣内遺跡(9)

が挙げられる。瀬干遺跡では前期前葉の方形周溝墓

が6基確認されており、また琵琶垣内遺跡からも前

期の竪穴住居 2棟が検出されている。

一方右岸では古轡通り B遺跡(17)で豪族祭祀に関
⑪ 

わると見られる掘立柱建物と井戸が検出されている。

これら流域では近年当該時期の遺跡が見つかり始め

ており、今後も増加が見込まれる。

中期には左岸に佐久米古墳群の3基（大塚山古墳

(18)・丸山古墳(19)・糠塚古墳(20)) が造られる。



特に大塚山古墳は帆立貝式古墳であった可能性が指

摘されており、佑製鏡3面と眉庇付冑を副葬する古
⑫ 

墳として注目できる古墳である。

後期にはいくつかの群集墳が知られる。左岸では

天王山古墳群(21)、山添古墳群(22)、権現山古墳群

(23)、西野々広古墳群(24)がある。

右岸では近年発掘調査された古轡通り古墳群(25)
⑪ 

がある。また中の坊遺跡(26)では大型の竪穴住居が
⑬ 

検出されている。前期同様今後の調査での当該時期

の遺跡の増加が想定される。さらに祓川東方には 7

世紀代の前方後方墳として注目された坂本 1号墳を
⑭ 

擁する坂本古墳群(27)や斎宮跡の史跡内にある塚本

古墳群(28)が見られる。また中流域になるが、明和

町南部から度会郡玉城町にかけての玉城丘陵に多く

の群集墳を見ることができる。

古代の遺跡としては祓川東岸に形成される国史跡

の斎宮跡(5)が著名である。昭和45年度より継続的

に発掘調査がされており、直線的な古道や方画地割、

その中の規則的に並ぶ掘立柱建物群など様々な遺構

が見つかっている。また様々な祭祀遺物の出土など、

当時の伊勢国の政治、祭祀両面から非常に重要な遺

跡である。

左岸には、その斎宮と同じ「字斎宮」を持つ堀町

遺跡(10)がある。ここからは大量の土器・木製品・

斎串が出士している。このような性格から明和町の
⑥ 

斎宮跡との関係は注目に値する遺跡である。

右岸には、土師器焼成坑で著名な北野遺跡(6)が

存在する。この付近は全国的に見ても異常な数の土

器焼成遺構が検出されており、土器作りを行なって

いた有爾郷に比定される地域である。伊勢神宮や斎
④ 

宮との関連を考えると非常に興味深い。またこの他
⑮ 

右岸海岸部では南山遺跡(29)が知られる。

奈良時代の古代寺院跡としては大雷寺廃寺(30)、

貴田寺廃寺(31)が知られる。大雷寺廃寺はその寺域

は明らかでないが、出土瓦から奈良時代後半の寺院

とされている。これらの寺院から出士する瓦は飯高

郡内の他寺院同様、白鳳期の一志郡域で出土する瓦

の系譜をひくもので飯高郡と一志郡の関係を垣間見
⑯ 

ることができる。

左岸に存在する朝田寺(32)は平安時代初期の建立

と伝えられる寺院で現在でも法燈を灯しており、乎
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安時代初期の木造地蔵菩薩立像や木造僧形坐像を安
⑰ 

置する。その朝田寺に隣接する堀町遺跡(10)では平

安時代の遺構もいくつか確認されている。朝田寺の
⑥ 

周辺に営まれた集落という位置付けができよう。

この他平安時代の遺跡には右岸の横地西ノ垣内遺跡
⑱ 

(33)があり、掘立柱建物10棟が検出されている。

また川島遺跡群のごく近くに 2つの機殿神社
かんおみはたどの かんはとりはたどの

（神麻績機殿神社(34)・神服織機殿神社(35)) の存

在が知られる。川島遺跡群付近は「古代に紡績技術

を持つ渡来人がこの地にやってきて伊勢神宮に仕え、

以来機織りの中心地になった」との伝承が残ってお

り、この 2社は現在でも伊勢神宮に反物を奉納する
⑰ 

御衣奉職神事が行なわれている。しかし、これまで

機殿近辺において渡来人の往来を実証する遺跡は見

つかっておらず、文献での初見も『皇太神宮儀式帳』

であり、いつ頃から存在するのかも詳しくはわかっ
⑲ 

ていない。ただ、神服織機殿神社の東隣には服部遺

跡(36)があり、常滑製品を使った中世甕棺墓と青磁

椀を 2点副葬した墓を検出しており、神社との関連
⑳ 

が考えられる。

中世に入ると、櫛田川の流れが安定してきたのか

多くの遺跡が見られるようになる。

海岸部には製塩関連の遺跡である西黒部遺跡群

（池ノ上遺跡(37)・小狐遺跡(38)) があり、塩業活
⑳ 

動も盛んであったようだ。またやや上流左岸の櫛田

地区内遺跡群(8)では鎌倉期の掘立柱建物、室町期
⑫ 

の土坑墓が検出されており、琵琶垣内遺跡(9)でも
⑳ 

鎌倉・室町の遺構・遺物が検出されている。右岸で
⑳ 

は古川遺跡(39)から建物跡と石組み井戸が 4基、中

の坊遺跡(26)からは室町期の土塁と区画溝が確認さ
⑬ 

れている。この他、横地高畑遺跡(40)からも建物跡
⑮ 

が見つかっている。また櫛田川中流と下流を分ける
⑳ 

丘陵上には神山城跡(41)があり、その山麓には神山
⑰ 

城跡に関連する集落と目される山添遺跡(3)がある。

文献史学的には、中世には川島町を含む一帯に魚

見御薗が成立する。 『神宮雑例集』には伊勢神宮領
⑳ 

として「魚見東御園」 「魚見新御圏」の名が見え、

鎌倉期に東・西・新と発展分化していたことがわか

る。 『神鳳紗』にも内宮領として「魚見東御薗、同

新御薗」とその名が見え、南北朝期にも存在が確認
⑳ 

できる。



⑳ 

また天文15(1546)年書写の『神服部内戸納帳』

には魚見宝寿寺・宏徳寺の書上があり 2ヶ寺の存在

が見える。特に宏徳寺は『宏徳寺旧記』により南北

朝から室町時代にかけての状況が知られており、応

永年中 (1394,....___,1428) には室町幕府の祈願寺として
R 

将軍足利義持により安堵されている。 『言継卿記』

永禄 3 (1560)年 3月12日条にも「魚三の宏徳寺之

〔註〕

① 『松阪市史』第一巻史料篇自然（松阪市、 1977年）

② 『三重県埋蔵文化財年報 9 昭和53年度』 （三菫県教育委員会、

1979年）

③平成12年度三重県埋蔵文化財セ‘ノター調在（第 3次）。

④伊藤裕偉「櫛田川流域」 （『日本の古代遺跡 三重』、保育社、

1996年）

⑤宇河雅之「北ノ垣内遺跡」 （『瀬干遺跡・綾垣内遺跡・柳辻遺跡・

大蓮寺遺跡・北ノ垣内遺跡』、三重県埋蔵文化財セソター、 1996

年）

奥野実『琵琶垣内遺跡（第 2次）発掘調査報告』 （三重県埋蔵文

化財センター、 1999年）

⑥小演 学『堀町遺跡発掘調査報告』 （三重県埋蔵文化財セ‘ノター、

2000年）

⑦ 『草山遺跡発掘調査月報』 （松阪市教育委員会、 1985年）

伊藤裕偉「松阪中・西部地域」 （『日本の古代遺跡 三重』、保

育社、 1996年）

⑧ 『松阪市史』第二巻資料篇考古（松阪市、 1978年）

⑨宇河雅之「瀬干遺跡」 （『瀬干遺跡・綾垣内遺跡・柳辻遺跡・大

蓮寺遺跡・北ノ垣内遺跡』、三重県埋蔵文化財セ‘ノター、 1996年）

原田恵理子『瀬干遺跡（第 2次）発掘調査報告』 (-=重県埋蔵文

化財セソター、 2000年）

⑩野原宏司『閑浄寺遺跡発掘調査現地説明会資料』 （三重県教育委

員会、 1987年）

⑪奥野実• 田上稔・坂倉一光『古轡通り B遺跡・古轡通り古墳群発

掘調査報告』 （三重県埋蔵文化財セ‘ノター、 2000年）

⑫末永雅雄『日本上代の甲胄』 (1944年）

⑬伊藤裕之『中の坊遺跡発掘調査報告』 （三重県埋蔵文化財センター、

1997年）

⑭文化庁篇『発掘された日本列島'99新発見考古速報』 （朝日新聞

社、 1999年）

⑮下村登良男『南山遺跡発掘調査概報 I』 （松阪市教育委員会、 19

79年）

⑯ 『三重県の古瓦』 （三重県の古瓦刊行会、 1996年）
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徳源之蔵主、同母、予伯母西専庵方へ書状言傭了」

とあり、中央での認知がかなり拡がっていたことが
⑫ 

推測される。

その後天正18(1590)年からは鳥羽九鬼嘉隆の所

領となり、一時幕府領。寛永12(1635)年以降は津
⑬ 

藩領となった。 （小林俊之）

⑰ 『新版三重県の歴史散歩』 （山川出版社、 1990年）

⑱大）II操『横地西ノ垣内遺跡発掘調査報告』 （三重県埋蔵文化財セ

ンター、 1999年）

⑲ I皇太神宮儀式板」 （『群書類従』神祇部）

⑳福村直人「服部遺跡」 （『昭和57年度農業基盤整備事業地域埋蔵

文化財発掘調在報告』、三重県教育委員会、 1983年）

⑳増田安生・新名強「中世伊勢の製塩に関する一考察～松阪市西黒

部製塩関連遺跡群の調在成果を中心に～」 （『研究紀要』第 9号、

三重県埋蔵文化財センター、 2000年）

⑫宇河雅之「北ノ垣内遺跡」 （『瀬干遺跡・綾垣内遺跡・柳辻遺跡・

大蓮寺遺跡・北ノ垣内遺跡』、三重県埋蔵文化財セ‘ノター、 1996

年）

木野本和之・高田恵理子『櫛田地区内遺跡群発掘調在報告II』

（三重県埋蔵文化財セ‘ノター、 1997年）

⑳平成12年度三重県埋蔵文化財セ‘ノター試掘調査。

⑳伊藤裕之『古川遺跡・山口遺跡発掘調査報告』 （三重県埋蔵文化

財セソター、 1996年）

⑮中川明『横地高畑遺跡発掘調査報告』 （三重県埋蔵文化財セ‘ノター、

1998年）

⑳伊藤裕偉「松阪市神山町・神山城跡の調査」 （『伊勢の中世城館』

第 5号、伊勢中世城館研究会、 1999年）

⑰新田洋『山添遺跡発掘調査報告』 （三重県教育委員会、 1979年）

坂倉一光 I山添遺跡（第 2次）」 （『山添遺跡（第 2次） ・里中

遺跡ほか』、三重県埋蔵文化財センター、 1997年）

⑳「神宮雑例集」 （『群書類従』神祇部）

⑳ I伊勢大神宮御領注文（新校群書類従本「神鳳紗」）」 （竹内理

三編『鎌倉遺文』古文書編第42巻、東京堂出版、 1991年）

⑳ 「神服部内戸納帳」 （『神服部大神部・神部家文書』神宮文庫蔵）

@r宏徳寺旧記」 （『松阪市史』第 3巻史料編古代・中世、松阪市、

1980年）

⑫ 『言継卿記』第三（続群書類従完成会、 1998年）

⑬下中邦彦編『三重県の地名』 （平凡社、 1983年）



川島遺跡群の周辺遺跡（番 号は第 2図内の番号と一致する。）

11%1 JI/: 遺 ： 群 名 111%1寺：内；が跡名 竹計久：古；が名
番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遺跡名 番号 遺跡名

19 丸山古墳 25 古轡通り古墳群 31 貴田寺廃寺 37 池 ノ 上 遺 跡

2 西出遺跡 8 櫛田地区内遺跡群 14 茶臼山古墳 20 糠塚古墳 26 中 の 坊 遺 跡 32 朝田寺 38 小狐遺跡

3 山添遺跡 9 琵琶垣内遺跡 15 坊山 1号墳 21 天王山古墳群 27 坂本古墳群 33 横地西ノ垣内遺跡 39 古 川 遺 跡

4 金 剛 坂 遺 跡 10 堀町遺跡 16 瀬千遺跡 22 山 添 古 墳 群 28 塚本古墳群 34 神麻績機殿神社 40 横地高畑遺跡

5 斎宮跡 11 草山遺跡 17 古轡通り B遺跡 23 権現山古墳群 29 南山遺跡 35 神服織機殿神社 41 神山城跡

6 北野遺跡 12 涌 旱 崎 遺 跡 18 大塚山古墳 24 西野々広古墳群 30 大冨寺廃寺 36 服部遺跡

第 2図 川島遺跡群周辺遺跡位置図（国土地理院「松阪港」「松阪」「明野」 1: 25,000より作成） (1 : 50,000) 
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III 遺構

調査の結果、奈良時代から近世までの遺構、掘立

柱建物、土坑、井戸、墓壌、溝などを多数検出した。

ここでは主要な遺構のみ記述し、記述していない遺

構については、第 1,__, 3表遺構一覧表を参照された

い。また、掘立柱建物の表現については、 トレンチ

調査であるため全容が不明のものが多く、とりあえ

ず調査の段階で肉眼でみた柱間が長い方を桁行、短

い方を梁行としている。

1 奥垣内 I地区

基本層序

基本的には、上から耕作土（灰色士・ 5Y6/1)、

床土（橙色土 ・7. 5YR6/6) 、遺構検出面

（灰色ヽ ンルト・ 7. 5Y6/1)である。一部には、

遺構検出面に到達するまでに旧耕作土と考えられる

層（灰色土・ 10Y6/1 、明褐色士• 7. 5 YR  

5/6) が存在する。また、遺構検出面直下は、青

灰色砂 (5B5/1) の士層となる。

室町時代

SK  3 不整形な長軸 1. 7 m、短軸 0. 8 m、

深さ 0. 1 3 mの土坑である。埋士からは少量の土

師器片などが出土した。

S04 幅 2. 3 m、深さ 0. 17------0. 32m 

の調査区をほぼ東西方向に横切る溝である。区画溝

であろうか。埋土からは少量の山茶椀片や土師器鍋

などが出土した。

近世以降

S01 幅 1. 4 m、深さ 0. 06------0. 13m 

の溝である。調査区南端にあり、東方向の調査区外

に延びていくものと考えられる。埋土からは少量の

山茶椀片や陶器甕底部片などが出士した。

2 奥垣内II地区

基本層序

基本的には、上から耕作土（灰色士・ 5Y6/1)、
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床土（橙色土・ 7. 5YR6/6)、包含層（明オ

リーブ灰色ヽンルト・ 7. 5GY7/l)、遺構検出

面（灰オリープ色ヽンルト・ 5Y5/3)である。一

部では、包含層がなくなったり、遺構検出面が変わっ

たりする部分（オリープ灰色砂・ 2. 5GY5/l) 

などがみられた。沖積地の特徴と思われる。

鎌倉時代

SB 8 2 桁行 3問 (2. 3+2. 3+2. 3m、

梁行 1間以上 (2. 3m+) の総柱の掘立柱建物で

ある。柱問は桁行・梁行とも等しい。棟方向につい

ては、 Nl6. 0°Eである。調査区外、東方向に

建物は延びる。柱穴からは平安期の土師器甕が出土

しているが、遺構形態・柱穴の大きさや棟方向から

判断した。

SK81 ほぼ円形の長軸 5. 4 m、短軸 4. 8 

m、深さ 0. 2 9"-'l. 0 3mの大土坑である。士

坑の西側を除きテラス状になっており、そこからま

た落ち込む。埋土は褐色土の 1層であった。埋土中

から平安時代末期～鎌倉時代の土師器皿・甕、ロク

ロ土師器皿・椀、山茶椀片が遺構の各所から疎らに

出土した。これらの出士状況から土器群は投棄され

た可能性が考えられる。また、ロクロ土師器椀底部

外面に「泉」の墨書がみられることから、この遺構

は小規模な泉や井戸の可能性もあろう。

室町時代

SK60 規模が、長軸 3. 2 m、短軸 1. 2 m、

深さ 0. 4"-'0. 6 lmの不整形な土坑である。埋

土は褐灰色ヽンルトの 1層で焼士が混入していた。埋

土からは鎌倉～室町時代の土師器皿、山茶椀底部片、

陶器捏鉢が出土した。

SK 6 6 長軸 3. 1 m、短軸 1. 4 m以上、深

さ1. 2 4 mの土坑である。調査区外の西側に延び、

本来は円形を呈すると思われる。埋土は上から灰オ

リープ色ヽンルト、暗灰オリープ色、ンルトの 2層であ

る。埋土からは平安時代末期～室町時代の土師器皿、

が出土した。近世の土坑 SK57に切られている。

素掘り井戸の可能性もあるが判断に難しい。
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SK  9 8 

深さ 0. 2 7'"'-'0. 5 6mの士坑である。他の遺構

との重複のため平面形は判断し難い。焼土や炭化物

が混入した埋土からは、室町時代の土師器皿・鍋や

山茶椀が出士した。

SD 6 3 調壺区をほぼ南北に横切る幅 4. 6 ""' 

8. 0 m、深さ 0. 0 7"-'0. 8 3mの規模の溝で

ある。遺跡が櫛田川低地に立地していることからも

流路の一つと考えられる。東西の両端とも一段緩や

かにテラス状になり、テラスの端から急に落ち込む。

埋士は黄褐色、ンルトの 1層である。出土遺物から判

断し埋没の時期は室町時代と判断した。 SD58を

切っているものの、時期差はない d また、土層断面

の観察から後世の暗渠に切られていることが判明し

A_ 

一

規模が長軸 2. 1 m、短軸 1. 3 m、

B 
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3.611 
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一
_Jl_ 
3. 伽

た。流路の南側の暗渠と埋土の境界あたりで、室町
① 

時代の南伊勢系士師器鍋が多量に出土した。土器を

破砕し暗渠の底に敷いたのであろうか。暗渠の全体

ではなく一部分にのみみられる状況なので理解に苦

しむ。これらについては、 SD63出土遺物として

報告している。同時期の流路としては、 SD95が

あげられよう。

近世以降

SD 9 2 調査区を東西に横切る幅 27. 3 m、

深さ 0. 30,---..,0. 84mの溝である。南北からな

だらかに落ち込む。流路の一つと考えられる。埋土

は時間をかけ堆積したのか非常に堅く、底に近づく

ほど粘性の強い埋士となった。出土遺物から判断し

埋没の時期は近世と判断した。同時期の流路として
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第12図 奥垣内II地区 SB8 2平面図・断面図 (1 : 100) 
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は、 SD87があげられよう。

@ 
3 奥垣内III地区

基本層序

基本的には、上から耕作士（灰色土• 5Y6/l)、

床土（橙色士・ 7. 5YR6/6) 、遺構検出面

（灰オリーブ色ヽンルト・ 5Y5/3) である。包含

層は後世の攪乱などで存在しない。また、遺構検出

面は沖積地の特徴というべきか、場所により変わっ

たりする（暗青灰色粘質土・ lOBGS/1、灰オ

リーブ色粘質砂礫混士・ 5Y5/3、オリーブ灰色

シルト・ 2. 5GY5/l、灰オリーブ色ヽンルト・

5Y4/2)。櫛田川の氾濫などで起伏が生じ、そ

の部分に土砂が堆積し、その上に遺跡が立地したも

のと考えられる。

鎌倉時代

SD97 調査区を東西に横切る幅 3. 7 5 m、

深さ 0. 4 8 mの溝である。遺物の出土は少なく、

平安期の土師器甕片と山茶椀底部片を確認した。鎌

倉時代の遺構と考えられる。

室町時代

SD95 流路の一つと考えられる。調査区南端

で西端を、そこから 45m程北で東端を、さらにそ

こから北へ 25m程で北端を確認した。蛇行する様

相を呈している。調査区内でみえている部分だけで

8 0 m程になる。深さ O. 33,---..,Q. 74mである。

埋士は時問をかけ堆積したのか非常に堅く、底に近

づくほど粘性の強い埋土となり、木片などもみられ

る。遺物の出土量は少ない。山皿や底部外面に「＃」

の墨書がみられる山茶椀、室町時代の土師器皿や陶

器捏鉢が出土した。出士遺物から判断し埋没の時期

は室町時代と判断した。
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第18図

灰色土 (5Y6/1・耕作土）

橙色土 (7.5YR6/6・床土）

灰色砂質士 (lOY5/1・遺構埋土）

灰色シルト (lOY5 / 1・遺構埋土）

オリープ灰色シルト (7.5GY5/1・遺構埋土）

オリープ灰色ヽンルト (7.5GY 6/ 1・遺構埋土）

橙色土 (7.5YR6/8・遺構埋土）

オリープ灰色砂質土 (7.5GY5/1・遺構埋土）

オリープ灰色ヽンルト (lOY5/2・遺構埋土）

灰オリープ色シルト (7.5Y5/3・遺構埋土）
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オリープ灰色砂質礫混土 (SGYS/1・遺構埋土）

灰オリープ色粘質砂礫混士 (7.SY5/3・遺構埋土）

暗青灰色粘質士 (lOBG5/1・検出面）

灰オリープ色粘質砂礫混士 (SYS/3・検出面）

オリープ灰色ヽンルト (2.SGYS/1・検出面）

灰白色砂礫 (N8/0) 

灰オリープ色ヽンルト (SYS/3・検出面）

灰オリープ色ヽンルト (SY4/2・検出面）

攪乱

試掘坑

5m 

奥垣内III地区土層断面図② (1 : 100) 

- 24 -



¥@ 

5\\D118~ 

：
 

~ 盃i

IOm 
I 

第19図 奥垣内W地区遺構平面図① (1 : 200) 

：
 

—ご乏

_l_~II _Q_ 

- 25 -



—゚~ こ F

1

2

3

 D
 

s
 

ー
い
い
~
ー

E
_
 

＼
 

( • 
( • I I ~ 云面

-------
01 

so 121 

--------
y..,o-,~1.610 

---------

LI 
r;:""ll 

日

a
 

5
 

12 
nu s
 

0

0

入
、
ー
[

日

6
 

2
 

D
 s
 

詞
；
•ei 

---で二
-------- 110 

( • 
SD123 127 D

 s
 

い
い
い
且

• 

⑤
 

」:_ II II F 10m 

第20図 奥垣内N地区遺構平面図② (1 : 200) 

- 26 -



7,1~1 丁

15-fl -t "― 

I , 7 

16-11 + "ー

17-11 + "― 

18-11 + "一

---で苓

----------
19-lu・. 一

20-I□-
21-1匡，•-

日
22-11 !It' •— 

( • 

•-』→ 一

1,-,1 +~-

II~ ~ 
24一肩 ＋ 

12-U + M-

13-11 + ,,_ 

25-I/ + " -
SD128 

~ 面

-------14—+ -

_J心 II__L 
土祖II ... II_土
0 ce 10m 

第21固 奥垣内N地区遺構平面囮③ (1 : 200) 

- 27 -



~ 
e
 

C
ー

＋
 

＋ 

( • 1i,,;,. 

＇卜

＼
 

--------

32-111 

I 

＋ 

＋
 

＋
 

-30 

~II ¥ 

＋
 

＋
 

＋
 

＋ 

一止

-27 

-28 

----でで

-29 ~ 

-31 

＼
 

-33 

-34~ 

① 

＂ I -=---1~ ―写
- -- j 一7． 

’皿

" 
13 

④ 

-'  
2―:_ --,--=----- す一~芦

⑥ 

-←万緬
15 

ニこズ

⑧ 

‘’ 
I 

/―- -
2.811 

2 ---...iL 17 
- -， 

⑪
 

2.Bm 
｝（ 

I 
J_ 

15 

二

゜

② 
← --- V —•• 

I 
- 1 _~_ 2.Bm 

ヽ． ， 
JI 

12 

''!-' 
ヂ

⑥
 ,, 
＇ ,_....,_- =→ 

2.811 

“ 
23 

⑨
 

"— 
2.8m 

1 
,~ —— .. 

2亭

⑫ 

2.8m 
- " 1 

←、
15 2 

ニ 22

③ 

＂ I 

i-2,811 
—ヽ• → ． ． 

y~ 

12 

13 -,.-

⑦ 

-' 
2-___c-- --

, 2.811 
.. 

17 ----一~~-23

⑩ 

,, . 2.811 
I 

,-----—-尋
＠ 

2.811 
~ 

I 

2― 
＂ 

22各ミこ二
5m 

---------
( • 

四—-

j• 0-35 
----

一
ce 

1 灰色土 (5Y6/1・耕作土）

2 橙色土 (7.5YR6/6・床土）

3 暗オリープ灰色ヽンルト (2.5GY 4 / 1・遺構埋土）

4 橙色土 (7.5YR6/8・遺構埋土）

5 青灰色ヽンルト (lOBG6/1・遺構埋土）

6 明オリープ灰色シルト (5GY7/l・遺構埋土）

7 灰白色ヽンルト (lOY7 / 1・遺構埋土）

8 オリープ灰色シルト (7.5GY6/l・遺構埋土）

9 明黄褐色ヽンルト (IOYR6/6・遺構埋土）

10 暗オリープ灰色シルト (2.5GY4/l・遺構埋土）

11 灰白色粘質土 (2.5GY 8/1・遺構埋士）

12 暗オリープ灰色シルト (7.5Y4/1・遺構埋土）

13 青灰色粘質土 (IOBG4 / 1・遺構埋土）

14 灰色砂礫 (N6/l・遺構埋土）

15 緑灰色シルト (SG6/l・検出面）

16 オリーブ灰色シルト (lOY4/2) 

17 暗緑灰色ヽンルト (7.SGY 4 / 1・遺構埋士）

18 暗灰色粘質土 (N3/1・遺構埋土）

19 緑灰色砂質士 (SGS/1・遺構埋土）

20 灰白色ヽンルト (IOY7 /1・遺構埋土）

21 灰黄色シルト (2.SY6/2) 

22 黄灰色シルト (2.SY5 / 1) 

23 オリープ灰色シルト (2.SGYS/1・検出面）

゜
10m 

第22図 奥垣内N地区遺構平面図④ (1 : 200) , 土層断面柱状図 (1 : 100) 
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出面は沖積地の特徴というべきか、場所により変わっ

たりする（緑灰色シルト・ 5G6/1)。

鎌倉時代

SB  1 3 1 桁行 2問 (1. 6 + 1. 6 m) 、梁

行 1間以上 (1. 6m+)の掘立柱建物である。柱

間は桁行・梁行とも等しい。調査区外の東側に建物

は延びるものと考えられる。棟方向はN7. 5°W 

である。柱穴からの出土遺物は少なく、平安時代末期

の土師器片を確認しているが、遺構の形態から鎌倉

時代に属するものと判断した。

室町時代の遺構

S B 1 3 0 桁行 3間以上 (1. 55+1. 55 

+1. 55m+)、梁行 1間以上 (1. 3 5m+) 

以上の掘立柱建物である。柱間は桁行と梁行でそれ

ぞれ等しくなるのだろうか。調査区外の北側、東側

に建物は延びていくと考えられる。棟方向については
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第23図 奥垣内N地区 $8130•131 ・ 132, SA133・134平面図・断面図 (1 : 100) 
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1 灰色土 (5Y6/1・耕作士）

2 橙色土 (7.SYR6/6・床士）

3 陪灰黄色ヽ ンルト (2.SY5/2・ 上層検出面）

4 青灰色土 (5BG 5/1・遺構埋士）

5 灰色士 (N5/1・遺構埋士）

6 オリープ灰色シルト (7.5GY6/l・遺構埋士）

5m 

2.811 

7 灰色砂質士 (lOY6/ 1・遺構埋土）

8 灰色砂礫混士 (lOY6/ 1・遺構埋土）

13 灰色ヽンルト (10YR6/1・遺構埋土）

14 暗オリープ灰色シルト (2.5GY4/1・遺構埋士）

15 暗青灰色粘質土 (5B4/1・遺構埋土）

16 陪青灰色礫混粘質士 (5B3/1・遺構埋土）

9 灰色礫混ヽ ンルト (lOY6/1・遺構埋土） 17 オリープ灰色・ンルト (SGYS/1・遺構埋土）

10 オリープ黄色ヽ ンルト (5Y6/3・遺構埋土） 18 灰色ヽンルト (lOY6/ 1・遺構埋土）

11 青灰色粘質土 (10BG4/1・遺構埋土） 19 黄褐色ヽンルト (2.SY5/3) 

12 オリープ灰色粘質士鉄分多く含む (2.SGY5/1・遺構埋土） 20 明緑灰色ヽ ンルト (lOGY 7 / 1) 

23 灰オリープ色砂質土 (SYS/3)

24 灰白色細砂 (lOYR7 / 1) 

25 緑灰色ヽンルト (lOGY 6 / 1) 

26 緑灰色砂 (lOGY 4 / 1) 

'll 灰オリープ色砂質土 (SYS/2・下層検出面）

28 灰白色砂礫 (lOY7 /2・下層検出面）

21 明オリープ灰色ヽ ンルト (2.5GY 7 / 1) 

22 褐灰色砂礫 (7.5Y5/l)

第24図道場 I地区土層断面図① (1 : 100) 
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N24. 0°Eである。柱穴からの出士遺物は少な

く、中世の土師器片を確認した。

S B 1 3 2 桁行 3間 (1. 3+1. 3+1. 3 

m+)以上、梁行 1問 (1. 3m+)以上の掘立柱

建物である。柱間は桁行・梁行ともに等しい。調査

区外の南側、東側に建物は延びるものと考えられる。

棟方向はN5. 5°Wである。柱穴からの出土遺物

は少なく、中世の士師器片を確認した。

SA  1 3 3 柱間 2間 (1. 3 5 + 1. 3 5 m) 

の等間の柱列である。柱列の方向はN7. 5°Wで

ある。柱穴からの出土遺物は少なく、中世の士師器

片を確認した。掘立柱建物である可能性も考えられ

る。

SA  1 3 4 柱間 4間 (1. 0+1. 0+1. 0 

+ 1. 0 m) の等問の柱列である。柱列の方向はN

9. 0°wである。柱穴からの出土遺物は少なく、

中世の士師器片を確認した。掘立柱建物である可能

性も考えられる。

近世以降の遺構

SD 1 2 8 幅が 116m以上、深さ 0. 1 4 ,..___,, 

O. 9 7 mの規模を有する。旧流路と考えられる。

調査区のほぼ半分がこの流路である。北岸は確認し

たものの、南岸は確認できなかった。北岸のうねり

を考えるとこの流路は蛇行しているのかもしれない。

土層を観察すると一気に埋没していったのではなく

ゆっくりと埋没していった様子を呈していた。掘削

していくと底の方は粘質の強い土質であった。平安

時代の須恵器片・製塩土器片、鎌倉時代の山茶椀、

室町時代の土師器皿や鍋、近世の陶器片が少量では

あるが埋土から出土した。

SD 1 2 0 幅 25. 0 m以上、深さ 0. 0 9 ,..___,, 

0. 1 6 m以上の規模を有する。調査区の幅が細く

約 50cmであったため完掘はしていないものの旧

流路と思われる。近世の陶器甕片が少量ではあるが

埋士から出士した。

5 道場 I地区

基本層序

基本的に、上から耕作土（灰色土・ 5Y6/1)、

床士（橙色土・ 7. 5YR6/6)、上層遺構検出面
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第28図 道場 I地区下層遺構平面図③ (1 : 200) 
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（暗灰黄色ヽンルト・ 2. SYS/2) 、場所によっ

ては、 1層から 3層の土層（黄褐色シルト・ 2. 5
 

YS/3、明緑灰色ヽンルト・ 10GY7/l、明オ

リーブ灰色シルト・ 2. 5GY7/l、褐灰色砂礫・

7. 5Y5/1、灰オリープ色砂質土・ 5Y5/3、

灰白色細砂・ 10YR7/1、緑灰色ヽンルト・ 10 

GY6/1、緑灰色砂・ 1OGY4/1) が観察で

き、その下に下層遺構検出面（灰オリープ色砂質土・

SYS/2)確認した。上層包含層は後世の削乎で

なく、下層包含層についても下層遺構検出面に達す

るまでの士層に遺物が含まれておらず、調査区内で

は明確な下層包含層を確認できなかった。また、下

層の遺構検出面は、場所によっては土層（灰白色砂

礫・ 10Y7/2) が変わるようである。櫛田川の

氾濫などで起伏が生じ、

堆積し、その上に遺跡が立地したためであろうか。

また、他の地区においても同様に下層確認を行った

が、遺構を確認できたのはこの地区だけであった。

下層

溝 3条を確認した。

にあたる。

いため時期の判断が難しいが、上層の遺構群でもっ

とも古い時期が平安時代であるので、それより古い

時期ということになろう。

上層

平安時代

SX38 平面では確認することができず、士層

断面に観察からその存在を確認した。そのため平面

形や規模など遺構の全容を把握することができなかっ

た。遺構のほぼ中央、上面から約 20cm下に斜め

になっている須恵器壷を確認した。壷に入っていた
② 

土からは動物の歯を確認した。墓的な性格を持つも

のだろうか、それとも何かしらの祭祀的な意味合い

があるのだろうか。櫛田川対岸の堀町遺跡における

調査でも、平安時代の士坑から土器とともに牛の顎
③ 

骨が出土している例もあり興味深い。

室町時代

S840 庇のある総柱建物で桁行 5間 (1.

+ 1. 

これらの遺構埋土からは遺物の出士がな

7 5 + 2. 

その部分に士砂が入り込み

SD34•35•39 がこれ

1 5 + 2. 1 + 1. 
5
 

5 m) 、梁行

2間以上 (1. 5 + 2. 3 m+)。柱間は不等間で

＼
 

53-
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＋
 

----- /
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□

P
 

E
 Ol 

ある。調査区内では、建物の北面、西面、南面の 3面
第31図 道場 I地区上層遺構平面図③ (1 : 200) 
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に庇を確認した。調査区外の東側に建物は延びてい

くものと考えられる。棟方向はN 1 6. 

や鍋が出士した。

0 0 Eであ

る。柱穴埋士から 16世紀代と考えられる土師器皿

また、遺物に混じり多量の炭化物

や焼士がみられた。同じ調査区や他の調査区の遺構

群と比較しても、炭化物の量は群を抜いている。検

出面上にも炭化物が確認できたことも考え合わせると、

― ―-

1

2

3

4

5

 

灰色土 (5Y6/l・耕作土）

橙色士 (7.SYR6/6・床土）

暗オリープ灰色ヽンルト (5GY4/l・埋土）

暗灰黄色シルト (2.SY5/2・検出面）

明オリープ灰色シルト (2.5GY7/l)
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この建物自体が火災をうけたという仮定がなりたっ

のではないだろうか。

S841 

1間以上 (2.

は桁行・梁行ともに等しい。調査区外の西側に建物

は延びていくものと考えられる。棟方向はN1 6. 

Eである。柱穴の埋土から室町時代の土師器皿や鍋

@11 

A
_
 

桁行 2間 (2. 

1 m+) 

1 + 2. 1 m) 、梁行

の掘立柱建物である。柱間

00 

吋
E
 O"E ゜

00 

ー

5
_

叶

A_ 
B 
3.011 

鳳
5m 

B_ 

◎
B_ 

A_ 

第32図 道場 I地区 SB41・SE33・SK28・SX38平面図・断面図 (1 : 50, 1 : 100) 
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が出土した。

SK 2 0 長軸 2. 0 8 m、短軸 1. 9 6 m、深

さO. 1 3'"'-'0. 2 3mの土坑である。埋土から山

茶椀片や土師器片が出土した。

S K 2 1 長軸 1. 6 0 m、短軸 0. 7 2 m、深

さ0. 4 4'"'-'0. 4 8mの土坑である。調査区外の

東側に遺構は延びるものと考えられる。埋土から山

茶椀片や南伊勢系土師器鍋片が出土した。
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_A_ B 

c_ 

6_ 
H
 _
 

__J_ 

:::i!:I 

叶

叶 ◎
 

@ 

SK 2 4 長軸 2. 0 0 m、短軸 1. 5 0 m、深

さ0. 0 8 mの楕円形の土坑である。炭化物が混じ

る埋土から土師器皿・鍋・羽釜片が出士した。

SK 2 8 長軸 2. 2 0 m、短軸 1. 1 0 m、深

さ0. 2 4 mの楕円形の士坑である。埋土から山茶

椀片や土師器皿・鍋片が出土した。土壌墓の可能性

も考えられたが、遺構内の土壌分析の結果は遺体が

埋められていた可能性は低いというものであった。
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第33図 道場 1地区S840平面図・断面図 (1 : 100) 
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1 浅黄色シルト砂混 (5Y7/4) 2 オリーブ灰色シルト妙員混 (5GY5/l) 3 緑灰色砂質士 (IOGY5/1) 

4 餡灰色桔土晨混 (N3/1) 5 青灰色シルト (5PB5/l)
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1 浅黄色シルト礫混 (5Y7/4)

3 オリープ灰色シルト (5GY5/1)

2 暗灰色粘士 (N3/  1) 

4 緑灰色砂質土 (lOGY 5/ 1) 

第34図道場 I 地区 SE15·16•17 平面図・断面図 (1 : 50) 
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S E 1 5 長軸 1. 9 0 m、短軸 1. 6 4 m、深

さ0. 67.---...,1. 06mの井戸である。平面形は円

形を呈している。底部には井筒が単独で埋設されて

いた。埋土から山茶椀片や士師器皿片などが出士し

た。土層を観察したところ SE1 6を切っており、

SE16より新しい遺構ということになろう。

S E 1 6 長軸 1. 5 0 m、短軸 1. 2 3 m、深

さ0. 51.---...,1. llmの井戸である。平面形は円

形であろうか。 SE15に切られているので判断が

難しい。底部には井筒が単独で埋設されていた。埋

土から山茶椀片や土師器皿片などが出土した。

S E 1 7 長軸 2. 4 0 m、短軸 1. 5 7 m、深

さ0. 47.---...,0. 87mの平面楕円形の井戸である。

底部には井筒が単独で埋設されていた。埋土から山

茶椀片や士師器皿・鍋片などが出土した。

SE 3 3 長軸 2. 2 0 m、短軸 0. 8 0 m、深

さ1. 4 1 mの素掘り井戸であろうか。平面形は円

形であろうか。当初は下層遺構と考えていたが、土

層観察の結果上層遺構であることが判明した。遺構

の上部についてはよくわからないが、埋士の一部分

で石の集中がみられた。調査区外の西側に遺構が延

びるものと考えられる。

SD 1 8 幅6. 00.---...,8. OOm、深さ 1. 1 

mの旧流路と思われる。調査区を東西に横切ってい

る。埋土から山茶椀片や陶器片が少量出土した。埋

土については 4層に分層できる。当初は下層遺構と

考えていたが、土層観察の結果上層遺構であること

が判明した。

SD25 規模が幅 0. 4 0 m、深さ 0. 0 4 ,...__, 

0. 0 7 mの溝である。調査区を東西に横切ってい

る。埋土から士師器片が出土した。何らかの区画溝

であろうか。

SD 2 6 幅 2. 3 0 m、深さ 0. 4 3 mの溝で

ある。溝の断面形はU字状を呈している。調査区を

東西に横切っている。埋土から山茶椀片や平安期の

土師器甕片が出土した。

近世以降

SD 1 0 規模が幅 1. 72.---...,1. 80m、深さ

0. 26.---...,0. 45mの溝である。溝の断面形はU

字状を呈している。調査区を東西に横切っている。

埋士から陶器片が出士した。何らかの区画溝であろ
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うか。

SD36 幅 5. 0 0 m以上、深さ 1. 6 0 mの

旧流路であろうか。調杏区を東西に横切っている。

埋士から陶器片が出士した。

6 道場II地区

基本層序

基本的には、上から道路を作った時の盛土、旧耕

作士（灰色土・ 5Y6/l) 、床土（橙色士・

7. 5YR6/6)、遺構検出面（暗灰黄色ヽンルト・

2. 5Y5/2)である。包含層については後世の

攪乱などで存在しない。

鎌倉時代

S K 1 3 5 調査区の幅が約 50cmと狭小であ

るため完掘ができず全容は不明である。調査区内の

部分だけで最大 4. 0 0 m以上、深さ 0. 2 5 m以

上の士坑である。平面形は円形であろうか。土師器

皿片などが出土した。

室町時代

SD 1 3 6 調査区の幅が約 50cmと狭小であ

るため完掘ができず全容は不明である。見えている

部分だけで最大 17. 0 0 m以上、深さ 0. 3 1 m 

以上の流路である。

7 塩角 I地区

基本層序

基本的には、上から耕作士（灰色土・ 5Y 6/ 1)、

床士（橙色土・ 7. 5YR6/6) 、遺構検出面

（灰オリーブ灰色ヽンルト・ 5GY6/1)である。

遺物包含層（明オリーブ灰色土 ・5GY6/1) に

ついては西側の一部分に残存していた。

室町時代

S B 1 0 7 桁行が 3問以上 (1. 4+1. 4+ 

1. 4 m十）、梁行が 3間 (1. 4+1. 4 +  

1. 4 m) 、柱間等問の総柱の掘立柱建物である。

調査区外の南側に建物は延びていくものと考えられ

る。棟方向はN30. 5°Eである。柱穴の埋士か

ら室町時代の土師器片が出土した。

SB  1 0 8 桁行 3間 (1. 8+1. 8+1. 8 
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4 黄灰色ヽ ンルト (2.SY5 / 1・遺構埋土）

第35図 道場II地区遺構平面図 (1 : 200) ・土層断面柱状図 (1 : 100) 

5 灰褐色礫混シルト (7.SYR5/2・遺構埋土）

6 暗灰黄色シルト (2.SY5/2・検出面）

7 灰白色砂 (lOYR7 /1) 
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1耕作士 (5Y6/l・耕作士）

2 橙色土 (7.5YS6/6• 床土）

3明オリープ灰色士 (2.5GY 7 / 1・包含層）

4灰オリープシルト (7.5Y6/2・遺構埋土）

5灰オリープ色土 (5Y6/2・遺構埋土）

6オリープ黄色シルト (5Y6/3・遺構埋土）

7暗オリープ灰色シルト (2.5GY 4 / 1・遺構埋土）

8灰色ヽ ンルト (5Y5/l・遺構埋士）

9緑灰色ヽ ンルト (lOGY 5/1・遺構埋土）

10オリープ色ヽ ンルト (5Y5/4・遺構埋土）

11オリープ灰色ヽ ンルト (lOY5/2・遺構埋土）

12灰白色砂礫 (lOY8/1・遺構埋土）

13灰オリープ色粘質土 (7.5Y5/3・遺構埋土）

14黄灰色粘質士 (2.5Y6/l遺構埋土）

15オリープ灰色ヽ ンルト (5G6/l・検出面）

16オリープ灰色ヽ ンルト (2.5GY6/l)

17オリープ灰色粘質土 (2.5GY5/l)

18青灰色粘質土 (5BG5/I)

第36図 塩角 I地区遺構平面図 (1 : 200) ・土層断面図 (1 : 100) 
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m) 、梁行 1間以上 (1. 8m+) 、柱間等問の総

柱の掘立柱建物である。調査区外の北側に建物は延

びていくものと考えられる。棟方向はN30. 5° 

Eである。柱穴の埋土から室町時代の山茶椀片や土

師器片が出土した。

SD 1 0 4 規模は幅 0. 84,..__,1. 18m、深

さ0. 1 8 m。調査区をほぼ南北に横切っている。

SB107•108 の棟方向と方向がほぼ同じであ

るので区画溝である可能性もあろう。

SD 1 0 5 規模は幅 0. 40-------1. OOm、深

さ0. 1 8 m。調査区の中央を東西に走り東側で途

切れる。 SB107•108 の棟方向と方向がほぼ

同じであるので区画溝である可能性もあろう。近世

以降

S099 幅が最大 7. 3 0 m、深さ 0. 1 9 ,....__, 

0. 6 9 mの規模を有する。旧流路と考えられる。

土師器片、瓦片が出土した。

8 塩角 II地区

基本層序

基本的には、上から耕作土（灰色土• 5Y6/l)、

A_ 

ロニニロ~ニ 三 亨 匹
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三 ―--,r 12-~-- -====---- 11 

ー一＿＿＿＿―-三三ニ---------—□□□------—ーニここ『ロ
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5m 

1灰色土 (5Y6/1・耕作土）

2橙色土 (7.5YR6/6・床土）

3 明オリープ灰色 (2.5GY7/1・包含層）

4 オリープ灰色士 (5GY6/l・検出面）

9灰黄褐色土 (lOYR6/2・遺構埋士）

10賠オリープ色砂礫 (SYS/4・遺構埋士）

11褐色土 (lOYR5/ 1・遺構埋土）

12青灰色ヽ ンルト (SBS/1・遺構埋土）

17黄褐色ヽンルト (2.SY5/ 4) 

18青灰色粘質土 (5BG6/l)

19緑灰色土 (lOG5 / 1) 

20明緑灰色砂礫 (lOG7 / 1) 

5黄灰色粘質士 (2.5GY6/l) 13青灰色シルト (5B4/1・遺構埋土）

6 オリープ灰色粘質士 (2.5GY5/1・検出面） 14オリープ黄色ヽンルト (5Y6/3・遺構埋士）

7黄灰色ヽンルト (2.SY5/ 1・遺構埋土） 15黄灰色ヽ ンルト (2.SY6/  1・遺構埋土）

8黄灰色ヽ ンルト (2.SY4 / 1・遺構埋土） 16 灰オリープ色ヽンルト (7.5Y6/2・遺構埋士）

第38図 塩角 II地区土層断面図 (1 : 100) 
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床土（橙色土・ 7. 5YR6/6)、遺構検出面

（オリープ灰色ヽンルト・ 5GY6/1)である。遺

物包含層（明オリープ灰色士・ 5GY6/l) につ

いては調査区北側に残存していた。また、遺構検出

面は沖積地の特徴というべきか、場所により変わっ

たりする（オリープ灰色粘質土・ 2. 5GY5/1)。

室町時代

S B 1 1 4 桁行 3間 (1. 8+1. 8+1. 8 

m)、梁行 1間以上 (1. 8m+)、柱間等間の総柱

の掘立柱建物である。調査区外の東西に建物は延び

ていくものと考えられる。棟方向はN13. 0°E 

である。 SB1 1 5と棟方向は同ーである。柱穴の

埋土から室町時代の土師器片が出土した。

S B 1 1 5 桁行 3間 (1. 5+1. 5+1. 5 

m)、梁行 1問以上 (1. 7m+)、柱問等間の総

柱の掘立柱建物である。調査区外の東西に建物は延

びていくものと考えられる。棟方向はN13. 0° 

Eである。 SB1 1 4と棟方向は同ーである。柱穴
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1盛 土 4 オリープ灰色シルト (5GY6/1・検出面）

2灰色土 (5Y6/1・耕作土） 5 オリープ黒色シルト (7.SY3/2・遺構埋士）

3橙色＿七 (7.SYR6/6・床士） 6灰白色砂 (7.5Y7/2・検出面）

7灰オリープ色細砂 (SY4/2)

8 明緑灰色砂礫 (lOG7 / 1) 

第41図 塩角III地区遺構平面図 (1 : 200) ・土層断面図 (1 : 100) 
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の埋土から室町時代の土師器片が出士した。

SD  1 1 0 規模は幅 0. 6 0'"'--0. 8 Om、深

さ0. 1 1 m。調査区をほぼ東西に横切っている。

SB114•115 の棟方向と方向がほぼ同じであ

るので区画溝と考えられる。埋土から士師器片が少

量出士している。 SD111•112•113 も同

様に区画溝と考えられる。

近世以降

SD  1 0 9 調査の範囲内に限ってではあるが、

幅が 34. 40,.....__,34. 70m、深さが 0. 2 0 ,.....__, 

1. 3 7 mの規模を有する。旧流路と考えられる。

埋土からは平安期の製塩士器、中世の土師器片、近

世の陶器が出土した。

9 塩角III地区

基本層序

基本的には、上から造成時の盛士、耕作土（灰色

土•5Y6/1) 、床土（橙色土・ 7. 5YR6/6)、

遺構検出面（オリーブ灰色、ンルト・ 5GY6/1)

である。遺物包含層は確認できず、遺構検出面は沖

積地の特徴というべきか、場所により変わったりす

る（灰白色砂礫・ 10GY5/1)。

鎌倉時代

S K 1 1 6 長軸 1. 4 6 m、短軸 1. 0 0 m、

深さ 0. 0 8 mの楕円形の土坑である。埋土から土

師器皿片が出土した。

室町時代

S D 1 1 7 調壺区を南北に横断する幅 0. 8 8 

'"'"'2. 1 2m、深さ 0. 18'"'-'0. 37mの溝であ

る。埋土から土師器片が少量出土した。

1 0 東久保東浦 I地区

基本層序

基本的には、上から耕作土（灰色土 •5Y6/l

）、床土（橙色土• 7. 5YR6/6)、包含層（

明オリーブ灰色ヽンルト・ 2. 5GY7/l)、検出

面（灰色シルト・ 7. 5Y6/l)である。一部で

は、包含層がなくなったり、検出面が変わったりす

く南壁＞
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く西壁＞
_L  

ー二二s_  

D 
2.411 

-~, 
5m 

l灰色士 (5Y6/l・耕作士）

2橙色土 (7.5YR6/6・床土）

3灰色土 (lOY6 / 1) 

4明褐色土 (7.5YR5/6) 

6 賠オリープ灰色ヽンルト (2.5GY4/l• SH7埋土） 11灰白色砂 (7.5Y7 /2・検出面）

7 灰白色ヽンルト (2.5GY8/l• SD9埋士） 12青灰色砂 (5B5/1)

8灰黄色粘質土 (2.5Y7 / 2• SD 8埋士） S試堀坑

9緑灰色砂礫 (5G8/1・SD8埋土） k攪乱

5明オリープ灰色ヽ ンルト (2.5GY7/1・包含層） 10灰色シルト (7.5Y6/1・検出面）

第42図 東久保東浦 I地区土層断面図 (1 : 100) 
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る場所（灰白色砂 ・7. 5Y7/2) がみられた。

沖積地の特徴と思われる。

奈良時代

SH7 調査区の制約もあり、すべてを検出する

ことはできなかった。平面形は隅丸方形を呈してい

る竪穴住居と思われる。床面の東西端には周溝と考

えられる浅い溝が掘り込まれ、隅近くには柱穴 2ヶ

所を確認した。調査区内で検出できた部分の規模に

ついては、長軸 2. 6 4 m、短軸 1. 6,____,2. Om  

、深さ 0. 05,...__,0. 20mであった。埋士からの

遺物は量が少ないものの、奈良時代に属すると考え

られる須恵器高杯などが出土している。また、後世

の溝 SD9に切られていた。

鎌倉時代

SOB 調査区を東西に横断する幅 10. 96m、

深さ 0. 10"'--'0. 37mの旧流路。埋土からの遺

物の出土は少量であった。弥生土器甕片や鎌倉時代

の十師器皿、陶器擢鉢などが出士した。

室町時代

S09 調査区を南北に横断する溝。幅 0. 2 8 

"'--'0. 5 7 m、深さ 0. 06"'--'0. 08mの規模が

ある。調査時には北側が検出できず、 SZ 7の床面

上と土層断面の観察から確認することができた。埋

士からの遺物の出土は少量であった。

1 1 東久保東浦II地区

基本層序

基本的には、上から道路を作った時の盛土、旧耕

作士（灰色士 ·5Y6/1) 、床土（橙色土• 7. 5 

A_ 出

C-
D 

2.0ffl 

2m 

第44図 東久保東浦 I地区 SH7平面図・断面図 (1 : 50) 
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1盛土 4橙色土 (7.5YR6/6・床士）

2黒褐色土 (7.5YR3/1・攪乱） 5黄灰色ヽンルト (2.5Y5 / 1・遺構埋土）

3灰色土 (5Y6/1・耕作士） 6灰オリープ色ヽンルト (5Y6/2・遺構埋土）

7暗灰黄色シルト (2.5Y5/2・検出面）

8 灰白色砂 (lOY7 / 1) 

第45図 東久保東浦II地区遺構平面函 (1 : 200) , 土層断面柱状図 (1 : 100) 
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YR6/6) 、遺構検出面（暗灰黄色ヽンルト・ 2.

5Y5/2)である。包含層については後世の攪乱

などで存在しない。

室町時代

SA 1 3 7 柱間 5間 (1. 5+1. 4+1. 5+ 

1. 8 + 1. 3 m) の柱列を確認した。柱間は不等

間で柱列の方向はN16. 0°Eである。掘立柱建

物の可能性もあるが、調査区の幅が約 50cmと狭

小であるため全容は不明である。柱穴の埋士からは

遺物が出士しなかったため、時期の判断が難しいが

柱穴の大きさなどから室町時代と判断した。

SA 1 3 8 柱間 2間 (1. 4+1. 4m)の柱列

を確認した。柱問は等間で柱列の方向はN 1 2. 0° 

Eである。掘立柱建物の可能性もあるが、調査区の

幅が約 50cmと狭小であるため全容は不明である

。柱穴の埋士からは遺物が出士しなかったため、時

期の判断が難しいが柱穴の大きさなどから室町時代

と判断した。 （小演学）

［註］

①伊藤裕偉「伊勢の中世煮沸用土器から東海をみる」 （『鍋と甕そ

のデザイソ』第 4回東海考古学フォーラム、 1996年）

②詳細は、 V自然科学分析を参照されたい。

③小演 学『一般国道42号松阪・ 多気バイパス建設地内埋蔵文化

財発掘調査報告VII 堀町遺跡』 （三重県埋蔵文化財センター、 20

00年）

去

SA 137 

し

C[I 

ul 

5m 

第46図 東久保東浦II地区SA137・138平面図・断面図 (1 : 100) 
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遺構 調査時
地 区

調査時
グリッド 性 格 規模（単位 m) 時期 特記事項

番号 番号 地区

SDl SDl 奥垣内 I A k31,l31 溝 l 40X(0.06~0.13) V 

SD2 SD2 奥垣内 I A rn23 溝 0.50 X (0.13~0. 30) N 

SK3 SK3 奥垣内 I A 122,m22 土坑 (0.95~1. 70) xo.soxo.13 N 

SD4 SD4 奥垣内 I A 
120~21, 

溝
m20~21 

2.30X (0.17~0.32) N 

SD5 SDS 奥垣内 I A 119~21 溝 (0.50~0 70) X (0.16~0.23) N 

SD6 SD6 奥垣内 I A 112~17 溝 (0.30~1.40) X (0.08~0.24) N 

SH7 SZ7 東久保東浦 I A d8~9,e9 竪穴住居 2.64X (1.60~2.00) X (0.05~0.20) I 

SDS SD8 東久保東浦 I A d4~7,e4~7 流路 10. 96 X (0.10~0.37) III 

SD9 SD9 東久保東浦 I A e9 溝 (0.28~0.57) X (0.06~0.08) N 

SDlO SDlO 道場 I B o58,p58 溝 (1 72~1.80) X (0.26~0.45) V 

SDll SDll 道場 I B 
058~60, 

溝
p60 

(0.40~1.44) X (0.09~0.32) V 

12 欠番 欠番

S Dl3 S Dl3 道場 I B 
055~56, 

溝 0. 72 X (0.19~0. 24) Ill 
p55~56 

S D14 S Dl4 道場 I B 
052, 

溝 (0.52~0.60) X (0.03~0.10) VII 下層でのみ確認。
p52~53 

SE15 SK15 道場 I B o51,p51 井戸 1.90 X 1.64 X (0.67~1.06) N 曲物出士。

S El6 SK16 道場 I B 051 井戸 1.50Xl.23X(0 51~1.ll) N 曲物出土。

S El7 SK17 道場 I B 049 井戸 2.40Xl.56X (0.47~0.87) N 曲物出土。

SD18 SD18 道場 I B 
046~48, 

p46~48 
流路 (6.00~8.00) X (0.27~0.41) N 下層でのみ確認。

SD19 SD19 道場 I B o40,p40 溝 (0.48~0. 70) X (0.07~0.24) III 

SK20 SKZO 道場 I B o40,p40 土坑 2.08 X 1.96 X (0 13~0. 23) N 

SK21 S K21 道場 I B p27 士坑 1.60 X 0. 72 X (0.44~0.48) N 

SK22 SK22 道場 I B p27 土坑 0.96 XO.SOX 0.12 N 

SD23 SD23 道場 I B 
022~23, 

区画溝
p22~23 

0.52 X (0.04~0.07) V 

SK24 SK24 道場 I B ol6,p16 士坑 2 00Xl.50X0.08 N 炭化物混入。

SD25 SD25 道場 I B ol3,pl3 区画溝 0.40X (0.04~0.07) N 

SD26 SD26 道場 I B oll,pll 溝 2.30X0.43 N 

SK27 SK27 道場 I B plO~ll 土坑 2.20 X (0.60~1.(J()) X (0.11 ~0.21) N 炭化物混入。

SK28 SK28 道場 I B o5,p5 土坑 2.20 X 1. lOX 0.24 N 炭化物混入。

SD29 SD29 道湯 I B 
023, 

区画溝 (0.54~0. 72) X (0.07~0.12) V 
p22~23 

30 欠番 欠番

SK31 SK31 道場 I B 058 土坑？ 0.90X0.62 N SDllと同一遺構の可能性あり。

SD32 SD32 遺場 I B 017~18 溝 l.OOX0.18 N 

SE33 SE33 道場 I B 026~27 井戸 2.20 X0.80X 1.41 N 

SD34 S034 道場 1 B o23,p23 溝 (0.66~0 SO)X0.32 VII 下層でのみ確認。

SD35 SD35 道場 I B o22,p22 溝 0.90X0 26 VII 下層でのみ確認。

SD36 SD36 道場 I B 
039~40, 

溝 1.80X (0.20~0.23) V 上層遺構。
p39~40 

SK37 SK37 道場 I B p30~31 士坑 N 断面でのみ確認。

断面でのみ確認。

SX38 SK38 道場 I B p43~44 墓 II 骨片の入った須恵器壺

（平安）出士。

SD39 SD39 道場 I B 
o8~9, 
p8-9 

溝 0.80 X (0.06~0. 27) VII 下層でのみ確認。

016~18, 5間(1.5+1.75+2.15+2.1+1.5)X 2 
総柱構造、庇付ぎ。

SB40 SB40 道場 1 B 
pl6~18 

掘立柱建物
間(1.5+2 .3)以上

N 調査区外（東）に延びる。

Nl6.0°E 

025~26, 
側柱構造。

S B41 S B41 道場 I B 掘立柱建物 2間(2.1ずつ） Xl間(2.1)以上 N 調査区外（西）に延びる。
p25~26 

Nl6.0°E 

SD42 SD42 奥垣内II C 
r42~43, 

溝 0. 70 X0.17 VII 
s42~43 

SK43 SK43 奥垣内 II C r50 士坑 1.40 XO 70 X 0.25 II 

SK44 SK44 奥垣内 II C rSO,s50 土坑 1 62X0.84X (0.24~0.41) II 

SK45 SK45 奥垣内II C s51 土坑 1.80 X 1. lOX 0.25 III 

SK46 SK46 奥垣内II C r52~53 土坑 l.50X0.76X0.52 

＂ 
SD47 SD47 奥垣内II C 

r54~55, 
溝 (2.00~2.40) X (0.29~0.34) V 

s54~55 

SD48 SD48 奥垣内 II C 
r56~57, 

溝 2.oox (0.41~0.56) V 
s56~57 

SD49 S D49 奥垣内II C r61,s61 溝 (0.88~1. 40) X (0.19~0.39) N 

SD50 SOSO 奥垣内II C r62,s62 溝 1 OOX0.30 N 

SK51 S K51 奥垣内 II C 
r62~63, 

土坑
s62~63 

0.86 X0.56 X (0. 21 ~0. 33) N 

SK52 SK52 奥垣内II C r59~60,s59 土坑 2.80 X l.30X0. 72 N 

SK53 SK53 奥垣内II C s67 土坑 1.36 X 1.00 X 0.46 N 

SD54 SD54 奥垣内II C r70,s70 溝 (0.64~1.00) X (Q.16~0.25) III 

SD55 SD55 奥垣内II C r73,s73 溝 0.54X (0.22~0.25) N 

SK56 SK56 奥垣内II C s75~76 士坑 l.80X0.28 N 

SK57 SK57 奥垣内II C r78,s78 土坑 2.60Xl 20X0.97 V 

第 1表遺構一覧表①
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遺構 調在時
地 区

調査時
グリッド 性 格 規模（単位： m)  時期 特記事項

番号 番号 地区

r. s 78~80, 
SD58 SD58 奥垣内II C t.u78~79, 流路 (4.50~6.40) X (0.23~0.68) N 

v79~80,w79 

SD59 SD59 奥垣内II C 
r74~75, 

溝 1.80 X (0.27~0.49) N 
s74~75 

SK60 SK60 奥垣内II C 
r75~76, 

土坑 3 20 X 1 20 X (0. 40~0. 61) V 焼土混入。
s75~76 

SD61 SD61 奥垣内 II C r80,s80 溝 (0.60~0.86) X (0.06~0.48) V 平安末～近世

SK62 SK62 奥垣内II C r57~58,s57~58 士坑 2.80X l.lOX 1.27 m 

SD63 SD63 奥垣内II C 
v.w.x77~80, 

流路 (4.60~8.00) X (0.07~0.82) N 士師器鍋大量。
y79 

SK64 SK64 奥垣内II C 
r74~75, 

土坑 2.70X (0.21~0.42) N 炭化物混入。
s74~75 

SK65 SK65 奥垣内II C r57,s57~58 土坑 l.90Xl.40Xl.14 N 

SK66 SK66 奥垣内II C 
r77~78, 

士坑 3.10 X 1.40X 1.24 Ill 
s77~78 

SD67 SD67 奥垣内II C r62,s62 溝 (0.80~1.10) X (0. 33~0.54) N 

SK68 SK68 奥垣内II C v77,w77 土坑 1.60 X 1.40 X (0.07~0.46) N 

SD69 SD69 奥垣内 II C r74 ,s74 溝 (0.40~0.60) X (0.16~0.21) N 

SK70 SK70 奥垣内II C u77~78 士坑 1.50 X 1.QQX 0.48 V 炭化物混入。

SK71 SK71 奥垣内II C u77~78 土坑 1 30Xl OOX0.33 N 

SK72 SK72 奥垣内II C t78, u78 ,.v78 土坑 4 50X2 60X (0.14~0.33) N 

SK73 SK73 奥垣内II C u78,v78 土坑 2.80 X l.30X 0.40 I¥' 

SK74 SK74 奥垣内II C 
u77~78, 

士坑 1.00 XO. 70X 0.11 N 
v77~78 

SK75 SK75 奥垣内II C v78 土坑 1.60 x 1.oox 0.21 ~0.29) II 

SD76 SD76 奥垣内II C x77~80 潤 0.50 X (0.12~0.23) IV 

SD77 SD77 奥垣内II C y78~80 溝 0.40 X (0.14~0. 24) III 

SD78 SD78 奥垣内II C 
y77~80, 

溝 0.50X (0.10~0.27) N 
z77~80 

SK79 SK79 奥垣内II C y78~79 土坑 l.80X l.60X0.60 III 

SK80 SK80 奥垣内II C z79, ba79 土坑 2.00X0.60X0.21 III 

SK81 SH81 奥垣内II C 
bb78~80, 

大土坑 5.40X4.80X (0.29~1.03) III 山茶椀の出士あり。
bc79~80 

r43~44, 
総柱構造。

SB82 SB82 奥垣内II C 掘立柱建物 3間(2.3ずつ） Xl間(2.3)以上 Ill 調査区外（東）に延ぴる。
s43~44 

Nl6.0°E 

SD83 SD83 奥垣内II C 
函 ~67,

溝 (1.60~2.00) X0.23 VII 
s66~67 

SK84 SK84 奥垣内II C x78 士坑 1. 70 X l.40X 0.46 N 

SK85 SK85 奥垣内II C bd78 土坑 2.20 X 1.30 X (0.21 ~0.40) N 

SK86 SK86 奥垣内II C bd79,be79 土坑 l.60X l.30X0.20 

＂ SD87 8D87 奥垣内II C 
r.s34~36、

流路 20 60X (0.36~0.86) V 
39~40 

SD88 SD88 奥垣内II C 
r22~23 

溝 (4.30~5.50) X0.18 II 
s23~24 

SD89 SD89 奥垣内II C r8,s8 溝 o.sx (0.14~0.20) V 

SD90 SD90 奥垣内II C 
r8~9, 

溝 2.80X0.38 V 
s7~8 

SD91 SD91 奥垣内 II C 
r5~6, 

溝 3.45 X (0.15~0. 37) N 
s5~6 

SD92 SD92 奥垣内II C 
r10~17, 

流路 27.30X (0.30~0.84) V 
s10~17 

SK93 SE93 奥垣内III D bg34,bh34 士坑 1.80X0.89 N 

S094 SD94 奥垣内III D bg32,bh32 溝 (0.30~0.65) X (0.15~0.25) II 

SD95 SD95 奥垣内III D 
bg35~55, 

流路 80.90 X (0.33~0. 74) V 
bh35~55 

SD96 SD96 奥垣内III D bg31, bh31 溝 1.60 X (0.20~0.36) N 

SD97 SD97 奥垣内III D 
bgl7~18, 

溝 3.75X0.48 III 
bh17~18 

SK98 SK98 奥垣内II C r74,s74 士坑 2.lOX l.30X (0.27~0.56) N 炭化物、焼士混入。

cr3~5, 
SD99 SD99 塩角 I E cs3~5, 流路 7.30以上X(0.19~0.69) V 

ct3~5 

SKlOO SKlOO 塩角 I E cn4~5,co5 士坑 4.20以上X1.00以上X0.44 IV 埋士は砂利。

SKlOl SK101 塩角 I E cp4~5 土坑 2.08 X l.60X (0.37~0.47) N 

SKlOO SK1CY2 塩角 I E cr4~5 土坑 3.16Xl.88X0.20 V 

SK103 SK103 塩角 I E cr4 土坑 2.40以上X1.00以上xo.20 N 

SD104 SD104 塩角 I E 
co4~5, 

区画溝 (0.84~1.18) X0.18 N 
cp3~5 

SDlほ SDlffi 塩角 I E 
cn4,co4,cp4, 

区画溝 (0.40~1.00) X0.18 N 
cq4,cr4 

SZlOO SZl~ 塩角 I E 
cn4~5, 

落ち込み 0.70X0.26 V 炭混。
co4~5 

cp4~5, 
総柱構造。

SBlW SBlfJ7 塩角 I E 掘立柱建物 3間(1.4ずつ） X3間(1.4ずつ）以上 N 調査区外（南）に延びる。cq4~5 
N30.5°E 

cp3~4, 総柱構造。
SBlOO SBlOO 塩角 I E cq3~4, 掘立柱建物 3間(1.8ずつ） Xl間(1.8)以上 N 調査区外（北）に延びる。

cr3~4 N30.5°E 

第 2表遺構一覧表②
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遺構 調査時
地 区

調査時
グリッド 性 格

番号 番号 地区

SDlOO SDlOO 塩角II F 
chl0~19, 

流路
cil0~19 

SDllO S0110 塩角 II F chlO,cilO 区画溝

SD111 SDlll 塩角 II F ch8,ci8 区画溝

SD112 SD112 塩角 II F ch5,ci5 区画溝

SD113 SD113 塩角II F ch5,ci5 区画溝？

SB114 SB114 塩角II F ch6~7 掘立柱建物

SB115 SBUS 塩角II F ch9 掘立柱建物

SK116 SK116 塩角III G bk4,bl4~5 土坑

SD117 SD117 塩角III G bn4~7 溝

SD118 ミゾ 1 奥垣内W A' なし 溝

SD119 ミ-/2 奥垣内w A' なし 溝

SD四 ミゾ 3 奥垣内w A' なし 流路？

SD121 ミゾ4 奥垣内w A' なし 溝

SD立2 ミゾ 5 奥垣内w A' なし 溝

SD立3 ミゾ 6 奥垣内N A' なし 溝

SD124 ミゾ 7 奥垣内1V A' なし 溝

SD立5 ミゾ 8 奥垣内1V A' なし 溝

SDじ ミゾ 9 奥垣内1V A' なし 溝

SD1Z7 ミゾ10 奥垣内W A' なし 溝

SDl.28 ミゾ21 奥垣内W A' 
cd6~35, 

流路
ce6~35 

SDl.29 ミゾ22 奥垣内N A' 
cd3~4, 

溝
ce3~4 

SBl.3) 掘立23 奥垣内N A' 
cd3~4, 

掘立柱建物
ce3~4 

SB131 掘立24 奥垣内N A' cd5~6, 
掘立柱建物

ce5~6 

SB132 掘立25 奥垣内w A' cd5~6, 
掘立柱建物

ce5~6 

SA133 柱列26 奥垣内w A' 
cd4~5, 

柱列
ce4~5 

SA134 柱列27 奥垣内w A' 
cd4~5, 

柱列
ce4~5 

SK13.5 ドコウ1 道場II H なし 土坑

SDl.35 ミゾ 2 道場II H なし 流路？

SA四 掘立 3 東久保東浦II H なし 掘立柱建物

SA13l なし 東久保東浦II H なし 柱列

凡例

時期凡例： I奈.II平 ・III鎌.N室.V近.VJほか.vn不明。

規模の表し方は土坑等穴状の遺構は長径x短径x深さ（単位はm)、

掘立柱連物は桁行 X梁行（単位は間数）、

（ ）内は柱問〔単位はm〕、

溝の場合は幅x深さ（単位はm) となっている。

第 3表遺構一覧表③

規模（単位： m)  時期 特記事項

(34.40~34. 70) X (0.20~1. 37) V 

(0.60~0.80) XQ.17 N 

0.70X0.20 N 

(0.60~0.80) xo.11 N 

0.90 X (0.10~0.14) IV 

総柱構造。
3間(1.8ずつ） Xl間(1.8)以上 W 調査区外（東・西）に延びる。

Nl3.0°E 

総柱構造。
3間(1.5ずつ） Xl間(1.7)以上 N 調査区外（東・西）に延びる。

Nl3.0°E 

1.46 X l.OOX 0.59 III 

(0.88~2.12) X (0.18~0.37) N 

(4.20~5.30) X (0.11~0.16) V 

2.90X0.17 vn 
25.()()X (0.09~0.16) V 

0.30X0.14 V 

l.20X0.06 vn 
(0.75~4.00)XO.ll vn 
(0.40~0.90) XQ.19 N 

l.15X0.05 vn 
2.75X0.10 VII 

3.5以上XQ.29 N 

116以上X(0.14~0.97) V 

1.40X0.08 N 

3間(1.55ずつ）以上Xl間(1.35)以上 IV 
調査区外（北・東）に延ぴる。
N24.0°E 

2間(1.6ずつ）以上Xl間(1.6)以上 III 
調査区外（東）に延びる。

N7.5'W 

3間(1.3ずつ）以上Xl間(1.3)以上 N 
調査区外（南・東）に延ぴる。

N5.5°W 

2間(1.35ずつ） N N7.5°W 

4間(1.0ずつ） N N9.0°E 

4.oox (0.07~0.25) III 

17.00以上X(0.02~0.31) 'N 

5間(1.5+1.4+1.5
詳細不明。遺物なし。

+l.8+1.3) xo間
N （時期は中世か？）

Nl6.0°E 

詳細不明。遺物なし。
2間(1.4ずつ） N （時期は中世か？）

Nl2.0'E 
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N 遺 物

はロクロ土師器椀の高台部分で、 1 7の底部外面に

奥垣内 I地区 は「参」、 1 8の底部外面には「泉」と考えられる

室町時代

SD4出土遺物

線的な山茶椀、 2は底部に高台がない山皿である。
① 

これらは藤澤編年第 6型式に属するものと考えられ

る。 3は口縁部内面にかえりがみられ頚部が屈曲す

る土師器鍋である。いわゆる南伊勢系鍋。伊藤編年
② 

小形鍋A第 2段階に相当しよう。

近世以降

SD 1出土遺物

1は底部から口縁部にかけて直

4は陶器の甕、 5は陶器の小皿

である。近世以降のものと思われる。

包含層等出土遺物

6は山茶椀の底部片。高台部分の断面が三角であ

る。藤澤編年第 5型式に比定できよう。 7は陶器甕

底部。江戸時代に属するものであろうか。

2
 

奥垣内II地区

鎌倉時代

SK81出土遺物

がゆるい曲線でたちあがる浅い士師器小皿である。

1 3は底部から口縁部が直線的にたちあがる土師器

小皿である。 1 4は口縁部に若干ヨコナデが施され

た士師器皿である。

8 "'-" 1 2は、底部より口縁部

1 5は底部から口縁部が直線的

墨書がみられる。 8,..__, 1 8は斎宮編年の斎宮III期第
③ 

2 ,..__, 3段階に比定できよう。

りをされ上方につまみあげられている土師器甕。

れは時期が遡る。奈良時代の属するものか。混入遺

物と考えられる。

は底部から口縁部にかけて曲線的に立ちあがり口縁

部が若干外反する口縁部片。

1 9は口縁端部が面取

の断面が三角である底部片である。

澤編年第 5型式に属するものと考えられる。

SK 4 5出土遺物

部分の断面が三角である。藤澤編年第 4,..___., 5型式に

属するものであろう。

S054出土遺物

2 0......., 2 4は山茶椀。

こ

2 0• 2 1 

2 2 ------2 4は高台部分

これらは概ね藤

2 5は山茶椀の底部片。高台

2 6は山茶椀の底部片。高台

部分の断面が三角である。藤澤編年第 4.......,5型式に

属するものであろう。

室町時代

SK60出土遺物

れる。

の底部片である。

SK  6 5出土遺物

る。

2 7• 2 8は口縁部が内彎す

る薄手の土師器皿である。 2 9は山茶椀底部片。藤

澤編年第 5型式に相当するものか。混入遺物と思わ

3 0は陶器捏鉢の口縁部片。 3 1は陶器捏鉢

3 2は山茶椀底部片である。

藤澤編年第4,...,__, 5型式のものか。混入遺物と思われ

3 3は口縁部が上方にたちあがる南伊勢系土師

にたちあがるロクロ土師器小皿である。 16"-'18 器鍋である。伊藤編年中形鍋B1第4段階に相当し

~ 
／，＇ 

＼ [／．， ：ヽ:'.',~3

二三二三一`
! ! 4 

、、:，'、9
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＝二~- --- 6 

20cm 
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第47図 奥垣内 I地区SD1・4, 包含層出土遺物実測固 (1: 4, SD4:1-3, SDl:4•5, 包含層： 6• 7) 
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よう。

SK  7 0出土遺物 3 4は口縁部が外反し底部が

丸みを帯びた薄手の土師器皿である。 35は口縁部

が内彎する薄手の土師器皿である。 36は陶器甕の

ロ縁部片である。

S K 7 1出土遺物 3 7は底部から口縁部が直線

的にたちあがる薄手の浅い土師器皿である。 38は

底部から口縁部が直線的にたちあがる薄手の浅い士

師器皿である。

SK  7 3出土遺物 3 9は底部から口縁部が直線

的にたちあがる薄手の浅い土師器皿である。 40• 

4 1は口縁部が内轡する薄手の土師器皿。 42は山

茶椀底部片である。これらは藤澤編年第 5型式に属

するものと考えられる。混入遺物であろう。

SK  7 9出土遺物 4 3• 4 4は口縁部が内彎す

る薄手の土師器皿である。 45は山茶椀底部片であ

る。藤澤編年第 4'"'"'5型式に属するものと考えられ

る。混入遺物であろう。

SK  7 2出土遺物 4 6は口縁部内面にかえりが

みられ頚部が屈曲する南伊勢系土師器鍋である。伊

藤編年中形鍋B1第 3段階に相当しよう。 47はロ

縁部内面にかえりがみられ頚部が屈曲する南伊勢系

土師器鍋である。伊藤編年小形鍋A第 3段階に相当

しよう。

SK  9 8出土遺物 4 8は底部から口縁部が直線

的にたちあがる薄手の浅い士師器皿である。 49は

~~--=乙［ 又

支 l ミこ］二忍

底部から口縁部が直線的にたちあがる薄手の浅い土

師器皿である。 50は口縁部内面に若干のかえりが

みられ頚部が屈曲する南伊勢系土師器鍋である。伊

藤編年小形鍋A第4段階に相当しよう。 51は外反

する口縁部をもつ山茶椀。 52は高台が低い山皿の

底部片である。これらは混入遺物と考えられ、藤澤

編年第 4,...__., 5型式に比定できよう。

SK  8 5出土遺物 5 3は底部から口縁部が直線

的にたちあがる薄手の浅い土師器皿である。 54は

ロ縁部内面にかえりがみられ頚部が屈曲する南伊勢

系土師器鍋の小片である。伊藤編年中形鍋B1第 3

段階に相当しよう。

SK  6 2出土遺物 5 5は口縁部が内彎する薄手

の土師器皿である。 56• 5 7は口縁端部が内折し

底部に至るまでに内側に屈曲する薄手の土師器皿で

ある。

SD63出土遺物 5 8は高い高台をもつ山茶椀

底部片。藤澤編年の第 4型式に属するものか。 59 

• 6 0は低い高台をもつ山茶椀底部片。藤澤編年の

第 5型式に属するものか。 61は陶器壺の口縁部片

か。鎌倉時代のものであろうか。これらは混入遺物

と考えられる。 62 _____, 6 8は口縁部が内彎する薄手

の土師器皿である。 69 _____, 7 4は丸みを帯びた底部

から口縁部が直線的にたちあがる薄手の浅い士師器

皿である。 75• 7 6は口縁端部が内折し底部に至

るまでに内側に屈曲する薄手の土師器皿である。 77は

又ミロ「口こ可。
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第48図 奥垣内 I 地区 SK45•81, S054出土遺物実測図 (1 : 4) 
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底部から口縁部が直線的にたちあがる薄手の浅い土

師器皿である。 78は丸みを帯びた底部から口縁部

にかけて直線的にたちあがる薄手の土師器小皿であ

る。 79 ,._,__, 8 7は底部から口縁部にかけて曲線的に

立ちあが薄手の土師器小皿である。 88• 8 9は底

部から口縁部が直線的にたちあがる薄手の浅い土師

器小皿である。 90 ,._,__, 9 3は口縁部が大きく外反し、

体部上半が張り出し外面にはハケメがみられる南伊

勢系士師器鍋である。これらは、伊藤編年小形鍋A

第 3,._,__, 4段階に相当しよう。 94 ,._,__, 9 6は外面には

ハケメがみられ、口縁部が屈曲し体部があまり張り

出さない南伊勢系士師器鍋である。これらは、伊藤

編年小形鍋A第 3,._,__, 4段階に相当しよう。 97はロ

縁部が屈曲し口縁内側にきつめのかえりが見られる

南伊勢系土師器鍋の口縁部片である。伊藤編年中形

鍋B1第 3段隋に相当しよう。 98,---..,112は口縁

部が大きく外反し体部上半が張り出す南伊弊系士師

器鍋である。これらは、伊藤編年小形鍋A第4段階

に相当しよう。 113,---..,135は口縁部が大きく外

反し体部上半が張り出し、また体部上半にはハケメ

がみられる南伊勢系士師器鍋。これらは伊藤編年中

形鍋B1第4段階に比定できよう。 136,---..,146

は口縁部が外傾し頚部付近で外側に若干膨れる器形

の南伊勢系土師器鍋。これらは伊藤編年鍋C第4段

階に属するものと考えられる。 147,---..,149は南

伊勢系土師器羽釜。伊藤編年羽釜形第 4,.___, 5段階に

~ ニ:c::721 ~ 三ーコーコー28 二—□~-- . --
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S K70: 34~36 
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S K79: 43~45 
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S K62: 55~57 
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属するものと考えられる。 15 0• 1 5 1は口縁部

が直立する南伊勢系土師器茶釜である。伊藤編年茶

釜形第 4段階に比定できよう。 15 2は陶器皿であ

る。 153"-'155は陶器甕。 156"-'158は陶

器捏鉢である。これらは室町時代のものか。

SD 4 9出土遺物 1 5 9は口縁部が若干内轡す

る土師器皿。 16 0は口縁部が外反する南伊勢系土

師器鍋。伊藤編年小形鍋A第4段階に比定できよう。

1 6 1は口縁部が外傾し頚部付近で外側に若千膨れ

る器形の南伊勢系土師器鍋か。伊藤編年鍋C第4段

階に属するものと考えられる。 16 2は口縁部が大

きく外反する南伊勢系土師器鍋である。伊藤編年中

形鍋B1第4段階に比定できよう。 16 3は山茶椀

の底部片である。藤澤編年第 6""'7段階に比定でき

よう。混入遺物と考えられる。

S050出土遺物 1 6 4は口縁部が内彎する土

師器皿。 16 5は扁平なつまみをもつ士師器蓋であ

る。 16 6は口縁部が外反し体部が球形状になる南

伊剪系土師器鍋。伊藤編年小形鍋A第 3段階に比定

できよう。 16 7は口縁部が大きく外反し体部上半

にはハケメがみられる南伊勢系土師器鍋である。伊

藤編年中形鍋B1第4段階に比定できよう。 16 8 

は陶器皿である。

SD58出土遺物 1 6 9は口縁部が外反する薄

手の土師器皿である。 17 0は南伊勢系土師器羽釜。

伊藤編年の羽釜形鍋第 3"-" 4段階に属するものか。

1 7 1は加工円盤。陶器の体部片を加工している。

1 7 2は須恵器平瓶。奈良時代のものか。

SD59出土遺物 1 7 3• 1 7 4は口縁部が若

干内彎する薄手の土師器皿。 175,...__,178は口縁

部が外傾し体部上半が若干張り出す南伊勢系土師器

鍋。伊藤編年小形鍋A第4段階に属するものと考え

られる。 17 9は外反する口縁部の口縁端部が上方

に延び、体部外面にはハケメが施される南伊勢系

土師器鍋。伊藤編年中形鍋B1第 4段階に比定で

きよう。

SD61出土遺物

る薄手の浅い土師器皿。 18 1• 1 8 2は口縁部が

内轡する薄手の土師器皿。 18 3は南伊勢系土師器

鍋の口縁部片。伊藤編年小形鍋A第 2,......,3段階に属

するものと考えられる。 18 4は山茶椀口縁部片。

藤澤編年第 6型式期のものと考えられる。

S067出土遺物

SK 5 7出土遺物

1 8 0は口縁部が若干内彎す

1 8 5は、薄手の浅い土師器

皿。 18 6は、口縁端部に面取りがみられる土師器

甕。斎宮 1期第 2,___, 4段階に比定できよう。 18 7 

"-'189は山茶椀底部片。藤澤編年第 5型式期のも

のと考えられる。これらは混入遺物と考えられる。

SD76出土遺物 1 9 0は口縁部が若干内彎す

る薄手の土師器皿。 19 1は口縁部が外傾し頚部付

近で外側に若干膨れる器形の南伊勢系士師器鍋。伊

藤編年鍋C第4段階に属するものと考えられる。

近世以降

1 9 2は口縁部が若干内彎す

る薄手の士師器皿である。 19 3• 1 9 4は山茶椀

底部片。藤澤編年第 5,.__., 6型式期のものと考えられ

る。 19 5は陶器捏鉢の口縁部片。近世のものか。

） 
ヘー

--~ ニニ三ク‘、:- : ;\'~-/ノ（パ)£,）へ／
(/(二 I~

,'. 156 ,pm, ヽ 、ロニ:し:-ノ'〗
＼
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SD 4 8出土遺物

手の土師器皿。

1 9 6は口縁部が内轡する薄

1 9 7は南伊勢系土師器羽釜。伊藤

編年羽釜形第 3,...__, 4段階に属するものと考えられる。

これらは混入遺物と考えられる。

SD90出土遺物 1 9 8は南伊勢系土師器焙烙。

1 9 9は陶器擢鉢。これらは江戸時代末期のものと

思われる。

S092出土遺物

2 0 1• 2 0 2は山茶椀底部片。藤澤編年第 4,..__, 5 

型式期のものと考えられる。これらは混入遺物と考

えられる。

2 0 0は弥生土器高杯脚部。

2 0 3は陶器甕底部片である。近世のも

のと思われる。
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柱穴出土遺物

2 0 4は土師器甕口縁部片。長胴甕か。斎宮 I期

第 2~4 段階に比定できよう。 u77Pit2 出土

遺物である。 20 5は小形の土師器甕口縁部片であ

る。斎宮 I期第 2"'"'4段階に比定できよう。 r7 6 

P i t 1出士遺物である。 20 6は士師器甕口縁部

小片。斎宮 I期第 2"'"'4段階に比定できよう。 r4 

4 P i t 1出土遺物である。 20 7は山茶椀の口縁

部片。藤澤編年第 5型式期のものと考えられる。 r

6 0 P i t 1出土遺物である。 20 8は山茶椀底部

片。藤澤編年第 5型式期のものと思われる。 s4 4 

P i t 1出土遺物である。 20 9は陶器椀である。

室町時代のものと考えられる。

包含層等出土遺物

2 1 0はロクロ士師器底部片。斎宮III期に比定で

きよう。 21 1は口縁部が内彎する士師器甕である。

斎宮III期第 2,..,__, 3段階に属するものか。 2 1 2 "'"' 

2 1 5は山茶椀である。高台もしっかりしており、

藤澤編年第 4--------5型式期に比定できよう。 21 6は

南伊勢系士師器鍋。伊藤編年小形鍋A第4段階に属す

~23又~4~

‘、 I 

~d 、ヽニ;;
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ロニ二
----=三:_ -

-- 228 

) -丁ー一亨
-、‘、 221

‘、 ： 
み

ーニ三--— 
ーロ~~ニ

- 222 

るものと考えられる。 21 7• 2 1 8は南伊勢系土

師器羽釜。伊藤編年羽釜形第 3段階に属するものと

考えられる。 21 9・2 2 0は加工円盤。陶器甕体

部を加工したものである。

3 奥垣内III地区

鎌倉時代

SD 9 7出土遺物 2 2 1は口縁部が内彎する士

師器甕である。斎宮III期のものであろうか。 22 2 

は山茶椀底部片。藤澤編年第 5型式期のものと考え

られる。

室町時代

SK 9 3出土遺物 2 2 3は薄手の浅い土師器小

皿である。

SD95出土遺物 2 2 4は口縁部が若干内彎す

る薄手の土師器皿である。室町時代のものと考えら

れる。 22 5は山皿である。藤澤編年第 5型式期の

ものと考えられる。 22 6• 2 2 7は山茶椀底部片

である。 22 8• 2 2 9は底部外面に「＃」の墨書

231 

20cm 

第57図 奥垣内 III地区 SK93•SD95•97, 包含層出土遺物実測図

(1 : 4、S097:221・222, SK93: 223, S095: 224~230, 包含層： 2 3 1) 
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がみられる山茶椀である。 「＃」は魔除けなどに使

用される九字（ドーマ‘ノ）を簡略にしたものであろう
④ 

か。これらは藤澤編年第 5型式期のものと考えられ

る。 23 0は捏鉢。室町時代のものといえよう。

包含層等出土遺物

2 3 1は丸瓦。古代のものか。

4 奥垣内N地区

室町時代

SD  1 2 4出土遺物 室町期の士師器などが多く

みられたが小片であるため図化していない。 23 2 

は山茶椀の底部片。藤澤編年第 4,--...., 5型式期のもの

と考えられる。混入遺物である。

近世以降

S D 1 1 8出土遺物 近世以降の陶磁器類などが

みられたが小片であるため図化していない。 23 3 

は口縁部が内彎する薄手の土師器皿である。室町時

代に属するものであろう。混入遺物である。

SD  1 2 8出土遺物 近世以降の陶磁器類などが

みられたが小片であるため図化していない。 23 4 

は薄手の浅い土師器皿である。室町時代のものと思

われる。 23 5は山茶椀口縁部片。 23 6は高台が

しっかりしている山茶椀底部片。 これらは藤澤編

年第 4,--...., 5型式期のものと考えられる。混入遺物

である。

柱穴出土遺物

2 3 7は山茶椀口縁部片。藤澤編年第 5型式期の

ものか。

5 道場 I地区

平安時代

SX38出土遺物 2 3 8は須恵器壺。平安期の

もと考えられる。

室町時代

一一丁― :;233 --~~、2

S D124: 232 

S840出土遺物 239~243 は口縁部が内

彎する薄手の土師器皿。 244~247 は口縁部が

内彎する薄手の浅い士師器皿。 248•249 は南

伊勢系土師器鍋の口縁部片である。伊藤編年中形鍋

B 1第 4段階に属するものであろうか。 25 0は山

茶椀口縁部片である。藤澤編年第 5~6 型式期のも

のと考えられる。混入遺物と考えられる。

S841出土遺物 2 5 1は口縁部が内讐する薄

手の土師器皿である。 25 2は南伊勢系土師器鍋の

ロ縁部片である。伊藤編年中形鍋B1第4段階に属

するものであろうか。

SK  2 0出土遺物 室町期の士師器片などを確認

したが小片であるため図化していない。 25 3は山

茶椀の外反する口縁部片である。 254~256 は

山茶椀底部片。藤澤編年第 5型式期のものと考えら

れる。これらは混入遺物である。

SK  2 4出土遺物 2 5 7は口縁部が内彎する薄

手の土師器皿である。

S K 2 1出土遺物 2 5 8• 2 5 9は口縁部が内

彎する薄手の士師器皿である。 26 0は南伊勢系の

土師器鍋である。伊藤編年中形鍋B1第4段階に属

するものと考えられる。

SK  3 7出土遺物 2 6 1は山茶椀底部片。藤澤

編年第 5型式期のものか。混入遺物である。 26 2 

は南伊勢系土師器鍋。伊藤編年小形鍋A第4段階に

属するものと考えられる。

SK28出土遺物 2 6 3は口縁部が内彎する薄

手の土師器皿。 26 4は口縁部が若干内彎する薄手

の浅い士師器皿。 26 5は南伊勢系土師器鍋。伊藤

編年中形鍋B1第 4段階に属するものか。 26 6は

山茶椀口縁部片。藤澤編年第 5~6 型式期のものと

考えられる。混入遺物と考えられる。

SE  1 5出土遺物 2 6 7は口縁部が内彎する薄

手の土師器皿である。室町時代に属するものであろ

う。 26 8は山茶椀底部片。藤澤編年第 5型式期の

ものか。 26 9は口縁部が直線的に外傾する山茶椀

又云基=os~2J4

口 こ-,,
236 

亡三 ~ ‘‘、、 237 S D 128 : 234~236 

S D118: 233 

柱穴： 237 
20cm 

第58図 奥垣内N地区 S0118•124•128, 柱穴出土遺物実測図 (1 : 4) 
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である。藤澤編年第 5'"'-'6型式期のものと考えられ

る。これらは混入遺物と考えられる。 27 0は木製

蓋。ツマミを挿入していたであろう柄が柄中央に残

存する。 27 1は木製曲物。内面には縦方向のケビ

キが入り、樺皮で側板を留め、上下 2段の樺皮で留

めた推がみられる。

S E 1 6出土遺物 2 7 2は口縁部が若干内彎す

る薄手の浅い士師器皿。室町時代に属するものであ

ろう。 27 3は山茶椀底部片である。藤澤編年第 5

型式期のものか。混入遺物であろう。 27 4は陶器

甕の底部片である。室町時代に属するものであろう。

2 7 5は木製曲物。内面には縦方向のケビキが入

り、樺皮で側板を留め、上下 2段の樺皮で留めた推

がみられる。

SE 1 7出土遺物 2 7 6• 2 7 7は口縁部が若

干内彎する薄手の浅い土師器皿。 27 8'"'-'2 8 1は

ロ縁部が内彎する薄手の土師器皿。 28 2は陶器甕

の口縁部片。 28 3は陶器鉢の底部である。これら

は室町時代に属するものと考えられる。 28 4は木

製曲物。内面には縦方向のケビキが入り、樺皮で側

板を留め、 1段の推が残存している。推の下部には

推と側板を繋ぐ樺皮 19ヶ所の孔がみられた。そこ

に樺皮を通して繋げていたのだろう。

SD26出土遺物 2 8 5は山皿。藤澤編年第 4

'"'-'5型式期のものか。 28 6は山茶椀底部片。底部

外面に「大」の墨書か。藤澤編年第 5型式期のもの

と考えられる。 28 7は口縁端部が上方に延びる南

伊勢系土師器鍋である。伊藤編年中形鍋B1第4段

階に属するものであろう。

SD 1 8出土遺物 2 8 8は山皿である。 28 9 

'"'-'2 9 1は口縁部が若干外反する山茶椀口縁部片で

ある。 29 2は口縁部が若干外反する山茶椀。口縁

部には輪花が施されている。 29 3は口縁部が若干

外反する山茶椀である。 294'"'-'297は高台のし

っかりした山茶椀底部片である。 29 6• 2 9 7は

ご39~40 V丁言41

叉三「-:,J245

ニロニエーニ―□ぶ。
文ユニ叫ージク246

三デー—ーシ迄

底部に墨書がみられる。これらは藤澤編年第 4,....___, 5 

型式期のものと考えられる。 29 8は高台のないロ

クロ土師器椀である。 29 9は口縁部が内彎する士

師器甕である。これらは斎宮III期第 2,....___, 3段階のも

のと考えられる。混入遺物と考えられる。

近世以降

SD 1 0出土遺物 3 0 0は青磁合子か。 30 1 

は陶器皿。 30 2は陶器片口鉢。 30 3は陶器鉢底

部片。 30 4は陶器擢鉢底部片。 30 5は陶器甕口

縁部片。 30 6は土錘である。これらは近世以降の

遺物であろう。

$D36出土遺物 3 0 7は山茶椀底部片。内面

に1ヶ所ではあるが朱の付着がみられる。藤澤編年

第 5,...._, 6型式期のものと考えられる。これらは混入

遺物であろうか。 3 0 8は陶器壺の口縁部片であ

る。近世以降のものであろう。

柱穴出土遺物

3 0 9は口縁部が内彎する薄手の士師器皿。 p1 

4 P i t 1出土遺物である。 31 0は口縁部が内彎

する薄手の土師器皿。 o20Pitl出土遺物であ

る。 31 1は口縁部が内彎する薄手の士師器皿。 O

16Pitl出土遺物である。 31 2は口縁部が内

彎する薄手の土師器皿。 o8Pit2出土遺物であ

る。 31 3は口縁部が内彎する薄手の土師器皿。 o

9 P i t 1出土遺物である。 31 4は口縁部が若干

内彎する薄手の浅い土師器皿である。 p14Pit

1出土遺物である。 31 5は口縁部が若干内彎する

薄手の浅い土師器小皿である。 p8Pit4出土遺

物である。 31 6は口縁部が若干内彎する薄手の浅

い士師器皿である。 p8Pit4出士遺物である。

3 1 7は南伊勢系土師器鍋の口縁部片である。 p8 

P i t 4出士遺物である。伊藤編年小形鍋A第 3段

階に属するものであろう。 31 8は南伊勢系士師器

鍋の口縁部片である。伊藤編年中形鍋B1第4段階

に属するものであろう。 p29Pit4出士遺物で
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に二汀―—::443~244
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第59図道場I地区SB 4 0・4 1出土遺物実測図 (1: 4、S840:239~250, S841:251・252) 
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ある。 31 9は南伊勢系土師器鍋の口縁部片である。

伊藤編年中形鍋B1第4段階に属するものであろう。

p29Pitl出士遺物である。 32 0は南伊酪系

土師器羽釜の口縁部片である。伊藤編年羽釜形第 3

段階に属するものであろう。 p28Pit2出土遺

物である。 32 1は南伊勢系土師器羽釜の口縁部片

である。伊藤編年羽釜形第 3段階に属するものと考

えられる。 p28Pit2出土遺物である。 32 2 

は南伊勢系士師器羽釜である。伊藤編年羽釜形第 3

段階に属するものであろう。 p28Pit2出土遺

物である。これらは室町時代に属するものと考えら

れる。

包含層等出土遺物

3 2 3は土師器甕の口縁部片である。奈良時代の

ものと思われる。 32 4• 3 2 5は口縁部が内彎す

る士師器甕口縁部片である。斎宮III期第 2,___, 3段階

のものと考えられる。 32 6は山皿。藤澤編年第 4

,..__, 5型式に相当するものと考えられる。 32 7は山

茶椀口縁部片。藤澤編年第 5型式に相当するものと

考えられる。 32 8は山茶椀口縁部片。藤澤編年第

5型式に相当するものと考えられる。 32 9は山茶

椀口縁部片。藤澤編年第 5,___, 6型式に相当するもの

と考えられる。 33 0は山茶椀底部片。藤澤編年第

5 ,___, 6型式に相当するものと考えられる。 33 1は

ロ縁部が若干内彎する薄手の浅い士師器皿である。

3 3 2は口縁部が内彎する薄手の土師器皿。 33 3 

,..__,335は南伊勢系土師器鍋の口縁部片である。伊

藤編年中形鍋B1第4段階に属するものであろう。

3 3 6は南伊勢系士師器羽釜の口縁部片である。伊

藤編年羽釜形第 4段階のものであろうか。 33 7は

白磁椀か。室町時代のもと考えられる。

6 道場II地区

SK 1 3 5出土遺物 3 3 8は浅い粗製の土師器

皿。斎宮III期第 2,..,__, 3段階のものと考えられる。混

入遺物であろう。 33 9は藤澤編年第 5型式に相当

するものと考えられる。

包含層出土遺物

3 4 0は口縁部が大きく外反する土師器甕である。

斎宮 I期第 2,..,__, 4段階のものと考えられる。

7 塩角 I地区

室町時代

SK 1 0 0出土遺物 3 4 1は山茶椀底部。藤澤

編年第 5,...__, 6型式に相当するものと考えられる。混

入遺物と思われる。 34 2は南伊勢系土師器鍋のロ

縁部片である。伊藤編年中形鍋B1第4段階に属す

るものであろう。

SK 1 0 3出土遺物 3 4 3は口縁部が内彎する

薄手の土師器皿である。 室町時代のものと考えら

れる。

SD 1 0 4出土遺物 3 4 4は口縁部が内彎する

薄手の土師器皿である。これらは室町時代のものと

考えられる。 34 5は山茶椀底部である。藤澤編年

第5,...__, 6型式に相当するものと考えられる。混入遺

物と思われる。 34 6は陶器鉢の口縁部片であろう

か。室町時代のものか。

SD 1 0 5出土遺物 3 4 7は口縁部が内彎する

、＼＇、＇二三？ ~ 343 、、（ :~344 、-~三；

~-丁 ·:;c =350  ロ 』47 =nこ
~;,、~4;:悶？；；［・:i2

□ ~~~~ 
S K103: 343 S K104: 344~346 S D105: 347 

柱穴出土遺物： 351~355 塩角IIS D109 : 356 

r -o-
:： 355 ― 356 

第63図 塩角 I地区SK100・103, S099•104•105, 柱穴、塩角II地区SD1 0 9出土遺物実測図 (1: 4) 
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薄手の土師器皿である。室町時代のものと考えられる。

近世以降

S099出土遺物 近世の陶器類などが出土して

いるが小片のため図化していない。 34 8は直線的

に口縁がたちあがる山茶椀口縁部片である。藤澤編

年第 5型式に相当するものか。 34 9は山茶椀底部

である。藤澤編年第 4,____, 5型式に相当するものと考

えられる。 35 0は薄手の浅い土師器皿である。こ

れらは混入遺物と思われる。

柱穴出土遺物

3 5 1は山茶椀底部である。藤澤編年第 5型式に

相当するものと考えられる。 cq5Pit3出士遺

物である。 35 2は口縁部が内彎する薄手の士師器

皿。 cq3Pit3出土遺物である。 35 3は薄手

の浅い土師器皿である。 cr3Pit3出士遺物で

ある。 35 4は薄手の浅い土師器皿である。 C Q 4 

P i t 4出土遺物である。これらは概ね室町時代に

属するものと考えられる。 35 5は南伊勢系士師器

羽釜である。伊藤編年羽釜形第 3段階に属するもの

であろう。

8 塩角 II地区

SD 1 0 9出土遺物 3 5 6は加工円盤である。

陶器椀底部を利用している。近世のものか。

9 東久保東浦 I地区

奈良時代

SH7出土遺物 3 5 7は須恵器高杯の脚部であ

る。奈良時代のものと思われる。

鎌倉時代

S08出土遺物 鎌倉時代の土師器・陶器などが

若干出土しているものの小片のため図化はしていな

い。 35 8は弥生土器高杯脚部。透孔が残存してい

る。 35 9• 3 6 0は土師器皿。粗製皿か。 36 1 

は土師器高杯である。これらは平安時代のものであ

ろうか。これらは混入遺物である。

室町時代

S09出土遺物 室町時代の十師器・陶器などが

若干出土しているものの小片のため図化はしていな

い。 36 2は山茶椀底部である。藤澤編年第 5型式

に相当するものか。混入遺物と思われる。

包含層出土遺物

3 6 3は弥生士器高杯脚部。弥生時代後期のもの

か。 36 4は口縁部ヨコナデの土師器皿である。斎

宮III期に属するのものであろうか。

1 0 試掘調査等出土遺物

3 6 5は弥生士器高杯脚部片である。弥生時代後

期のものか。 36 6は弥生土器甕の口縁部片である。

弥生時代後期のものと考えられる。 36 7• 3 6 8 

は土師器杯。田舎風椀と呼称されているものである。

3 6 9は口縁部が若干内折する士師器杯。 37 0は

土師器甕である。 37 1は土師器甑である。これら

は斎宮 1期第 1,...___, 3段階に比定できよう。 37 2は

須恵器杯身である。 37 3は須恵器台付杯。 37 4 

は口縁部が欠けている須恵器壷であろうか。これら

は奈良時代に属するものであろう。 37 5は面戸瓦

である。表面はナデられているが一部縄文が、裏面

は布目がみられる。

： 

爪357 __)  i~,.~ 
、、か3~

口: ---- 359 

~ : --、 360

叉こここ------~、
SH 7 : 357 

)>\~ロニ‘
゜

S D 8 : 358~361 

20cm 

SD 9 : 362 包含層出土遺物： 363• 364 

第64図 東久保東浦 I 地区 SH7·SD8•9, 包含層出土遺物実測図 (1 : 4) 
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第65回 試掘調査等出土遺物実測図① (1 : 4) 
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奈良時代に属するものであろう。 3 7 6は黒色土器

杯である。士器内面が一部黒化している。

ロ縁部ヨコナデの士師器皿である。

土師器皿の底部片。

のと考えられる。

3 7 7は

3 7 8はロクロ

これらは斎宮III期に相当するも

379------384は口縁部が内彎す

る士師器甕である。

う。

これらは斎宮III期に比定できよ

385,...__,387は山皿である。

面には「水」の墨書がみられる。

年第 5型式に相当するものと考えられる。

口 □ 口――0~405 --ロ

3 8 7の底部外

これらは藤澤編

4 0 4は山茶椀。

333,...___,392は藤澤編年第 5型式に相当し、

3 9 3• 3 9 4は藤澤編年第 6型式に相当するもの

と考えられる。

388----.,394は口縁部片で、

395,...,__,404は底部片である。
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文 11
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藤澤編年第 5,...__, 6型式に相当するものと考えられる。

405,...__,407は口縁部が内彎する薄手の土師器皿

である。 408,...__,416は薄手の浅い土師器皿である。

これらは、室町時代に属するものと考えられる。

4 1 7は、南伊勢系土師器鍋である。伊藤編年中形
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第66図 試掘調査等出土遺物実測図② (1 : 4) 
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鍋B1第 4段階に属するものであろうか。 41 8• 

4 1 9は南伊勢系土師器羽釜である。伊藤編年羽釜

形第 4段階に属するものであろう。 42 0は青磁椀

の底部であろう。室町時代のもと思われる。 42 1は

底部外面にトチ‘ノが付着した陶器皿である。 42 2 

は底部に 3ヶ所の脚がみられる陶器鉢である。

4 2 3は常滑産陶製士管である。 42 4は瓦質の火

舎である。これらは概ね近世に属するものであろう。

425•426 は土錘である。 （小演学）

く遺物観察表凡例〉

報告番号：文章と図版内の番号に対応する。

実測番号：遺物実測図の番号に対応する。

［註］

①藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」 （『研究紀要』第 3号

三重県埋蔵文化財センター、 1994年）

②伊藤裕偉「伊勢の中世煮沸用土器から東海をみる」 （『鍋と甕そ

のデザイソ』第4回東海考古学フォーラム、 1996年）

③泉雄二「斎宮跡の土器様相」 （『記念ヽンソポジウム「斎宮の土器

• みやこの土器」資料』斎宮歴史博物館、 2000年）

④小演学『一般国道42号松阪・多気バイパス建設地内埋蔵文化財発

掘調査報告暉 堀町遺跡』 （三重県埋蔵文化財センター、 2000年）

種類：弥生土器、土師器、須恵器などを記入している。山茶椀・山皿については「陶器」とし、 「備考」欄に「山茶

椀」 「山皿」と記入した。

器種等：椀、皿、鍋、鉢、甕などといった器種を記入している。

地区：川島遺跡群内の調査区名を記入している。

出土位置：出土した遺構、層位等を記入している。

法量：基本的には、口径、底径、器高の数値をcmで記入している。それ以外のものについてはそれぞれの欄にどこ

の部位の数値かを明記している。

調整技法の特徴：外面と内面の調整技法を順に記入している。

胎土：密、やや密、粗、やや粗の内から記入している。

焼成：良、並、不良の内から記入している。

色調：外面と内面の色調をそれぞれ記入している。 1色のみの表記の場合は内外面とも同一色ということになる。色

調の基準には『新版標準土色帖』 （小山・竹原編 1999) を使用した。

残存： O分の〇という表記で、残存部位によっては口縁部1/3というように記入している。

備考：前述以外の情報を記入している。遺物の産地・系統のほか特筆すべき事項を記入した。
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報告
実讚番号 種類 器負等 地区 出土位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎士 焼成 色調 残存 備考

奮号 ロ径底径器高

1 013-02 陶器 椀 奥垣内 I SD4 不明 Tり 外：貼ロ付ククナロナナデデ・籾・殻糸痕切後、ナ デ ・ 高 台
やや粗 並 灰白5Y8/l 底部1/2 山 茶 椀 、 澤 美 産

内：ロ ロデ

2 013~05 陶器 小皿 奥垣内 I SD4 8 5 4 7 2 5 外内：： ロロククロロナナデデ ・糸切痕、 やや密 良 灰白5Y8/l・灰白5Y7/l 底ロ縁部部完3存/4、 山皿

3 013-03 土師器 鍋 奥垣内 I S04 21.6 外内ロ縁：：部オナサデ、エ・スス付着、
密 並 外内にぷ：：浅にい黄黄ぷ橙橙い黄10lOYRYR橙 10B7YR//33• 7/3、 ロ 縁 部1/6 南伊勢系

ョコナデ

4 014-02 陶器 甕 奥垣内 I SDl 15 0 外内ロ縁：：部ロロ ククヨ ロロコ ナナナデデデ ・・ 施施釉釉、、 密 良 釉断面：に：灰ぷい白赤5Y褐7/SlYRS/4、 ロ縁部1/6

5 014-01 陶器 皿 奥垣内 I SDI 10 7 T唸 2 5 外内：：ロロククロロナナデデ・高・施台釉貼付ナデ・施釉、 密 良 灰白2.SYS/2 底ロ縁部部1/21/2、 輪ドチ痕あり

包含層 高8台.0 外： ロ台ククロ付ナナデナデ・糸砂切然後痕釉 ナデ・6 013-01 陶器 椀 奥垣内 I 不明 高貼 デ・ 、 粗 並 灰白5Y8/l 底部3/5 山茶椀、渥美産
内：ロロ ・自

7 015-01 陶器 甕 奥垣内 I 包含層 不明 13 4 外内 ：： ナナデデ、 粗 並 断外内に面ぶ：：橙いに：2赤灰ぷ.5褐揚いYR2赤5YR.65褐YR/625/.•2 55YR/4 、5/3、 底部1/6 常滑産

8 052-08 土師器 皿 奥垣内 II SK81 I 9.5 外内ロ縁：：部オナサデ工、
ョヽ コナデ

やや粗 並 灰淡黄白210.YRSY88//32 • 1/4 

9 053-01 士師器 皿 奥垣内 II SK81 II 9.4 1 45 外内ロ縁：・部オナサデ、エ ・ナデ、 やや粗 並 浅（黄一橙部橙10YR5YR87/3/6) 1/2 
ョコナデ

10 052-07 士師器 皿 奥垣内II SK81 I 9 6 外内ロ縁：：部オナサデ工、

ョヽ コナデ
やや粗 並 淡黄25Y8/3 1/6 

11 053-03 土師器 皿 奥垣内 II SK81 Ill 9 4 1.9 外内ロ縁：：部オナサデ、エ ナデ、 やや粗 並 浅黄橙lOYRB/4 1 /8 
ョコナデ

12 052-06 土師器 皿 奥垣内 II SK81 I 11.2 2 0 外内ロ縁：・部オナデサ、エ・ ナデ、 やや粗 並 黄外内灰：：灰2褐.5灰黄¥225.. /551¥¥、75//21 • 1/6 
ョコナデ

13 053~02 士師器 皿 奥垣内II SK81 III 10 7 1 65 外内ロ縁：：部ナナデデヨ、、コナデ やや密 並 淡に賀ぶ2い 5橙Y78./53YR•7/4 ロ 縁 部1/7

14 020-02 士師器 椀 奥垣内 II SK81 N 15. 7 4 0 
外内ロ縁：・ ナデデ、・オサ工、

部ナ ヨ コナデ
やや粗 並 外内 ：： 淡浅橙黄5橙YR108YR/48、/3 1/2 

15 053~04 土師器 皿 奥垣内 II SK81 N 10.4 6.0 l 6 外内：： ロロククロロナナデデ ・糸切痕、 粗 並 浅7.黄5YR橙 8lO/YR4B/4• 体ロ縁部完部小存片、 ロクロ土師器

16 052-09 土師器 椀 奥垣内 II SK81 I 不明 6 4 外内：；糸ロ切ク痕ロナ・高デ台貼付ナデ、 やや粗 並 灰白2SYB/2 底部1/4 ロクロ土師器

17 021-04 土師器 椀 奥垣内 II SK81 II 不明 勺唸 外内：：糸ロ切ク痕ロナ・高デ台貼付ナデ、 やや密 良 灰白10YR8/2 底部1/6 底ロ部ク外ロ士面師に器墨、書 「参」

弓ぢ
外： ロ台ククロ付ナナデナデ ・糸切痕． 灰浅黄白橙10YR10YR8/82/•3 底ロ部ク外ロ土面師に器墨書、 「泉」18 021-03 土師器 椀 奥垣内 II SK81 N 不明 高貼デ、 やや粗 良 底部2/3
内：ロロ

外内 ： ハケケ55コ本本ナ/／ 1 C m、
19 053-05 土師器 甕 奥垣内 II SK81 I 22 1 : J、 lプー e→ m ・ナナ-T 、 やや粗 並 にぶい黄橙10YR7/3 ロ縁部1/8

ロ縁部ヨ

20 052-05 陶器 椀 奥垣内 II SK81 I 16 6 外内 ：： ロロククロロナナデデ・・ 自自然然釉釉、 やや密 良 灰白5Y7/l ロ縁部1/10 山 茶 椀 、 潟 美 産

21 052-02 陶器 椀 奥垣内 II SK81 II 14.8 外内 ：： ロロ クク ロロ ナナデデ、 やや密 良 灰白75Y7/l ロ 縁 部1/6 山茶椀

22 052-04 陶器 椀 奥垣内 II SK81 I 不明 弓] 外内 ：： 高ロロ台クク貼ロロ付ナナデデナデ・糸・籾切殻痕痕・、 やや密 良 灰白5Y7/l 底部1/3 山茶椀、渥美産

23 052-03 陶器 椀 奥垣内II SKBl I 不明 弓含
外：ロ台ククロ付ナナデ・糸切痕．

内：高ロ 貼ロ ナデデ・使、用痕顕著
やや密 良 灰白N7/ 底部完存 山茶碗

24 052-01 陶器 椀 奥垣内 II SKBl II 不明 弓含 外 ： 使高ロロ用台クク痕貼ロロ顕付ナナ著デナデデ・糸切痕 ． 
内： ．、自然釉． やや密 良 灰白5Y7/1 底部完存 山茶椀

25 043~01 陶器 椀 奥垣内 II SK45 不明 弓勺 外： ロ台ククロ付ナナデ・糸籾然切痕殻釉痕・ 
内：高ロ 貼ロ デナデ・自・ 、

やや密 良 灰白SYS/1-7/1 底部2/3 山 茶 椀 、 尾 張 産

高8台.6 外 ： ロ台ククロ付ナナデナデ・ 糸籾切然痕殻釉痕． 26 047-04 陶器 椀 喫垣内II SD54 不明 高貼 デ・ 、 粗 並 灰白25Y8/l 底部5/8 山茶椀
内：ロ ロ ・自

27 051~02 土師器 小皿 奥垣内 II SK64 6 5 1.3 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 浅賃橙lOYRB/3 ロ縁部1/6 南伊勢系

28 051~01 士師器 皿 奥垣内 II SK60 8 2 1 3 外内ロ縁：・部オナサデ、エ ・ナデ、 密 並 にぷい橙75YR7/3 ロ縁部1/3 南伊勢系
ョコナデ

29 050-04 陶器 椀 奥垣内II SK60 不明 勺悶 外内 ：： 高ロロ台クク貼ロロ付ナナデナデデ・・灰糸・灰切か痕ぶかぶり． り、 やや密 良 椀断高部台面部：：灰灰：5表白Y5面6Y/81：/灰1、5Y5/1、 底部1/4 山茶碗、渥美産？

30 049-01 陶器 鉢 奥垣内 II SK60 30 2 
外内ロ縁：：部ケナデズ、，J ・ナデ・オサエ、

粗 良 断にぷ：浅い赤貧嶋橙57YR.5YR5/38/、6 ロ縁部1/7 常滑産
ョコナデ

31 049-02 陶器 鉢 奥垣内 II SK60 不明 14 2 外内：：ケナデズリ・ナデ・オサ工、 粗 良 にぶい赤嶋25YR5/4 底部1/4 常滑産

陶器 椀 奥垣内 II SK65 梵
外 ： 漬高ロロ顕台クク貼ロ付ナナ デ デ・糸切痕 ． 

32 043~02 不明 使内： ロ ナデ・、自然釉． 密 良 灰白5Y8/l 底部1/6 山 茶 椀 、 尾 張 産

用著

33 045-01 土師器 鍋 奥垣内 II SK65 33 9 
外内ロ縁：・ ハケデ、5-6本 /lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 苅 灰にぷ黄揖い黄lO橙YR10SYR/2-7/43/2 -6/3• ロ縁部1/8 南伊勢系

34 051-06 土師器 皿 奥垣内 II SK70 8 6 I 7 外内ロ縁：：部ナナデデ、
ョヽ コナデ

やや密 並 に ぷ い 黄 橙IOYR7/4 ロ縁部1/5 南伊勢系

35 051 -05 土師器 皿 奥垣内 II SK70 12 6 1. 7 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 浅黄澄lOYRB/3 ロ 縁 部1/10 南伊勢系

36 049~03 陶器 甕 奥垣内 II SK70 29 6 外内：： 回回転転ナナデデ、・オ サ エ やや粗 良 断にぶ：灰いS赤Y嶋S/51YR4/3、 ロ 縁 部1/8 常滑産

37 043-07 土師器 小皿 奥垣内 II SK71 7 .1 0.8 外内：：オナサデ エ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 ロ縁部1/8 南伊勢系

38 043~06 土師器 皿 奥垣内 II SK71 9.9 1.4 外内：：オナサデ エ ナナ、 やや密 並 灰白10YR8/2 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

39 04g~04 士師器 皿 奥垣内 II SK73 8 8 外内ロ縁：： ナデデ、

部ナヨ、コナデ
密 並 灰白2SYB/2 ロ縁部1/8 南伊勢系

40 051-04 土師器 皿 奥垣内 II SK73 9 5 外内：：ナオデサエ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 ロ縁部1/7 南伊勢系

41 067-06 土師器 皿 奥垣内 II SK73 11 8 2.7 外内：： オナサデエ・エ・具ナデあた・エり痕具あたり痕、 やや密 並 灰白lOYRB/2 1/6 南伊勢系

42 047-05 陶器 椀 奥垣内II SK73 不明 弓悶 外： ロ台ククロ付ナナナナデ ・糸切痕・
高貼デ、

内：ロロ
やや密 並 灰白5Y7/l 底部1/4 山 茶 椀 、 渥 美 産

43 043-09 土師器 皿 奥垣内 II SK79 12 4 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 灰白!OYRB/2 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

“ 043-08 土師器 皿 奥垣内 II SK79 10 3 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや粗 並 灰白!OYRB/2 ロ縁部1/8 南伊勢系

45 043-03 陶器 椀 奥垣内 II SK79 不明 佗 外内：：糸ロ切ク痕ロナ・高デ台貼付ナデ、 やや粗 良 灰白10Y7/1 底部1/2 山茶椀、渥美産

46 050-01 士師器 鍋 奥垣内II SK72 27 8 外内：： ヨョココナナデデ ・スス付着、 やや粗 並 浅黄橙10YR8/3 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

47 050-02 土師器 鍋 奥垣内 II SK72 18 0 

外： 9 ケヽ13本 /l.ス6c付m着• 

内ロ縁：部＊ナサデヨ エコ・ ナオ・ デサス工、 、
粗 並 にふ貰橙10YR7/3 ロ縁部1/8 南伊勢系

48 044-02 士師器 皿 奥垣内 II SK98 9.6 外内：：オナサデ エ・ナデ、 密 並 浅に黄ぷ橙い黄10YR橙78.S/YR4•7/4 ロ 縁 部1/8 南伊勢系
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報告
哭損番号 種 類 器種等 地区 出土位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎士 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

49 044--03 土師器 小皿 奥垣内 II SK98 6.5 1.2 外内 ：オサ工、
：ナデ 密 並 浅黄橙7SYRS/3 1/3 南伊勢系

外門-：ナデ・ケズリ、
浅に黄ぷ橙い黄lOYR橙 1S0/YR4-78/3/3• 体ロ縁部部1/51/10、50 045-02 土師器 鍋 奥垣内II SK98 21.9 部ナデ・ケズリ、 やや密 並 南伊勢系

ヨコナデ

51 043-05 陶器 椀 奥垣内II SK98 17 8 外内 ：ロクロナデ、
：ロクロナデ やや密 良 灰白75Y7 /1 ロ 縁 部1/12 山茶碗、渥美産

高4台4 外： ロ台ククロ付ナナデ・糸籾切然痕穀釉痕． 52 043-04 陶器 椀 奥垣内 JI SK98 不明 高貼ナデ・ 、 やや密 良 灰白NB/ 底部ほぽ完形 山 茶 椀 、 尾 張 産
内：ロロデ・自

53 044-01 土師器 小皿 奥垣内 II SK85 6 5 1.1 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 灰白25Y8/2 1/4 南伊勢系

54 045-04 士師器 鍋 奥垣内 II SK85 不明
外内 ：ヨコナデ・スス付着、

：ョコナデ やや粗 並 灰に黄ぶ揖い黄10YR橙 106YR/27/2• ロ縁部小片 南伊勢系

55 064-02 土師器 小皿 奥垣内 II SK62 7 9 1 8 外内 ：： オナサデ工、 やや密 並 浅黄橙75YR8/4 1 /4 南伊勢系

56 067-05 土師器 皿 奥垣内 II SK62 11.0 1 9 外内ロ縁：：オサデ、エ・ナデ、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 浅賀橙7SYRB/4 ほぽ完形 南伊勢系

57 064~01 土師器 皿 奥垣内 II SK62 11.2 2 0 
外門三：オサエ・ナデ、

部ナデヨ、コ ナ デ
やや密 良 外内 ：： 浅浅黄黄橙橙710.YR5YR88/3/3、 1/3 南伊勢系

58 034-05 士師器 椀 奥垣内 II S063 不明 7.0 外内：：糸ロ切ク痕ロナ・高デ台貼付ナデ、 やや粗 並 灰白2SYB/1 底部1/5 ロクロ土師器

59 037-05 陶器 椀 奥垣内 II SD63 不明 高8台4 
外：ロク貼ロロ付ナナ ナ・糸切痕．

内：高ロ台ク ナデデ、 やや粗 良 灰白25Y7/l 底部1/3 山 茶 椀 、 渥 美 産

60 037-06 陶器 椀 奥垣内 II SD63 不明 Tぢ 外： ロ台クク貼ロロ付ナナデ・糸切籾殻痕虞． 
内：高ロ デナデ・ 、 やや密 良 灰白5Y7/1 底部1/3 尾山茶張椀（知、多）産

61 031 -06 須恵器 壺？ 奥垣内 II SD63 9.8 外内 ：： ロロ クク ロロナナナデ、 やや粗 良 灰白75Y7 /1 ロ縁部1/7

62 044-04 土師器 皿 奥垣内 II 5D63 10.8 2 15 外内：：オナサデエ・ナナ、 やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 1/6 南伊勢系

63 031-04 土師器 皿 奥垣内 II S063 10.8 1.9 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや粗 並 浅黄橙lOYRB/3 ロ縁部1/8 南伊勢系

64 041-08 士師器 皿 奥垣内 II S063 10.6 2 0 外内ロ縁：：部ナナプデヽ
ョヽ コナデ

やや粗 並 灰白25Y8/2 ロ縁部1/6 南伊勢系

65 031-03 士師器 皿 奥垣内II S063 9.0 1.8 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ やや密 並 浅黄橙10YR8/3 ロ縁部1/4 南伊勢系

66 039-06 士師器 小皿 奥垣内II 5D63 7 0 1 6 外内 ：： オナサデ工、 やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 1/4 南伊勢系

67 019~02 土師器 皿 奥垣内II 5D63 8 2 1 5 
外内ロ縁：： オデサ、エ・圧痕、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 灰白lOYRB/2 完存 南伊勢系

68 033-06 士師器 小皿 奥垣内 II $D63 7.7 1 5 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや粗 並 灰白10YR8/2 1/4 南伊勢系

69 031-05 土師器 皿 奥垣内 II 5D63 11.0 I 8 外内 ：： オオササエエ ・・ ナナデデ、 やや密 並 にぷい橙75YR7/4 ロ縁部1/5 南伊勢系

70 028-06 土師器 皿 奥垣内 II S063 11.0 
外門-：オサ工、

部ナデヨ、コ ナ デ
やや密 並 浅黄橙10YR8/3 1/4 南伊勢系

71 039-03 土師器 皿 奥垣内 II SD63 9 0 外内：：オナサデエ・ナデ、 密 良 にぶい橙75YR7/3 1 /3 南油伊煙勢に系よ、る灯明痕

72 039-04 士師器 皿 奥垣内II SD63 9 0 1 7 外内• ：オサ工、
：ナデ やや密 並 浅貧橙75YR8/3 1 /4 南伊勢系

73 041-03 士師器 皿 奥垣内II SD63 8 0 1 5 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ 密 並 浅に黄ぷ2い橙5Y107/YR37/3• 小片 南伊勢系

74 039~05 土師器 皿 奥垣内II SD63 8 0 1 5 外内 ：オサ工、
：オサエ やや密 並 灰に賀ぶ橙い黄10YR橙 104YR/27/2• ロ縁部小片 南伊勢系

75 028-07 士師器 皿 奥垣内 II SD63 9.6 6.0 2.0 外内ロ縁：・部オナサデ、エ・ ナデ、
密 並 浅黄橙7.5YR8/3 1/4 南伊勢系

ョコナデ

76 032-06 土師器 皿 奥垣内 II 5D63 10 0 外内ロ縁：・部オナサデ、エ・ ナデ、
やや密 並 にぶい橙75YR7/4 1 /8 南伊勢系

ョコナデ

77 033-05 士師器 皿 奥垣内 II S063 9 0 1.45 
外内ロ縁：：オサデ、エ・ナプヽ

部ナ ヨコナデ
やや密 並 浅浅黄黄橙橙77 SSYRYRBB//43 • 1/6 南伊勢系

78 041-05 土師器 小皿 奥垣内II SD63 6.6 外内 ：オサ工、
：ナデ 密 並 浅賀橙75YR8/3 ロ 縁 部1/4 南伊勢系

79 019-~04 土師器 小皿 奥垣内 II SD63 6.8 1.45 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ やや密 並 淡橙SYRB/4 完存 南油煙伊勢に系よ、る灯明痕

80 041~07 土師器 小皿 奥垣内 II SD63 6.0 1.2 外内 ：： オナサデ工、 やや粗 並 にぶい橙75YR7/4 ロ縁部1/4 南伊勢系

81 019-06 土師器 小皿 奥垣内 II SD63 6 5 1 4 外内 ：オサ工、
：ナデ やや密 並 褐に灰ぷ7い橙5YR7.45YR/l 7/3• ほぽ完形 南油伊煙勢に系よ、る灯明痕

82 041-04 士師器 小皿 奥垣内 II S063 6 8 1.0 外内 ：： オナサデ工、 密 並 浅黄橙75YR8/3 1/6 南伊勢系

83 030-05 士師器 小皿 奥垣内 II S063 6 6 1.1 外内 ：： オオササエエ ・・ ナナデデ、 やや密 並 にぶい橙75YR7/3 3/4 南油煙伊勢に系よ、る灯明痕

84 032~05 土師器 皿 奥垣内 II S063 6 8 1 1 外内 ：オサ＝・ナデ、
：ナデ 密 並 浅黄橙7SYRB/3 1/4 南伊勢系

85 041-01 土師器 小皿 奥垣内II SD63 6 6 1 2 外内 ：オサ工、
：ナデ 密 並 浅黄橙lOYRB/3 1 /4 南伊勢系

86 041-02 土師器 小皿 奥垣内 II SD63 6 6 1 3 外内 ：オサエ、
：ナデ やや密 並 にぷい橙75YR7/4 1/2 南伊勢系

87 019-05 土師器 小皿 奥垣内 II SD63 6.7 1.1 外内 ：オサエ・ナナ、
：ナデ やや密 並 浅黄橙75YR8/3 5/8 南伊勢系

88 033-07 土師器 皿 奥垣内 II S063 7 2 0.85 外内 ：オサエ・ナナ、
：ナデ やや密 並 外内 ：： 灰浅黄白2橙.SlOYYRB/2B/3、 1 /4 南伊勢系

89 041-06 士師器 皿 奥垣内 II S063 8 6 1 2 
外~~：オサ工、

部ナデヨ、コ ナ デ
やや粗 並 浅黄25YR7/3 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

外 ： ハケズ 7 本/lスズcスリm付、• 
90 026~02 土師器 鍋 奥垣内 II S063 20 6 

ケリ・ 着、
やや密 並 外内 ：： 灰に黄ぷ褐い黄10YR橙 160YR/2-75//32、 体ロ縁部部1/41/4、 南伊勢系

内ロ縁：部ナデヨ コ・ ケナデ 、

91 030-01 士師器 鍋 奥垣内II SD63 22.0 
外~~：ハケ 9本/14cm・ケズリ、

部ナデヨ、コナデ
やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 1/6 南伊勢系

92 027~04 土師器 鍋 奥垣内 II S063 23 0 
外内ロ縁： ：9 ケヽデ1、0本/lcm• 圧痕・ケズリ、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 浅に黄ぷ橙い黄IOYR橙10BYR/3•6/3 体ロ縁部部1/81/3、 南伊勢系

93 027-01 土師器 鍋 奥垣内 II S063 21 7 
外内ロ縁：・ 部9ナヽケデ、8-9本/lcm・ケズリ、

やや密 並 浅賀橙7SYRB/3 体ロ縁部部1/26/5、 南伊勢系
ョコナデ

94 045-03 土師器 鍋 奥垣内 II S063 23 2 
外内ロ縁：：オサデ、エ・ナデ、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 に ぷ い 賀 橙10YR7/3 体ロ縁部部1/81/7、 南伊勢系

95 037-03 土師器 鍋 奥垣内 II SD63 22 2 
外麿〇：ハケ 8-9本/lcm・スス付着、

部ナデヨ、コナデ
やや密 並 浅黄橙10YR8/4 ロ縁部1/7 南伊勢系

96 032-04 士師器 鍋 奥 垣 内 II SD63 20 0 外内ロ縁：：エ部ハ具ケヨ 8 -10本/lcm、
ナコ デナ、デ やや密 並 浅貧橙lOYRS/3 ロ縁部1/12 南伊勢系

97 030-06 士師器 鍋 奥垣内 II S063 不明 外内 ：： ョョ ココナナプデヽ 粗 並 灰白25Y8/2 不明 南伊勢系

外~-：オサエ・ナデ・ケズリ、
外内 ：： 褐に灰ぷ7い5賀YR橙510/YRl、7/3 98 039~02 土師器 鍋 奥垣内 II S063 20 0 工部具ナデ・ケズリ、 やや密 並 1/6 南伊勢系

ヨコナデ

99 029-01 士師器 鍋 奥垣内 II SD63 20 4 外内ロ縁：：部ナケプズヨ コリ・ オナ・ サナデエデ、・ケズリ、 やや密 並 にぷい橙7.5YR7/4 ロ 縁 部1/3 南伊勢系

外百三：ナデ・ケズリ、
体ロ縁部部1/6小片、100 030-02 士師器 鍋 奥垣内 II SD63 21.4 部ナデ・ケズリ、 やや密 並 にぶい橙75YR7/4 南伊勢系

ヨコナデ
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報告
実肩番号 種類 器種等 地区 出士位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

101 030-04 土師器 鍋 奥垣内II SD63 20 4 外内ロ縁：・部ナヶデズリ・ ケ・ ナズデリ、、 やや密 並 にぶい橙7.SYR7/4 軍ロ縁部部1/7小片、 南伊勢系
ヨコナデ

102 031-02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 18 0 外内ロ縁：・部ナナデデ、・スス付着、 密 並 橙 7 SYR7/6 ロ縁部1/10 南伊勢系
ヨコナデ

103 031~01 士師器 鍋 奥垣内II S063 20.0 外内ロ縁：・部エナ具デナ・オデサ・ エケズ・ ケリ、ズリ、
密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/4 ロ縁部1/5 南伊勢系

ョコナデ

104 025~02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 20.8 外内ロ縁：：部ナナデデヨ・コ・オエナサ具デエナ・デケズ・ケリ ・ズスリス、付着、 密 並 にぷい橙75YR7/4 ロ 縁 部1/6 南伊勢系

105 028-03 士師器 鍋 奥垣内II SD63 19.8 
外内ロ縁：：部ナナデデ、・スス付着、 やや密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

ョコナデ

106 037-02 土師器 鍋 奥垣内II 5D63 21.8 
外内ロ縁：：部オナサデ、エ・ナデ・スス付着、

やや密 並 浅賀橙lOYRB/4 ロ縁部1/6 南伊勢系
ョコナデ

107 032-03 土師器 鍋 奥垣内II S063 23 0 外内ロ縁：・部ナナデデ、・ケズリ、 やや密 並 にぷい橙75YR7/4 ロ縁部1/11 南伊勢系
ョコナデ

108 040~05 土師器 鍋 奥垣内II SD63 19 2 外内ロ縁：： ハヶケ ？ 
部ハヨ 11コヽ本ナ/デIcm、 やや密 並 浅黒断に貧lぷ：O橙灰YRいN貧10l.6YR橙/7/1081YR/• 3 • 7/3、 ロ縁部小片 南伊勢系

109 028-02 土師器 鍋 奥垣内II S063 20 8 外内ロ縁：：部オナサデ、エ・ ナデ、 やや密 並 浅賀橙10YR8/3 ロ縁部1/4 南伊勢系
ョコナデ

110 036-03 土師器 鍋 奥垣内II 5D63 25.0 
外内ロ縁：：部ナナデデ・・オケサズエリ、・ケズリ、

やや密 並 灰貧褪10YR6/2 ロ縁部1/7 南伊勢系
ョコナデ

111 026-03 土師器 鍋 奥垣内II SD63 22 1 
外内：：ナデデ・・ケケズズ 1Jリ、・スス付着、

ロ縁部ナ ヨコナデ
やや密 並 にぷい橙75YR7/4 体ロ縁部部1/41/4、 南伊勢系

112 028~04 土師器 鍋 奥垣内II S063 22.0 外内ロ縁：・部オナサデ、エ ・ナデ、 やや密 並 灰賀嶋10YR6/2 ロ縁部1/8 南伊勢系
ョコナデ

113 032-02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 31 2 
外内ロ縁： ・ 9 具ヽケナ5-デ 7本/lcm・ケズリ、

工部ヨコナ、デ
やや密 並 外内 ：： 褐に灰ぷ7い5寅YR橙 410/YRl、7/2 ロ縁部1/14 南伊勢系

114 040-01 土師器 鍋 奥垣内II SD63 34 4 
外内：：ハケデ、5 本/lcm• オサ工、

ロ縁部ナ ヨコナデ
やや密 並 断黒に7ぷ面.5い：Y賀灰2/橙白1101 0YRYR77 // 2l 、• ロ縁部1/5 南伊勢系

外： 9 ケヽデデ12本11.付リ9c着、m、・ケズリ ・

llS 024~01 土師器 鍋 奥垣内II S063 33.6 
ナ ・スス

密 並 に ふ 買 橙10YR7/3 ロ縁部1/8 南伊勢系

内ロ縁：部ナヨコ・ケナデズ

外：ハケ付ナ6コ-着プナ 7本/lcm・ケズリ ・
灰断外内面禍：：7浅浅：. 瞳黄賃5YR灰橙橙N7510/.3YR25/YR、 88/3/3• 、116 019-01 土師器 鍋 奥垣内II SD63 34 4 

スス 、
やや密 並 1/7 南伊勢系

内ロ縁：工部具ヨ デ・ケズリ、

外：ハケ付キ6コ~着ナ・7本/lcm・ケズリ・
断にに面ふぷ九貰暗黄灰橙橙N10103YRYR/77//2 3 • 117 018-01 士師器 鍋 奥垣内II SD63 34.8 内 ：部スミガス 、デケズリ、 やや密 並 し‘ヽ 1 /5  南伊勢系

ロ縁ヨ
： 

118 027-02 土師器 鍋 奥垣内II S063 31.9 
外内ロ縁：： ハケデ、7本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 外内 ：； 黒に褐ぷ1い0YR貧橙3/102YR、 7/3 1/6 南伊勢系

119 038-03 土師器 鍋 奥垣内II SD63 27 5 外内ロ縁：：ハケサエ5本・1エデ1.具2cナmデ、、

部オ ヨコナ
やや密 並 外内 ：： ににぷぷいい貧橙橙7.510YRYR76/3/3、 ロ縁部1/10 南伊勢系

120 039-01 土師器 鍋 奥垣内II S063 32 5 外内ロ縁：：工部ナ具デヨ、ナコデナ、デ やや密 並 外内 ：： 灰に揚ぶ7い5賃YR橙610/2YR-57//22、 ロ縁部1/8 南伊勢系

121 024-02 士師器 鍋 奥垣内II S063 39 0 
外：付部ナハ着プヨケ、12本/19cm・ナデ・ スス

密 並 に ぶ い 賀 橙10YR7/3 ロ 縁 部1/7 南伊勢系
内：、
ロ縁 コナデ

122 029-03 土師器 鍋 奥垣内II SD63 30.0 
外内ロ縁：：ハケデ1、2本/15cm・スス付着、

部ナ ヨコナデ
密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/10 南伊勢系

123 036-01 土師器 鍋 奥垣内II S063 30 8 
外： 9 ヽケサエ9 本・/ナlcデm・•ケズリ、

やや密 並 に ぶ い 貧 橙10YR7/4 ロ 縁 部1/13 南伊勢系
内 ： 部オナデ、
ロ縁 ヨコナデ・ハケ残りあり

124 029-02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 35.8 
外： mナデ•ス・スオ付サ着エ、 ・ハケ12本 /13c 

密 並 にふ貰橙10YR7/3 ロ縁部1/7 南伊勢系

内ロ縁：部ナデヨ、コナデ

125 017-01 土師器 鍋 奥垣内II S063 35.9 
外 ： オケサズエリ ・・ 沈ハデ・線ケケ7ズ・本スリ/lcスm付着•、

内ロ縁：工部具ヨナコデナ 、
やや密 並 外灰に内ぷ賀：：灰禍いiこ揚黄ぷlO7橙YRい.S黄1YR0SYR橙/2S107/YR2/2• 、7/2 • 1 /3  南伊勢系

126 036-02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 35.6 
外内ロ縁：：ハケデ、7本/lcm・スス付着、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 にぷい橙75YR7/4 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

127 035-01 土師器 鍋 奥垣内II SD63 35 6 
外内ロ縁： ： 9 ケヽデ、8本/lcm・スス付着、

部ナ ヨコナデ
密 並 にぶい橙75YR7/4 ロ 縁 部1/6 南伊勢系

128 028-01 土師器 鍋 奥垣内II SD63 24.8 
外内ロ縁：： ハケデ10、本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 灰浅褐貧7橙.S7YR.5YRS/82/-3 4/2 • 軍ロ縁部部1/小10片、 南伊勢系

129 027-03 土師器 鍋 奥垣内II SD63 34 2 
外内ロ縁：： ハケデ、6-7本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 揚黒に揖灰ぷ1010いYRYR賀檀43//10llYR• 7/3 • 1 /7  南伊勢系

130 035-02 土師器 鍋 奥垣内II S063 35.4 
外内ロ縁：：ハケデ1、2本11.5cm・スス付着、

部ナ ヨコナデ
密 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/10 南伊勢系

外内ロ縁：・ハケ 8本/lデナcデm、、
黒浅断に揚黄面ぶ橙10い：YR黄7灰.SS橙YRY2/10S2/YRS1• /37、/3 • 131 040-02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 29.8 部オサエ・ 密 並 ロ縁部1/8 南伊勢系

ヨコナ

132 032-01 土師器 鍋 奥垣内II S063 30.2 
外内ロ縁： ： 9 ケヽデ、7 本/Icm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 外内 ：： 黒に褐ぶ7い5橙YR7.35YR/l、7/4 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

133 033~01 士師器 鍋 奥垣内II SD63 33.6 外内 ：： ハ具ケナ9本デナ/l？デ、cm、
ロ縁部工 ヨコ

やや密 並 断に面ぶい：灰橙N7.45/ YR7/3、 ロ縁部1/20 南伊勢系

134 026--04 土師器 鍋 奥垣内II SD63 35.4 
外内ロ縁：： ハケデ、7本/lcm・ナデ、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/3 体ロ縁部部1/1小0片、 南伊勢系

135 017-02 土師器 鍋 奥垣内II SD63 34.8 
外 ： 9ケヽケズ 8リ本・1ス1.ケス3c付ズm着リ• 、

内ロ縁：部工具ヨナコデナデ・ 、
やや密 並 揚外内に灰ぶ：：鳩10にいYR灰橙ぶ710い4.YR黄/5YRl橙、4/710/lYR4 • 7/2 • l /3  南伊勢系

136 030-03 土師器 鍋 奥垣内II SD63 22 6 
外 ： ハナケデ7・本ス/0ス.B付cm着、• 

やや密 並 に ぷ い 黄 橙10YR6/3 ロ 縁 部1/7 南伊勢系

内ロ縁：部ナデヨ、コナデ

137 040-04 土師器 鍋 奥垣内II S063 26 0 
外内ロ縁： ： 9 ケヽデ、6 本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 黒灰に貧lふOYR禍貰lO2YR橙/l10•SYR/2 7/3 • ロ 縁 部1/8 南伊勢系

138 018-02 鍋 奥垣内II SD63 
外 ： ハケケズ 7リ本・/スlcスケm付ズ• 、

灰外内白：：浅浅10YR黄貧橙橙777/l..55、YRYR88//3 4 • 土師器 25 6 
内：工部具ナデナ ・ 着リ、

やや密 並 5/8 南伊勢系

ロ縁ヨコデ

139 027-05 土師器 鍋 奥垣内II S063 24 8 
外内ロ縁：： ハデケ、9本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 浅に黄ぷ橙い黄lOYR橙1B0YR/3•7/3 体ロ縁部部1/81/4、 南伊勢系
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報告
実桐番号 種 類 器種等 地区 出土位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

140 033-04 土師器 鍋 奥垣内 II S063 25 7 
外内ロ縁：： ハケデ、8本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 灰断に嶋ぷ：灰SいYRN黄4橙4//210、YR7/2 • ロ縁部1/10 南伊勢系

外百三：ハケ、 黒に鳩ふ10貰YR橙3/101YR•7/3 141 040-03 士師器 鍋 奥垣内 II SD63 30 0 ナデ・オサエ、 密 並 ロ縁部1/10 南伊勢系
部ヨコナデ

142 038-02 土師器 鍋 奥垣内 II 5D63 30 4 
外内ロ縁：：ハケデ、8本 /11cm・ナデ、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 外内 ：： 複に灰ぷ7い5黄YR橙 4IO/YR1、7/3 ロ縁部1/4 南伊勢系

143 033-03 土師器 鍋 奥垣内 II S063 28.4 外内ロ縁：： ハケデ、8本/lcm、
部ナ ヨコナデ

やや密 並 灰断にぶ白：灰IOいNYR黄4橙/B/102YR• 7/2、 ロ縁部1/10 南伊勢系

144 033-02 土師器 鍋 奥垣内 II SD63 29 6 
外内ロ縁：： ハケデ10、本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 灰断に褐ぷ：5暗いYR灰橙N74/.352/YR、 7/3 • ロ縁部1/8 南伊勢系

145 035-03 土師器 鍋 奥垣内 II S063 38 4 
外内ロ縁：：ハナケデ、8本/lcm・スス付着、

やや密 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/10 南伊勢系
部ヨコナデ

外~：ハケ7本/lcm•

146 037-04 土師器 鍋 奥垣内 II S063 不明 オサエ・スス付ナ着デ、 やや密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 不明 南伊勢系
内：ハケ7コ本ナ/lcデm• 、
ロ縁部ヨ

147 035-04 土師器 茶釜？ 奥垣内 II S063 28 2 外内 ：： ョョ ココ ナナナデ、 やや密 並 浅黄橙10YR8/3 ロ縁部1/7 南伊勢系

148 038-01 土師器 羽釜 奥垣内 II S063 33 8 
外内ロ縁：：部9ナヽケデ、・ナデ・鍔貼付ナデ、

やや密 並 外浅浅内黄黄：：灰橙灰橙l10白白OYRYR1010YRYRB8//8383//、22 • • ロ縁部1/6 南伊勢系
ョコナデ

外 ： ハケデデ1、・9本/1.付9c着m、• 
149 025-01 土師器 羽釜 奥垣内 II S063 28 1 ナ スス

密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 鍔ロ縁部部1/41/7、 南伊勢系

内ロ縁：部ナ ヨコナデ

150 036-04 士師器 茶釜 奥垣内 II S063 12 4 外内ロ縁：： 部9ナヽケデ 8・本オ/lサc工m、、 密 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/4 南伊勢系
ョコナデ

151 037-01 土師器 茶釜 奥垣内 II S063 13 8 
外内ロ縁：：ハケデ、5-6本/lcm・スス付着、

部ナ ヨコナデ
やや密 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/4 南伊勢系

152 034-06 陶 器 皿 奥垣内 II SD63 10 6 外内 ：ロクロナデ・施釉、
：ロクロナデ やや密 並 灰釉白：2浅.S黄Y7B./S2Y、7/3 ロ縁部1/12 端 反皿か？

153 025-03 陶 器 甕 奥垣内 II S063 20 6 外内ロ縁：：ナデ・施オ釉サデ、
部ナデヨコ・ナ エ・施釉、 粗 良 外内 ：： 灰灰赤5Y25./5lYR5/2、 ロ 縁 部1/3 常滑産

154 034-01 陶 器 甕 奥垣内 II S063 21 4 外内：： ロロククロロナナデデ ・自然釉、 やや密 並 灰赤に褐ぷ白N10いBYR橙/74.-S/3YR7/ • 6/4 • ロ縁部1/9 常渭産

155 034~02 陶 器 甕 奥垣内 II S063 不明 12 0 外内：： ロロククロロナナデデ ・ナデ、 やや粗 並 灰赤に褐灰ぷ52いYR.橙5YR55YR/24/•6l /4 • 底部3/8 常滑産

156 028-08 陶 器 鉢 奥垣内 II SD63 不明 13 0 外内：：ナナデデ ・ケズリ？、 粗 並 橙浅5黄YR橙 77 /. 85YR• 8 / 4 底部1/5 常滑産

157 034-03 陶 器 捏鉢 奥垣内 II SD63 不明 1高2台4 
外内 ：ロクロナデ・高台貼付ナデ、

：ロクロナデ やや粗 並 灰白NB/ 底部1/8 無釉陶器、渥美産か？

158 026-01 陶 器 鉢 奥垣内II SD63 23.5 12 8 10 3 
外内ロ縁：：ナナデ、・オサ工、

部ナ ヨコナデ
やや粗 良 断にぶ：いに橙ぶ2い5橙YR7.65YR/4、7/4 底ロ縁部部1/31/2、 常滑産

159 054-06 土師器 小皿 奥垣内 II SD49 6.0 1 2 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 1 /8  南伊勢系

160 054-04 土師器 鍋 奥垣内 II SD49 18.2 
外内ロ縁：： ハケデ4、-5本/lcm、

部ナ ヨコナデ
やや粗 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/4 ロ縁部1/8 南伊勢系

外内ロ縁：：ハケ7本/lスデcm付着・ス、 ス付着、
161 054-01 土師器 鍋 奥垣内 II SD49 21.5 部ナ デ・ス やや密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/4 南伊勢系

ヨコナ

外：ヨコナデ・ハケ残りあり・スス

162 054-03 土師器 鍋 奥垣内 II SD49 28 4 
内： 1:~: ナデ

やや密 並 に ぷ い 黄 橙10YR7/3 ロ縁部1/8 南伊勢系

163 054-05 陶器 椀 奥垣内 II S049 不明 竺
外 ： 痕高ロロ顕台クク ロ付ナナデ ・糸籾切か殻痕ぶ痕り． 
使内用： 貼著ロ デナデ・灰・ 、． やや粗 良 灰白2SY8/l 底部1/3 山茶椀、尾張産

164 048-03 士師器 皿 奥垣内 II S050 11 0 外内 ；オサ工、
：ナデ 密 並 淡黄2SYB/3 ロ 縁 部1/10 南伊勢系

165 048-02 土師器 茶釜董 奥垣内 II S050 不明 9 4 1 9 外内つロ縁ま：：部みナナ部デデ？、、はヨ貼コ付ナデ、 粗 並 浅明に黄赤ぷ橙掲い黄S10YRYR澄S108/6/Y4R• 7/4 • 1/3 南伊勢系

166 067-01 士師器 鍋 奥垣内 II S050 25 0 
外麿縁： 9 ケヽ 5本/lcm、

部ナデヨ、コナデ
やや粗 並 灰灰浅褐黄白7橙2..551YR0YYR8/428/2/3• • 1/8 南伊勢系

167 047-01 士師器 鍋 奥垣内 II S050 30 8 外内ロ縁：：ハナケデ、8本工ナ/具デ1. ナ7cデm、・オサ工、
やや密 並 浅浅黄黄2橙.510YYR8/38/•3 ロ 縁 部1/5 南伊勢系

部ヨ コ

168 022-04 陶器 皿 奥垣内 II S050 11 0 4 9 2 25 外内：： ロロククロロナナデデ・・糸施釉切痕・施釉、 やや密 良 胎釉土：オ：灰リー白2プ5黄Y58Y/26/、3 底ロ縁部部1/21/2、 内禿の端反血

169 048~05 土師器 皿 奥垣内 II S058 10 8 1 0 
外百臼：オサエ・ナデ、

部ナデヨ、コナデ
やや密 並 浅に黄ふ橙貰lOYR橙1B0YR/3•7/3 ロ縁部1/12

170 046-02 士師器 羽釜 奥垣内 II S058 40 2 
外内 ：ナデ・ハケ 5本/lcm、

ロ縁：部ナデヨ、コナデ
粗 並 浅褐に灰黄ぶ210い.5YR黄Y橙76//1301YR•• 7/2 ロ 縁 部1/8

頸3径.1 
外:：ロクロナデ・ロクロケズリ・ナデ、

体底頚部部部2完完/3存存、、171 022-03 須恵器 平瓶 奥垣内 II S058 5 8 ：ロクロナデ・ナデ、 やや密 良 灰N6/
部ヨコナデ

172 047-06 加工円板 奥 垣 内 II S058 直4径0 3重0さlg やや密 並 黒浅7黄.S橙YR7. 2S YR/ l • B / 4 ほぽ完形 陶元器は濯瀕戸鉢産体部

173 064-04 土師器 小皿 奥 垣 内 II S059 7 9 I 4 外内 ：オサ工、
：ナデ やや密 並 灰白10Y8/2 1/5 南伊勢系

174 064-03 土師器 皿 奥垣内 II S059 9 9 1 9 
外内 ：オサエ・ナデ、

：ナデ、 やや密 並 浅芸橙7SYRB/3 ロ 縁 部1/5 南伊勢系
ロ縁部ヨ コ ナ デ

175 062-02 土師器 鍋 奥 垣 内 II S059 20 0 
外内 ：オサ工・ ナデ・ケズリ、

ロ縁：部エ具ヨナコデナ、デ
やや密 並 外内 ：： ににぷぷいい橙澄77 55YYRR67//44 、 ロ縁部1/5 南伊勢系

176 067-03 土師器 鍋 奥垣内 II S059 22 6 
外内 ：ナデ・オサ工、

：ナデ、 やや密 並 浅黄橙7SYRB/4 ロ縁部1/8 南伊勢系
ロ縁部ヨ コ ナ デ

177 062-03 土師器 鍋 奥 垣 内 II S059 19 0 
外内 ：ナデ・ケズリ、

ロ縁：部工具ヨナコデナ、デ
やや密 並 にぷい橙75YR7/3 1/12 南伊勢系

外内 ：ナデ・オサエ・ケズリ、
浅浅黄黄橙橙7IO.Y5YRRB8/4/4 • 178 067-02 土師器 鍋 奥 垣 内 II S059 23 4 ：ナデ、 やや密 並 1/4 南伊勢系

ロ縁部ヨコナデ

179 062-01 土師器 鍋 奥 垣 内 II SD59 35 2 
外内ロ縁： ・9 ケヽ 6 本デ/ 1 c m、

工部具ヨナコナ、デ・ハケ残りあり
やや密 並 外内 ：： 灰に褐ぷ7い5橙Y7R,55/Y2R、7/3 1/6 南伊勢系

180 057-06 土師器 皿 奥 垣 内 II S061 12 0 I 6 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ やや密 並 外内 ：： 浅灰黄褐橙7.75YR.5Y6R/82 /3、 ロ 縁部小片 南伊勢系

181 057 -07 土師器 皿 奥垣内 II SD61 11 0 外内 ： ナデ、
：ナデ やや密 並 灰白10YR8/2 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

182 057 05 土師器 lIIl 奥 垣 内 II S061 10 4 I 9 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ やや密 並 灰色IOYRB/2 1/5 南伊勢系

183 057 -03 土師器 鍋 奥 垣 内 II SD61 17 8 
外内 ： ハケ、

ロ縁：部ナデヨ、コナデ
やや密 並 外内 ：： ににぷぷいし褐黄7匿.5IYOYRR67/3/3、 ロ縁部小片 南伊勢系

184 056 -06 陶器 椀 奥 垣 内 II SD61 不明 外内 ：ロクロナデ、
：ロクロナデ やや密 並 灰白75Y8/l ロ縁部小片 山茶椀、尾張産

185 064 -05 土師器 小皿 奥 垣 内 II S067 7 9 0 7 外内 ：オサ工、
：ナデ やや密 並 灰白lOYB/1 1/6 南伊勢系

第 7表遺物観察表④
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報告
実桐番号 種類 唇種等 地区 出土位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

186 062-04 土師器 甕 奥垣内II S凶 7 11.8 外内 ： ハケ46コ本本ナ//0デ.S1 c Cmm、、 鳩外内灰：：灰1に0YR賀ぷ掲い4橙10/lYR5YR66//23• 、: ~ ヽ ケ やや密 並 ロ 縁 部1/4
ロ縁部ヨ

187 063-04 陶器 椀 奥垣内 II SD67 不明 高7台.3 
外： ロ台ククロ付ナナデ・糸然切自痕然釉 ． 
内：高ロ 貼ロ デナデ・自・ 釉、 やや密 良 外内 ：： 灰灰黄白S2Y.5BY/71/、2 底部1/7 山茶椀、尾張産

188 063-05 士師器 椀 奥垣内 II SDIう7 不明 高7台.1 
外： ロ台クク貼ロロ付ナナ デ・糸切痕．
内：高ロ デナデ、 やや密 並 灰白2SYB/2 底部1/2 ロクロ土師器

189 063-02 陶器 椀 奥垣内 II SD67 不明 高8台.1 
外：ロ台ククロ付ナナデ・糸切痕・
内：高ロ 貼ロ ナデデ、 やや密 並 外内 ：： 灰灰賃白22 5SYY77//2 1、 底部完形 山茶椀

190 057-09 土師器 皿 奥垣内 II SD76 9 0 1 6 外内 ：： ナナデデ、 やや粗 並 浅黄橙lOYRB/3 ロ縁部1/6 南伊勢系

191 057~02 士師器 鍋 奥 垣 内 II SD76 21 0 外内ロ~縁：：部エナ具デヨ、ナコ デナ、デ やや密 並 外内 ：： ににぷぶいい橙橙55YRYR67//44、 ロ縁部1/8 南伊勢系

192 051-03 土師器 小皿 奥垣内 II SK57 6 5 1.4 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ 密 並 浅黄橙7SYRB/4 ロ縁部1/4 南伊勢系

193 051~07 陶器 椀 奥垣内 II SK57 不明 高8台.0 
外：ロ台ククロ付ナナデ・糸切痕．

内：高ロ 貼ロ ナデデ・使、用槙顕著
密 良 灰白2SYB/1 底部1/2 山茶椀

194 050-03 陶器 椀 奥垣内 II SK57 不明 勺ぢ 外： ロ台ククロ付ナナデ・糸籾切か穀痕ぶ痕り． 
内：高ロ 貼ロ ナデデ・灰・ 、 やや密 良 灰白NB/ 底部1/6 尾山張茶椀（知、多）産

195 063-01 陶器 鉢 奥垣内II SK57 31 0 
外打三：オサ工、

部オサヨエコナ・ デナデ、 やや粗 並 外内 ：： 淡に赤ぶ橙い2橙.S2YR.SYR7/64/、4 ロ縁部1/7 常滑産

196 019~03 土師器 小皿 奥垣内 II S048 7 2 1 55 外内 ：オサ工、
：ナデ やや密 並 外灰内白：・橙外lOYR5：YR浅B7黄//26橙、7 SYRB/3 • 3/4 歪南伊み勢大系、

197 046-01 士師器 羽釜 奥垣内II SI:》48 40 8 
外閂三：ナデ・ハケ 5本/lcm、

部ナデヨ、コ ナ デ
やや密 良 灰断掲浅7 寅褐：. 7灰5橙YR.Sl白YROYR47 /. SSl BY/• /2B4、/ 2 • ロ縁部1/8 南伊勢系

奥垣内II
外：ぢオ口縁サ部エに・沈ケ線ズ ・ナデ・

並 外揚に内灰ぶ：：灰7蝸い.5橙揚灰YR577YR..545YRYR/61/、4 44//21 • • 198 020-01 士師器 焙烙 SD90 42 0 
内ロ縁： ナデ• ケ乞、

やや密 ロ 縁 部1/4

コ ナ デ

199 065-02 陶器 擢鉢 奥垣内II SD90 不明 14 4 外内 ：： ロロククロロナナデデ・・擢糸切目痕、 やや粗 並 暗赤褐5YR3/4 底部1/2 瀬戸産

200 066-05 弥生土器 高杯 奥垣内II SD92 不明 10脚. l 外内：： ハオケサエ・ ミ・ ガハキケ、・ミガキ やや粗 並 ににぷぷいい檀黄5橙YR106YR/37・/2 脚部1/3

201 065-03 陶器 椀 奥垣内II SD92 不明 弓り
外：ロ台ククロ付ナナ デ・底部ナデ・

内：高ロ 貼ロ デナデ・、自然釉
やや密 並 灰白NB/ 底部1/3 尾張産

高7台.2 
外：ロ ク ロ ナ デ ・ 高 台 貼 付 ナ デ ・

202 066-02 陶器 椀 奥垣内 II S092 不明
内：籾ロがクかロかナデる、・重わ焼痕跡

密 並 ．吹白NB/ 底部1/3 山茶椀、渥美産

203 065-01 陶器 甕 奥垣内 II SD92 不明 18 0 外内 ：： ナナデデ、 粗 並 浅黄橙7SYRB/3-8/4 底部1/9 常滑産

204 042-03 土師器 甕 奥垣内 II u77 P2 22 0 外内ロ縁：：部ハハケケヨ85コ本本ナ//lcデlcmm、、 やや粗 良 断ににぶぷ：灰いい揚賃10Y7橙.4510/YRlYR57/4/3• 、 ロ 縁 部1/12

205 056-07 土師器 甕 奥垣内 II r76 Pl 16 3 外百縁：ナデ
部ハケヨ5ヽコ本ナ/デ1 C m、 やや密 並 灰白10YR8/2 ロ縁部小片

206 059-06 土師器 甕 奥垣内II (r4S4 B8P2 l) 不明 外内 ：： ョョ ココ ナナデデ、 粗 並 浅貧橙10YR8/3 ロ縁部小片

207 041~09 陶器 椀 奥垣内 II ⑱ Pl 不 明 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 粗 並 灰白5Y7/l・灰5Y6/l ロ縁部小片 山茶椀、尾張産

208 056-01 陶器 椀 奥垣内 II s44 Pl 不明 弓ぢ
外：ロクロ付ナナ デ・糸切痕・

内：高ロ台ク貼ロ デナデ、 やや密 並 灰白SYS/1 底部ほぽ完形 山茶椀

209 042-02 陶器 椀 奥垣内II r68 Pl 12.0 外内 ：： ロロ ククロロナナデデ・・ 施施釉釉、 粗 並 釉：褐7SYR4/3 ロ縁部!/6 天目茶椀

210 041-10 土師器 椀 奥垣内 II 包 含 層 不明 5 4 外内：： ロロククロロナナデデ ・糸切痕、 粗 並 灰白2SYB/1 底部完存 ロクロ士師器

211 055-01 士師器 甕 奥垣内 II 包含層 18 8 外内ロ縁：：部ナナデデ、・ススデ付着、 粗 並 にぶい澄75YR7/4 ロ 縁 部1/10
ヨコナ

212 054-07 陶器 椀 奥垣内 II 包 含 層 不明 高8台.2 
外：ロク貼ロロ付ナナデ・糸切痕．

内：高ロ台ク デナデ、 密 良 灰白2SYB/1 底部1/3 山茶椀、渥美産

213 054-08 陶器 椀 奥垣内 II 包 含 層 不明 T悶 外 ： ロ台ねクク焼貼ロロ痕付ナナデデり・・ 灰糸、切痕 ． 
内：重高ロ あナデ かぶり・ 密 良 灰白25Y8/l 1 /4  山 茶 椀 、 濫 美 産

214 047-03 陶器 椀 奥垣内 II 珊表削土中 不明 高8台6 
外： ロク貼ロロ付ナナデ・糸籾然切痕殻釉痕・・使、用
内：高著ロ台ク デナデ・自・ 痕顕 やや密 並 灰白5Y7/l 底部1/2 山茶椀、尾張産

215 066-01 陶器 椀 奥垣内II 包 含 層 15 6 高7台.6 5 5 
外： ロ台ククロ付ナナデ・糸籾切殻痕痕． 
内：高ロ 貼ロ ナデデ・ 、 密 並 灰白5Y7/1 底ロ縁部部1/2I/12、 山茶椀、渥美産

揖衷削土中 外内ロ縁：：部オナ サ工、216 048-01 土師器 鍋 奥垣内 II 22 3 ナ、 密 並 にぷい橙75YR6/4-7/4 ロ 縁 部1/5 南伊勢系
ヨコナデ

217 055~02 士師器 羽釜 奥垣内II 包含層 不明
外~~：ハケ・鍔貼付ナデ・スス付着、

部ナデヨ、コ ナ デ
粗 並 灰白lOYRB/2 ロ縁部小片 南伊勢系

外内ロ縁：：鍔部ナ貼デ付・ナデ・スス付着、
218 055-03 土師器 羽釜 奥垣内 II 包含層 不明 オサ工、 粗 並 に ふ 賀 橙10YR7/3 ロ縁部小片 南伊勢系

ヨコナデ

219 065-04 加工円板 奥垣内 II 包 含 層
直径

3重0.さ6g 粗 並 に ぷ い 赤 褐2SYRS/4 ほぽ完形 体常滑部産を陶再器利甕用の
4.0 

220 042-04 加工円板 奥垣内 II 包 含 層 印！ 粗 並 褐嘱に灰灰ぷ77 い5赤5YRYR鳩655YR//11• 5/3 • 完形 陶元器は体常滑部産

221 059-02 土師器 甕 奥垣内III SD97 17 0 
外内 ： ナデ、

ロ縁：部ナデヨ、コ ナ デ
粗 並 淡に黄ぶ2い賀SY橙B/103YR6/3• ロ縁部1/12

222 oss~o1 陶器 椀 奥垣内m SI刃7 不明 高8台.2 
外：ロクロ付ナナ デ・糸切痕．

内：高ロ台ク貼ロ デナデ、 やや密 並 灰白SYB/1 底部完存 山茶椀、渥美産

223 058-07 士師器 小皿 奥垣内Ill SK93 7 0 外内 ： ナデ、
：ナデ やや粗 並 浅黄橙10YR8/3 ロ 縁 部I/8 南伊勢系

224 020-03 土師器 皿 奥垣内Ill S図 5 10.8 2 0 外内：：ナオデサエ・ナデ・庄痕、 やや密 並 灰内外白：：2灰黄.5灰白Y227.. /551YY、76//1 1 • ロ縁部1/6 南伊勢系

高4台.8 
外： ロ台ククロ付ナナデ・糸籾然切殻釉痕痕． 

225 ()67~04 陶器 小皿 奥垣内Ill SD95 9 1 2 45 高貼ナデ・ 、 やや密 並 灰白NB/ 3/8 山皿、渥美産
内：ロロデ・自

高8台.2 
外： ロ台クク貼ロロ付ナナデ・糸籾切痕殻虞・ 外内 ：： 灰灰白白NNBB//、226 063~06 陶器 椀 奥垣内Ill SI刃 5 不明 高 ナデ・ 、 やや密 並 底部1/4 山茶椀、尾張産
内：ロデ

Tぢ 外： ロ台ククロ付ナナデ・糸籾切殻痕痕． 
227 063~03 陶器 椀 奥垣内III SJ: 刃5 不明 高貼ナデ・ 、 やや粗 並 灰白SYB/1 底部3/4 山茶椀、渥美産

内：ロロデ

228 021-02 陶器 椀 奥 垣 内III SD95 14 0 T勺 4 5 外： ロ台ククロ付ナナデ・糸切籾然痕殻釉痕． 
内：高ロ 貼ロ ナデデ・自・ 、 粗 良 灰白NB/• N7/ 底ロ縁部部2/53/6、 歪山墨茶●み椀大（、、ド尾底ー張部マ産外ン面、） に

高6台.9 
外： ロ台クク貼ロロ付ナナデ・糸籾切痕殻痕． 底ロ縁部完部2存/3、 底山（茶部ド椀外ー面、マ尾にン張曇）産書、229 021-01 陶器 椀 奥垣内III SD95 14 8 5 0 高 ナデ・ 、 やや密 良 灰白N7/
内：ロデ

230 022-01 陶器 捏鉢 奥垣内Ill S095 32.4 高10台.0 13 1 
外：ロtクロナデ・ケズリ・

内：高ロ 貼ロ付ナナデデ・、表面剥離
やや密 良 灰寅黒灰褐白2N72..S5/YY•S3//1l -4/1 • 底ロ縁部部1/81/5、 無釉陶器
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報告
実桐番号 種類 器種等 地区 出土位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

231 068-01 瓦 丸瓦 奥垣内III 包含層 外内 ：： 織布目目、 やや密 並 灰白SYB/1 1/2 

232 055-06 陶器 椀 奥垣内N 5D124 不明 高8台.0 外内：：糸ロ切ク痕ロナ・高デ台貼付ナデ、 密 良 灰白5YB/l 底部1/5 山茶椀

233 055-07 土師器 皿 奥垣内N S0118 11 6 外内 ：： ナナデデ、 やや密 並 灰白10YR8/2 ロ縁部1/8 南伊勢系

234 066-04 士師器 小皿 奥垣内N S0128 6 0 0 75 外内ロ縁：： オナサデ、工、
密 並 橙に5ぷYRい橙7/56YR7/4• 1/6 南油煙伊勢に系よ、る灯明痕

部ヨコナデ

235 Q66~Q3 陶器 椀 奥垣内N SD128 不明 外内 ：： ロロククロロナナデデ、 密 並 灰白N7/ ロ縁部小片 山茶椀

236 055-05 陶器 椀 奥垣内N 5D128 不明 弓悶 外内 ：： 糸ロ切ク虞ロナ・高デ台・使貼用付痕ナ顕デ著、 密 良 灰白NS/ 底部ほぽ完存 山茶椀、湿美産

237 056-05 陶器 椀 奥垣内N cd6 Pl 17 0 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 やや密 並 灰白5Y8/1 ロ縁部小片 山茶椀、尾張産

外内ロ縁：： ロクロナデデ、 骨内部片のよ出り土238 016-01 須恵器 壺 道場 I SX38 14 5 8 5 23 9 ロクロナ 、 やや密 良 灰白N7/・灰N6/ ほぽ完形

部ヨコナデ

239 060-03 土師器 小皿 道場 I
SB40 

7 6 2 2 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 浅賀橙lOYRB/4 ロ縁部1/6 南伊勢系
(ol5 Pl) 

240 060-01 土師器 小皿 道場 I
SB40 

7 8 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 にぷい橙75YR7/4 ロ縁部1/8 南伊勢系
(ol5 Pl) 

241 061-04 士師器 小皿 道場 I
SB40 7 8 外内 ：＊サエ・ナデ、

やや密 並 浅黄橙75YR8/4 ロ縁部1/6 南伊勢系
(pl6 PS) ：ナデ

242 061-02 士師器 小皿 道場 I
SB40 7 8 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや粗 並 浅賀橙7SYRB/6 ロ縁部1/6 南伊勢系

(ol8 Pl) 

243 061-01 土師器 皿 道場 I
SB40 

8 5 外内：：ナオデサエ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙10YR8/4 ロ縁部1/6 南伊勢系
(ol6 PlO) 

244 060-05 土師器 小皿 道場 I
SB40 

5 8 1.9 外内：：オナデサエ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙7SYRS/4 ロ縁部1/6 南伊勢系
(ol6 P2) 

245 060-06 土師器 小皿 道場 I
SB40 7 9 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 橙 75YR7/6 ロ縁部1/7 南伊勢系

(o16 P4) 

246 061-06 士師器 小皿 道場 I (p1S7 B40 P2) 7 5 0 8 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ

やや密 並 浅黄橙75YR8/4 1 /4  南伊勢系

247 061~07 土師器 小皿 道場 I
SB40 7 .1 0 9 外内：：ナオデサエ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙75YR8/4 1/4 南伊勢系

(pl7 P2) 

248 061-05 土師器 鍋 道場 I (plS7 B4P0 6) ォJ明 外内 ：ョコナデ、
：ョコナデ

やや密 並 浅黄橙lOYRB/4 ロ縁部小片 南伊勢系

249 060-02 土師器 鍋 道場 I
SB40 

不明 外内：： ョョココナナデデ ・スス付着、 やや密 並 浅黄橙10YR8/4 ロ縁部小片 南伊勢系
(ol5 Pl) 

250 061-03 陶器 椀 道場 I
5B40 

不明 外内 ：： ロロククロロナナデデ・• 灰灰かかぶぶりり 、 密 良 灰白SYB/1 ロ縁部小片 山茶椀
(p16 P4) 

SB41 外::;i~：オサエ・ナデ、
歪南伊み勢大系、

251 058~10 士師器 小皿 道場 I (p26 P2) 7 5 ナデ、 やや密 並 橙 5YR7/6 ロ縁部1/4
部ヨコナデ

252 059-04 土師器 鍋 道場 I (p2S5 B4P1 2) 不明 外内 ：： ョョ ココ ナナデデ、 やや密 並 ににぷぷいい黄賀褐橙1010YRYR57//34• ロ縁部小片 南伊勢系

253 004-04 陶器 椀 道場 I SK20 I 不明 残3存.2 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 密 良 灰白75Y7 /1 不明 山茶椀

254 012-01 陶器 椀 道場 I SK20 不明 高6台.7 
外：ロクロ？ナデ・糸切痕・

内：高ロ台ク貼ロ デナデ、 やや密 並 灰白5Y8/1 底部完存 山茶椀、渥雙産

255 012-02 陶器 椀 道場 I SK20 不明 高7台.1 
外： ロ台ク貼ロロ付ナナ デ・糸切痕．

内：高ロク デナデ・、自然釉
やや密 並 灰白NB/ 底部3/4 山茶椀、渥美産

256 004-06 陶器 椀 道場 I SK20 I 不明 T勺 T巧 外： 高ロ台ク貼ロ付ナデナデ・糸・籾切痕殻痕．、
やや密 良 灰白NB/ 存高台部ほぽ完 山茶椀、尾張産

内：ロクロナデ

257 011-03 士師器 皿 道場 I SK24 10 0 外内 ：オサ工、
：ナデ やや密 並 にぶい橙75YR7/4 1/8 南伊勢系

258 Oll-05 土師器 小皿 道場 I SK21 7 a 外内 ：： ナナデデ、 やや密 並 灰黄25Y7/2 1/6 南伊勢系

259 086~02 土師器 小皿 道場 I SK21 7 8 0 6 外内：：オナサデエ・ナデ、 密 良 黄橙lOYRB/6 1/3 南伊勢系

260 010-01 土師器 鍋 道場 I SK21 30 6 
外内：：ハナケデ、5本 /lcm・スス付着、

やや密 並 外黒内に揚ぶ：：灰10にい褐YR黄ぶ7鳩い3.5寅/1YR02YR橙 5105/YR3/2、• 6/3 • ロ縁部1/12 南伊勢系

ロ縁部ヨコナデ

高7台.8 
外： ロ台ク貼ロロ付ナナデ・糸切痕．

261 056-04 陶器 椀 道場 I SK37 不明 高 ナデ、 やや密 並 灰白NB/ 底部小片 山茶椀

内：ロク デ

外内ロ縁：： 部9ナヽ ケ 6本 /1C ffi、
外内 ：： 灰浅掲賀7橙.5lOYRYR6B/2/3、262 057-01 土師器 鍋 道場 I SK37 26.2 プヽ やや密 並 ロ縁部小片 南伊勢系

ヨコナデ

263 011-07 士師器 皿 道場 I SK28 ② 不明 外内：：ナナデデ ・オサ工、 やや密 並 黒に嶋ぷ7い橙5YR7.53YR/17/4• 不明 南伊勢系

264 010-07 土師器 皿 道場 I SK28 ② 9 0 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ

やや密 並 にふ貰橙10YR7/3 1/6 南伊勢系

265 010-04 土師器 鍋 道場 I SK28 ② 不明 外内：： ョョココナナデデ ・スス付着、 やや密 並 外内 ：： 灰に掲ぷ7いS匿YR7.SSYR/3、7/4 不明 南伊勢系

266 012-07 陶器 椀 道場 I SK28 ② 13 6 外内 ；ロクロナデ、
：ロクロナデ やや密 並 灰白N7/ ロ縁部小片 山茶椀、尾張産

267 002-05 士師器 皿 道場 I SE15 不明 残2存.0 
外内 ： ナデ、

：ナデ
やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 不明 南伊勢系

268 004-03 陶器 椀 道場 I SE15 不明 高8台.0 残2存.1 
外 ： 高ロ台クク貼ロ付ナナナデ・・灰糸、切痕．

密 良 灰白5Y7/l 高台部1/5 重山茶ね椀焼、差の高台付着
内：ロロナデ かぶり

269 004-05 陶器 椀 道場 I SE15 I 不明 ~~ 外内：： ロロククロロナナデデ、・スス付着 密 良 灰白75Y7/l 不明 山茶椀、尾張産

270 084-01 木製品 蓋 道場 I SE15 直19径.0 厚1さ1 両面にケズリ痕あり やクやズワレあレり・ 曲物内出土

271 082-01 木製品 曲物 道場 I SElS 39 0 25 0 

272 005-03 土師器 小皿 道場 I SE16 7 0 1 4 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや粗 並 浅貧橙lOYRB/3 ロ縁部1/7

273 004-02 陶器 椀 道場 I SE16 不明 ~'.'; T閃 外：ロ台ククロ付ナナデ・糸切痕．

内：高ロ 貼ロ ナデデ・、自然釉
密 良 釉灰白：2暗.SオY7リ/ーl、プ7SY4/3 高台部1/4 山茶椀、渥美産

274 001-01 陶器 甕 道場 I SE16 不明 15 4 T刃 外内 ：： ナナ デデ、 粗 良 外断内面：：灰に：灰ぷ白N白い7N赤/7、褐/5YR5/3、 底部1/6 常滑産

275 081-01 木襲品 曲物 道場 I SE16 38 2 26 9 残存の穴数10償

276 005~04 士師器 小皿 道場 I SE17 II 不明 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 灰白lOYRB/2 不明 南伊勢系

277 055-08 土師器 皿 道場 I SE33 不明 0 9 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ 密 並 浅貧橙10YR8/3 ロ縁部小片 南伊勢系

278 005-06 土師器 皿 道場 I SE17 II 9 6 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ

やや粗 並 にぷい橙7.5YR7/3 ロ縁部1/8 南伊勢系

279 002-06 士師器 皿 道場 I SE17 ① 10 7 1 9 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ 粗 並 灰白10YR8/2 ロ縁部1/8 南伊勢系

280 005-05 士師器 皿 道場 I SE17 II 11 0 外内 ： ナデ、
：ナデ やや密 並 灰白lOYRB/2 ロ縁部1/10 南伊勢系

281 005-07 土師器 皿 道場 I SE17 I 10 8 外内 ：オサエ・ナデ、
：ナデ 密 並 灰白lOYRS/2 ロ縁部1/12 南伊勢系

282 005-02 陶器 甕 道場 I SE17 I 不明
外内 ：ョコナデ、

：ョコナデ
やや粗 良 表断面面 ：： 黄に灰ぷ2い5赤Y褐6/5lYR5/3、 不明 常滑産

283 003-01 陶器 鉢 道場 I SE17 II 不明 13 0 T閃 外内：：ナナデデ、・オサエ・灰かぶり 密 良 灰白25Y7/1 底部1/10 無釉陶器

284 083~01 木製品 曲物 道場 I SE17 41 0 21.0 内倶0曲物

285 028-05 陶器 小皿 道場 I SD36 7 8 3.9 2 8 外内 ：： ロロククロロナナデデ・・糸自切然痕釉、 やや粗 並 灰白NB/ ほぽ完形 山皿

286 oss~o1 陶器 椀 道場 I SD26 不明 高7台.5 
外： 高ロ台ク貼ロ付ナデナデ・糸、切痕．

密 良 灰白N7/ 底部1/2 底山茶部椀外面、湿墨書美産「、水」 ？ 
内：ロクロナデ
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報告
夷捐番号 種類 器種等 地区 出士位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

外：オサエ・ハケ7本/lcm•

287 005-01 土師器 鍋 道場 I SD26 35 4 
スス付着、

やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 ロ縁部1/10 南伊勢系

内ロ縁：部ナデヨ、コ ナ デ

288 008~04 陶器 小皿 道場 I SD18 8 3 2 2 外： 高ロ台クク貼ロ付ナナデデナデ糸切虞．

内：ロ ロ ・ヽ自然釉
やや密 並 灰白NS/ 底ロ縁部部完存1/2、 山皿

289 003-06 陶器 椀 道場 I SD18 15 6 T刃 外内：： ロロククロロナナデデ、 灰かぶり 密 良 灰白NB/ 体ロ縁部部1/110/16、 山 茶 椀 、 渥 美 産

290 004-01 陶器 椀 道湯 I S018 15 4 ~~ 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 密 良 灰白75Y7 /1 ロ 縁 部1/9 山茶椀、渥美産

291 003-05 陶器 椀 道湯 I SDlB 15 4 T図 外内 ：： ロロククロロナナデデ、 密 良 表断面面 ：： 掲灰灰白S10YYR8/l6/l、 ロ縁部1/10 山茶碗、渥笑産

292 003-03 陶器 椀 道場 I S018 16 0 ~~ 5 2 外 ： 輪灰高ロロ花台かクク貼ぶロロ？付ーナナりデナ所使デ・・残糸施用・切施痕釉 ． ・

内： デケ・ 釉、痕 ． 
密 良 灰釉白：2灰.5SYY8S//l1、 存高ロ縁台部部1ほ/10ぽ完、 山ロ縁茶椀に輪、渥花笑か産？、

293 008-03 陶器 椀 道場 I SD18 16 2 高8台.0 5 7 外 ： 高ロ台クク貼ロ付ナナデデナデ・自然釉、

内：ロ ロ 、自然釉
やや密 良 外内 ：： 灰灰白白NNBB//, 高ロ縁台部部31/7/4、 山 茶 椀 、 濡 美 産

294 003-02 陶器 椀 道場 I SD18 不明 T勺 T閃 外： ロ台クク貼ロロ付ナナデ 糸切痕．

内：高ロ デナデ・灰、かぶり
密 良 灰白N7/ 高台部1/2 山茶椀、渥美産

295 006-05 陶器 椀 道場 I SD18 不明 勺悶 外内：： ロロククロロナナデデ・高自然台貼釉付ナデ、 密 良 灰白NB/ 高台部1/4 尾山茶張椀（知、多？） 産

296 003-04 陶器 椀 道場 I S018 不明 T悶 T勺 外：ロ台ククロ付ナナデ 糸切痕．

内：高ロ 貼ロ デナデ、 密 良 灰白75Y8/l 高台部2/3 墨山茶書椀あ、り 渥美産、

弓ぢ
外： ロ台ククロ付ナナデナ ・糸切痕． 墨山茶書椀？、 渥美産、297 006-04 陶器 椀 道場 I SD18 不明 高貼デ、 密 良 灰白N7/ 高台部2/3
内：ロロデ

298 oos~o2 土師器 椀 道場 I SD18 15 9 7 6 4 I 外内：： ロロククロロナナデデ ・糸切痕、 やや密 並 浅黄外内灰黄：：橙2にに.75ぷぷY.5いい4YR/橙橙l877/.. 535YRYR• 77//44 、• 底ロ縁部完部存1/2、 ロクロ士師器

299 008-01 土師器 甕 道場 I 5D18 27 0 外内ロ縁：：部ナナデデヨ コ・・ エナオ具サデ ナ工、デ、 やや粗 並 黒外黒内掲褐：：7灰灰7..褐5褐5YRYR77.. 5353YRYR//2 2、66//22 • • 口縁部1/3 スス付着

300 004-07 磁器 恰子？
11 5 

道場 I SDlO 
最（体大畠径） 梵 Tぢ 外内 ：： ロロククロロナナデデ ・釉、 密 良 胎釉土：オ：灰リー白SプY灰B/101、YR6/2 体高部台部1/81/、7 釉育磁は、外面のみ

301 006-03 陶器 丸皿 道場 I S010 13 4 弓？ 3 6 
外：菊花花ク・ ロ 釉ズクロナ施デ釉・
内：菊ロ ロ・施ケ リ・ ヽ やや密 良 釉胎10 土Y：Rに：7灰ぷ/4い白-2貧6./5澄4 Y 8 / 2 、 存高ロ縁台部部1/ほ2ぽ、完 菊花、瀬戸産

片口鉢 Tぢ
外：ロクロナデ ロクロケズリ・施

釉胎土：灰：灰白白52 Y57/Y2 8/2、 高ロ縁台部部小1/4片、302 006-01 陶器 道場 I SD10 17 4 10.9 
内：釉ロ、クロナデ・施釉

やや密 良 瀕戸産

303 ()()6~02 陶器 鉢？ 道場 I S010 不明 高15台.0 外内 ：： ロロククロロナナデデ・施施釉釉、 やや密 良 釉浅胎土黄：2淡：.5灰黄Y2白7.5/5 3 YY8B/3/I• 、 高台部1/4

304 007-02 陶器 播鉢 道場 I SD10 不明 11 0 外内 ：： 擢ロ 目ク 1ロ2本ケ/ズ3cリm・・施施釉釉、 やや粗 良 釉胎土：灰：赤浅Z黄.5橙YlO4/YR2B/3、 底部5/6 瀬使用戸産痕、あり

305 007-01 陶器 甕 道場 I S010 35 0 外内・：・オナサデ、エ・ナデ やや粗 良 ににぷぷいい赤橙2褐.25YR.5YR6/54/•4 ロ 縁 部1/6 常滑産

306 006-06 土製品 土錘 道場 I SD!O 長4.2さ5 2~ 22重.5さg 密 並 にぷい橙7SYR7/4 ほぽ完形

307 086-01 陶器 椀 道場 I SD10 不明 T悶 外 ： 高ロ台クク貼ロ付ナナデナデデ・糸切痕．

内：ロロ ・朱ヽ ？ 
やや粗 良 灰白7SYS/I 底部1/2 山茶椀、湮美産

308 055-04 陶器 瓶子• 道場 I SD36 11.5 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ ・・ 灰灰釉釉、 密 良 灰白SYS/I ロ 縁 部1/3 古瀬戸

309 011-02 士師器 皿 道場 I pl4 Pl 8 5 2 1 外内 ：： オナサデエ、 やや密 並 外内 ：： 浅に黄ぷ橙い黄10YR澄 108YR/3、7/3 1 /4  歪み大、南伊勢系

310 009~05 土師器 fill 道場 I o20 Pl 8 0 l 9 外内：：ナナデデ、・エ具痕 やや密 並 に ぶ い 黄 澄10YR7/4 1/3 南伊勢系

311 000~04 士師器 小皿 道場 I 016 Pl 7 8 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙lOYRB/3 ロ 縁 部1/6 南伊勢系

312 011-01 土師器 小皿 道場 I o8 P2 7 0 外内：：オナサデ、工、エ具アタリ やや密 並 灰白10YR8/2 1/4 南伊勢系

313 Oll-06 土師器 小皿 道場 I o9 Pl 6 2 外内 ：： ナオデサ工、 やや密 並 灰白lOYRB/2 1 /4  歪みあり、南伊勢系

314 010-06 土師器 小皿 道場 I pl4 Pl 6 0 0 7 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや密 並 浅貧橙75YR8/4 1 /4  南伊勢系

315 010-05 土師器 小皿 道場 I p8 P4 6 0 0 6 外内：：オナデサエ・ナデ、 やや密 並 浅黄橙75YR8/4 1/6 南伊勢系

316 Oll-04 士師器 皿 道場 I p8 P4 9 0 I 7 外内ロ縁；・ オサデ工、

部ナヨ、コナデ
やや密 並 灰白10YR8/2 ロ縁部小片 南伊勢系

317 010-03 土師器 鍋 道場 I p8 P4 21 0 
外内 ：： ハケデ、7 本 /lcm、

ロ縁部ナ ココうデ
やや密 並 外内 ：： 浅に黄ぶ橙い貧lOYR橙 1B0YR/3-78/4/4、 ロ 縁 部1/12 南伊勢系

外内：部ナナ デ・接合痕・スス付着、
外内 ：： ににぷぶいい橙黄5橙YR106YR/47、/4 318 009-02 七師器 鍋 道場 I p29 P2 30 0 ：デ、 やや密 並 口 縁 部1/8 南伊勢系

ロ縁 ヨコナデ

319 010-02 土師器 鍋 道場 I 凶 P4 27 0 
外内：：ハケデ、7本 /!cm・スス付着、

ロ縁部ナ ヨコナデ
やや密 並 外：にぷい橙75YR7/4 ロ縁部1/8 南伊勢系

外内 ： ナデデ、
外内 ：： ににぷぷいい橙橙77 55YRYR77//4 4、320 009~01 土師器 羽釜 道場 I P28 P2 23 5 ：部ナ ・オナ サ工、 やや密 並 ロ 縁 部1/5 南伊勢系

ロ縁ヨコデ

009-03 七師器 羽釜 道場 I
外 ： ハナ デ 3・鍔本オナ：1部サデ0沈.5c線m・、

やや密 並321 p28 P2 21 4 内：部ナデケ ・ エ・ハケ 8本 /!cm、
に ぷ い 黄 橙10YR7/3 ロ 縁 部1/8 南伊勢系

ロ縁ヨ コ

322 009-04 土師器 羽釜 道場 I p28 P2 不明
外： ナスデス付・沈着線、 ・ハケ5-6 本/!cm•

やや密 並 外内 ：： ににぷぷいい黄黄橙橙IOIOYYRR67//33、 鍔周辺部1/8 南伊勢系
内：オサエ・ハケ 7~,11本/tern

323 002--02 士師器 甕 道湯 I 包 含 膚 17 2 T匁 外内 ：： ョョ ココナナデデ、 やや粗 並 浅黄橙10YR8/3 ロ 縁 部1/8

324 056 -08 土師器 甕 道場 I 包含層 19 6 
外内 ： ナデ、

灰外明内褐黄：：灰灰褐灰7IO白白.SYR7 ! YO. SYR6YR7/RB2 /82/2/、2• • ：ハケ 4.---.... デ6本/1Cm、 やや粗 並 ロ 縁 部1/12
ロ縁部ヨコナ

325 054-02 士師器 甕 道場 I 包含層（下） 19 5 外内ロ縁：：部ナナデデ、・オサ工、 粗 並 浅黄橙IOYRB/3 頸口縁部部1/81/12、
ヨコナデ

326 012-06 陶器 小皿 道場 I 表土郷肖u 8 7 干悶 2 3 
外：ロ台ククロ付ナナ デ 糸切痕．

内：高ロ 貼ロ ナデデ・、自 然 釉
やや密 並 灰白NB/ 底口縁部3部/41/4、 山皿

327 012-04 陶器 椀 道場 I 包含膚 17 2 外内 ：： ロロククロロナナデデ、・自然釉 やや密 並 灰白2SYBIi ロ 縁 部1/10 山 茶 椀 、 渥 美 産

328 002-03 陶器 椀 道場 I 包含層 14 6 

” 
外内 ：： ロロククロロナナデデ、 自然釉 密 良 灰白N7/ 口 縁 部1/10 山 茶 椀 、 渥 美 産

329 002-04 陶器 椀 道場 I 包 含 膚 13 3 残4存.4 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 密 良 灰白SYB/1 ロ 縁 部1/7 山 茶 椀 、 尾 張 産

330 001 ~-04 陶器 椀 道場 I 包含層 不明 高7台.3 ~~ 外内：： ロロククロロナナデデ・灰高台か貼ぶ付り ナデ、 密 良 灰白75Y7/l 底部ほぽ完形 山 茶 椀 、 渥 美 産

331 001 -05 土師器 小 Jill 道場 I 包含層 7 2 0 95 外内：： オナサデ エ・ナデ、 やや密 並 に ぶ い 黄 橙10YR7/3 ロ 縁 部1/4 南伊勢系

332 057-08 土師器 小皿 道場 1 包含層 7 9 外内 ：： オナデサ工、 やや密 並 浅黄橙IOYR8/3 ロ 縁 部1/7 南伊勢系

333 001~02 土師器 鍋 道場 I 包含層 19 7 残4存.4 外内ロ縁：： ナデデ、
部ナヨ、コナデ

やや密 並 に ぷ い 黄 澄IOYR7/3 ロ 縁 部1/7 南伊勢系
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報告
実禰番号 種類 器種等 地区 出士位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

334 023-01 土師器 鍋 道場 I 包含層 28 6 外内ロ縁：：部ハナケデケズヨ コ5リ・ エ本ナ・/l具デスcナスm付デ・着・ナ、ケデズ・ リ、 やや密 並 外-内6：：/3にに、ぷぷ灰いい白黄黄10橙橙YR1010YRYR7/277、//4 3 体ロ縁部部1/41/3、 南伊勢系

335 001-03 土師器 鍋 道場 1 包含層 26 7 T閃 外内縁：・部ナナデデ、・スス付着、

口 ヨ コ ナ デ 、 口 縁 に ハ ケ 残 有
やや密 並 にぷい黄橙IOYR7/3 ロ縁部1/10 南伊勢系

336 002~01 土師器 羽釜 道場 1 包含層 不明 吋 外内ロ縁：・部ナオデ・スス付デ着、
サョエコナ・ ナデ 、 やや密 並 表断面面 ：； 灰にSぷYい4/黄1橙 IOYR6/4、 不明 南伊勢系

337 012-05 磁器 椀 道場 I 衰士椰削 16 6 外内 ：： ョョ ココナナデデ ・・ 施施釉釉、 密 良 釉胎士：灰：灰白7白.57Y.57Y/8l/l、 ロ縁部1/12 白磁

338 020-04 士師器 小皿 道場 II SK135 8 5 1 5 外内口 ：： 部オナサデ、エ ・ナデ、
やや密 並 外内 ：： 灰灰白白 lOlOYRYRBB//22、 1/2 

縁 ヨコナデ

高6台.4 
外： ロ台ククロ付ナナデナデ ・糸切痕．

339 085-02 陶器 椀 道場II SK135 不明 高貼デ、 密 良 灰白N7/ 底部1/2 山茶椀

内：ロロ

340 022-02 土師器 甕 道場II 包含層 17 7 外内：： ナハデケ 5・本ハ/!ケc5m本・/ナlcmデ、・オサエ やや密 並 黒外内2：： . 5灰灰Y黄白6/222 .. 、5SYYB7 // 2 2 • ロ縁部1/4

勺勺
外： ロ台ククロ付ナナデデナ ・底部ナデ・

341 058-03 陶器 椀 塩角 I SZlOO 不明 高貼デ、 やや粗 並 灰白NB/ 底部1/2 山茶椀、湿美産

内：ロロ

342 059-05 土師器 鍋 塩角 I SZlOO 不明 外内：： ョョココナナデデ ・オサエ、 やや密 並 ににぷぷいい揚黄7橙.S10YRYRS7/3/3• ロ縁部小片 南伊勢系

343 067-07 土師器 小皿 塩角 I SK103 7 9 1 9 外内：：オナサデエ・ナデ、 やや粗 並 暗に灰ぶNい3橙/7 5YR7/4 • 5/6 南伊勢系

344 058-09 士師器 皿 塩角 I S0104 9 2 外内 ：： ナナデデ、 やや密 並 灰白2SYB/2 ロ縁部1/6 南伊勢系

345 058-04 陶器 椀 塩角 I SD104 不明 勺ぢ 外：高ロ台クク貼ロ付ナナデナデデ・底部ナデ・

内：ロロ ・、自然釉
粗 並 灰灰白白 N5YS8//•l 底部2/3 山茶椀、濫美産

346 059~08 陶器 鉢 塩角 I SD104 不明 外内 ：： 回回転転ナナデデ、 粗 並 灰 N6/ ロ縁部小片 無釉陶器

347 058-05 土師器 皿 塩角 I S0105 11 6 外内ロ縁：：部ナナデデヨ、、コナデ やや密 並 灰白2SYB/2 ロ縁部1/10 南伊勢系

348 059-03 陶器 椀 塩角 I sr: 沿9 15 8 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 やや粗 並 灰白NB/ ロ縁部1/10 山茶椀

349 058-02 陶器 椀 塩角 I S099 不明 高7台.3 
外：高ロ台クク貼ロロ付ナナデデナデ・糸切痕後ナデ・

内：ロ ・使用痕顕著
やや密 並 灰白NB/ 底部完存 山茶椀、濫美産

350 058-08 士師器 小皿 塩角 I SD99 7 0 外内 ：： ナナデデ、 密 並 にぶい黄橙10YR7/3 ロ縁部小片 南伊勢系

351 056-03 陶器 椀 塩角 I cq5 P3 不明 勺悶
外：ロ台ククロ付ナナ デ・糸切嚢．

内：高ロ 貼ロ ナデデ・、スス付着
やや密 並 灰白N7/ 底部,Jヽ片 山茶椀

352 059-07 土師器 小皿 塩角 I
SB108 

7 9 外内~ ：： ナナ デデ、 やや粗 並 灰褐灰白210.5YRY86//ll• ロ縁部1/10 南伊勢系
(cq3 P2) 

353 057-10 士師器 小皿 塩角 I cr3 P3 7 0 a s 外内 ：： オナサデ工、 やや密 並 灰白lOYRB/2 ロ縁部1/8 南伊勢系

354 058~06 土師器 小皿 塩角 I (cqS4 B108 P4) 7 8 外内 ：： ナナデデ、 密 並 灰浅黄白橙10YR10YR8/82/•3 ロ縁部1/8 南伊勢系

355 059-01 士師器 羽釜 塩角 I SI刃9 不明
外：ハスケス付4着本/、le m ・鍔貼付ナデ・

粗 並 灰にぶ白lいOYR賀橙B/102YR6/3• 体部小片 南伊勢系

内：ナデ

356 063-07 加工円板 墟角 II S0109 直4径.8 
重さ

やや密 並 釉胎土：暗：灰赤褐白22 SSYYRB/32/、2 完形 陶部器を碗再利（天用目茶椀）の底

29.0g 

357 015-02 須恵器 高杯 東東久浦保I SH7 不明

” 
外内：： ロロククロロナナデデ、、 ナデ、 透かし 粗 並 灰白N7/ 脚部1/3

358 014-03 薦 高杯 東東浦久保I s碑 不明 残6存.9 外内 ：： 絞ナデり虞、 やや粗 並 灰にぷ白2い.橙5Y78./52YR7/4 • 脚部2/3 三方透孔

359 015~03 土師器 皿 東東浦久保I SD8 不明 吐 外内 ：： ヨョ ココ ナナデデ、 密 並 浅貧橙75YR8/3 不明

360 015-04 土師器 皿 東東濡久保I sr: 氾 不明 ~~ 外内ロ縁：：部ナナデデヨ、、コナデ 密 並 浅黄橙7SYRB/3 不明

361 013-06 土師器 高杯 東東浦久保I SDB 不明 T勺 外内：：オナサデ、エ・ナデ やや密 並 断浅面黄橙：育lO黒YR5BB/1.3、7/1 脚部4/5 三方透孔

東東久浦保I 弓勺
外： ロ台ククロ付ナナデデナ ・糸切痕・

362 013-04 陶器 椀 函 不明 高貼デ、 やや密 良 灰白NB/ 底部1/2 山茶椀
内：ロロ

363 014~04 弥生土器 高杯 東東浦久保I 包含層 不明 T巧 外：ナデ 粗 並 ににぶぶいい黄橙橙5YR10YR7/47/3• 脚部1/2 穿子しあり

364 014~05 土師器 皿 東東浦久保I 包含層 16.0 3 2 外内ロ縁：・部ナナデデ、・オサ工、 やや密 並 浅禍寅灰橙IOYR7.SYR6/1B/4• 1 /6  
ヨコナデ

365.. 074-04 弥生土器 高杯 試N郷os坑 不明 外：スミガカキシ 4・方クシ描凹線 8本・ やや粗 並 橙 25YR6/6 脚部1/2

366 072-02 弥生土器 甕 試拇No坑 16 0 
外内ロ縁： ・ 9 ケヽヶ ・剌突、

部/'ヨヽ コナデ
やや密 並 にぷい黄橙10YR7/2 ロ縁部1/10

367 069-05 土師器 杯 試No憫s坑2 13 9 3 75 外内ロ縁：・部オナサデ、エ ・ナデ、 やや密 並 にふ貰橙10YR7/4 ロ縁部小片
ョコナデ

368 079~10 土師器 椀 試No揮.30坑 13 5 3 1 外内ロ縁：・部オナサデ、エ ・ナデ、 やや密 並 外断内に面ぷ：：浅灰い：橙瞳賀白灰橙7IO.7YRSNYR.3S/YRB/72/B4• /、4、 1 /3  
ョコナデ

369 069-03 土師器 杯 試No攪.8l2坑 16 7 
外内口 ：： 部オナサデ、エ ・ナデ、

縁 ヨコナデ
密 並 にぷい橙75YR6/4 ロ縁部1/4

試No撹.106l坑 外内ロ縁：・ ハケケ 7-本ナ/デ81 本 /1C ffi、 浅浅寅貧2橙.510YYR8/38/•3 370 070-04 士師器 甕 18 2 ，，、 7 C ffi、 粗 並 ロ縁部1/4
部ヨコ

371 078-01 土師器 甕 試No視4l坑3 21 6 外内ロ縁：： 部99ヽヽケケヨ910コ本本ナ//1デlC e ffim、、 やや粗 並 にぶい黄橙10YR7/4 ロ縁部1/8

372 070-05 須恵器 杯身 試No螂.106坑 13 2 外内 ：： ロロ クク ロロナナデデ、 密 良 灰 NS/ 1 /5  

373 069-02 須恵器 杯 試No螂.82坑 13 1 

” 
4 0 外：高ロ台クク貼ロロ付ナナデデ・ナデ・

内：ロ デナ・、ナデ
やや密 良 灰灰N白41/0 YR 7 / • 体ロ縁部部1/4小片、

374 069-01 須恵器 壺 試No郷.73坑
頚部径 外内：： ロロククロロナナデデ ・自然釉、 やや密 良 灰灰白オ5リYー7/プ17• SY6/2 軍部1/4
6.0 

375 073-01 瓦 面戸瓦 試No.6郷 8坑 外内 ：： 織布目目 、 やや粗 並 外内 ：： 灰灰黄白22 S5YYS7//22 、 1 /3  

376 069-04 土師器 杯 試N凶珊l2坑 13 6 外内ロ縁：・部オナサデ、エ ・ナデ、 やや粗 並 外内 ：： 淡黄賃灰22 55YY85//3l、• 4/1 ロ縁部1/8
ヨコナデ

377 072-07 土師器 小皿 試No.攪6l坑7 7.9 1 3 外内ロ縁：：部オナサデ工、
ョヽ コナデ

やや粗 並 浅賃橙lOYRB/3 1 /8  

378 069-06 土師器 皿？ 試N攪o8l4坑 不明 勺ぢ 外内 ：： ナロデクロ・ 糸ナ切デ痕、 やや密 並 にぷい貧橙5YR7/4 存高台部ほぽ完 ロクロ土師器

379 070-02 土師器 甕 試No揖.9坑1 17 4 外内 ：： 部ナナ デデ、、 やや粗 並 灰外内黄：：掲にに10ぷぷYRいい橙賃67橙/2.510YRYR7/73/2、• ロ縁部1/8
ロ縁 ヨコナデ

380 075~01 土師器 甕 試No.拇12坑 19 0 外内ロ縁：：部ナナデデヨ コ・・ オオナササデ工エ、、 やや粗 並 灰白10YR8/2 1 /7  
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報告
実捐番号 種類 器種等 地区 出土位置

法量(cm)
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 ロ径底径器高

試撼坑
外：ナデ・オサ工、

381 075-02 土師器 甕 No12 
21 0 内：ナデ、 やや粗 並 灰白lOYRB/2 ロ縁部1/6

ロ縁部ヨ コ ナ デ

試螂坑
外：＊サエ・ナデ・ハケ、

にぷい黄橙10YR7/3•
382 070-01 土師器 甕 No.91 

20 8 内：ナデ、 粗 並 灰黄褐lOYRS/2-4/2
ロ 縁 部1/4

ロ縁部ヨコナデ

試視坑
外：ナデ・スス付着、

383 070-03 土師器 甕 No.91 
23 2 内：ナデ・スス付着、 やや粗 並 灰黄褐10YR6/2-5/2 ロ縁部1/10

ロ縁部ヨコナデ

外：ナデ・オサエ・

試撚坑
ケズリ・スス付着、

灰白 IOYRS/2•
384 074-01 士師器 甕 Nol2 

18 4 内：ナデ・ケズリ・ やや粗 並 灰黄褐10YR5/2
5/8 

工具あたり痕、

ロ縁部ヨコナデ

385 076-04 陶器 小皿
試揺坑

8 0 2 0 
外：ロクロナデ・糸切痕、

密 良 灰白25Y7 /1 1 /7  山血、尾張産
No43 内：ロクロ ナ デ

386 076-05 陶器 小皿
試掘坑

8 5 2 0 
外：ロクロナデ・糸切痕、

密 良 灰白N7/ 1 /4  山皿
No43 内：ロクロナデ

387 080-09 陶器 小皿
試珊坑

9 1 5 0 2 2 
外：ロクロナデ・糸切後ナデ、

やや粗 良 灰白N7/
ロ 縁 部1/3、 山皿、

No.43 内：ロクロ ナ デ 底部2/3 底部外面墨書「水」？

388 075-03 陶器 椀
試掘坑

17 1 
高台

5 6 
外 ： 高ロ台ク貼ロ付ナデナデ・糸・籾切殻痕痕．、

やや密 並 灰白NB/ 1 /4  山 茶 椀 、 濡 美 産
Nol5 8 9 内：ロクロナデ・自然釉．

使用 痕l111著

試揖坑 高台
外：ロクロナデ・糸切痕．

389 077-01 陶器 椀 No43 
15 5 

8.0 
5 2 高 台貼付ナデ・籾殻痕、 密 良 灰白25Y7/l 1 /3  山茶椀、尾張産

内：ロク ロ ナ デ

390 080-05 陶器 椀
試郷坑

14 7 
外：ロクロナデ｀

やや粗 良 灰白NB/ 口縁部1/7 山茶椀、尾張産
No28 内：ロクロナデ

391 077-06 陶器 椀
試掘坑

14 2 
外：ロクロナデ｀

密 良 灰白N7/ ロ 縁 部1/6 山ロ縁茶椀部、に湿墨付美産着、
No39 内 ：ロ クロナデ・自然釉

392 077-02 陶器 椀
試提l坑

14 2 
外：ロクロナデ、

密 良 灰白25Y7 /1 ロ縁部1/6 山茶椀
N043 内：ロクロナデ

393 078-03 陶器 椀
試獨坑

15 4 
外：ロクロナデ、

やや密 良 黄灰25Y6/l ロ 縁 部1/12 山茶椀、尾張産
No.37 内：ロクロ ナ デ

394 077-03 陶器 椀
試螂坑

14 4 
外：ロクロナデ、

やや粗 良 灰白5Y8/l ロ縁部1/8 山茶椀、尾張（知多）産
No.43 内：ロクロナデ

試珊坑 高台
外：ロクロナデ・糸切直・

外：灰白2SY8/l、
395 071-03 陶器 椀 No.72 

不明
7 4 

高台貼付ナデ、 やや密 並 内：灰白NS/
底部1/3 山茶椀、尾張産

内：ロクロ ナ デ

外：ロクロナデ・糸切痕．
外：灰白5Y8/1、

396 071-04 陶器 椀
試郷坑 高台 高台貼付ナデ、

やや密 並 内：灰白5Y8/l• 底部5/12
山茶椀、尾張産、

No99 7 5 内：ロクロナデ・使用痕顕著・ 転用硯か？

墨？
黄灰2.5Y5/1

試郷坑 高台
外：ロクロナデ・ナデ・

397 080-08 陶器 椀 No.61 
不明

7 5 
高台貼付ナデ、 やや密 良 灰白N7/ 底部完存 山 茶 椀 、 渥 美 産

内：ロクロナデ・ナデ

試No.3珊 2坑
高台

外：ロクロナデ・高台貼付ナデ・

398 080-06 陶器 椀 不明
7 4 

籾殻痕、 やや粗 良 灰白5Y8/l 底部1/3 山茶椀、尾張産

内：ロクロナデ・ナデ

試掘坑 高台
外：ロクロナデ・糸切痕．

山茶椀、
399 071-02 陶器 椀 No99 

不明
7 3 

高台貼付ナデ、 やや密 並 灰白5Y8/l 底部1/2
転 用硯か？

内：ロクロ ナ デ ・ 墨 ？

試揮坑 高台 外： ロクロナデデ・・使糸・用籾切痕殻痕痕顕． 
400 071-01 陶器 椀 Nogg 不明

8 2 
高台貼 付 ナ 、 やや密 並 灰白5Y7/l 底部完形 山茶椀、渥美産

内：ロクロナデ 痕顕著

試No掘39坑
高台

外：ロクロナデ・糸切痕．

401 077-05 陶器 椀 不明
8 5 

高台貼付ナデ、 密 良 灰白2SYB/1 底部1/4 山 茶 椀 、 尾 張 産

内：ロクロナデ

402 080-02 陶器 椀
試螂坑

不明
高台 外： 高ロ台ク貼ロ付ナデナデ・糸・切籾痕殻痕・、

やや密 良 灰白NB/ 底部1/4 山茶椀
No.15 8 8 

内：ロクロ ナ デ

試揮坑 高台
外：ロクロナデ・糸切痕・

403 oso~o4 陶器 椀 No27 
不明

6 8 
高台貼付ナデ、 粗 良 灰白N7/ 底部完存 山茶椀、尾張産

内：ロクロナデ・自然釉

404 071-05 陶器 椀
試郷坑

不明
高台 外：ロクロナデ・高台貼付ナデ、

やや密 並 灰白NB/ 底部1/5 山茶椀、渥美産
No.37 7 6 内：ロクロナデ・自然釉

405 079-01 士師器 皿
試捷坑

12 3 
外：オサエ・ナデ、

やや密 並 灰白IOYRS/2 1/4 南伊勢系
No15 内：ナデ

406 079-02 士師器 皿
試掘坑

11 5 
外：オサエ・ナデ、

やや密 並 灰白10YR8/2 口縁部1/5 南伊勢系
Na!S 内：ナデ

試珊坑 外：オサエ・ナデ、
ロ縁部ほぽ完

407 074-02 土師器 皿 No.12 
11 8 2 5 

内：ナデ
やや密 並 灰白25YB/l 存、 南伊勢系

底部1/3

408 079-06 士師器 皿
試拇l坑

8 2 1 45 
外：オサエ・ナデ、

やや密 並 灰白!OYRB/2 1/4 
南伊勢系、

No.15 内：ナデ 歪み大

409 079-08 士師器 小皿
試椰坑

7 5 1 1 
外：オサエ・ナデ、

粗 並 灰白10YR8/2• 2 5Y8/2 1 /3  南伊勢系
N<115 内：ナデ

410 078-04 士師器 小皿
試螂坑

7 0 1 2 
外：オサエ・ナデ、

粗 並 浅黄25Y7/3 1/3 
No.43 内：ナデ

411 074-03 土師器 小皿 試N<>珊lS坑 7 9 1.15 
外：オサエ・ナデ、

やや粗 並 灰白25Y8/l 7/8 
南伊勢系、

内：ナデ 歪み大

412 079-04 士師器 皿
試螂坑

8 2 0 9 
外：オサエ・ナデ、

やや密 並 灰白lOYRB/2・灰5Y5/l ロ 縁 部1/3 南伊勢系
No1S 内：ナデ

413 079-03 土師器 皿
試掘坑

8 4 I 15 
外：オサエ・ナデ、

やや密 並 灰白10YR8/2 ロ縁部1/4 南伊勢系
N<115 内：ナデ

414 079-05 土師器 小皿
試郷坑

7 6 I 4 
外：オサエ・ナデ、

やや粗 並 灰白IOYRB/2 1/4 南伊勢系
Nol5 内：ナデ

415 079-09 士師器 小皿
試掘坑

7 5 1 1 
外：オサエ・ナデ、

やや密 並 灰白lOYRB/2• 2 5YB/2 1 /3  南伊勢系
NaIS 内：ナデ

416 079-07 土師器 小皿
試椰坑

7 9 1 2 
外：オサエ・ナデ、

やや粗 並 灰白IOYRB/2 J/2 南伊勢系
No15 内：ナデ

417 076-03 士師器 鍋
試視l坑

34 6 
外：ヨコナデ・スス付着、

やや密 並 にぷい橙75YR7/3 口縁部1/10 南伊勢系
No21 内：工具ナデ・ョコナデ

外：鍔貼付ナデ、

418 053-06 士師器 羽釜 道場 工事立会 18 8 内：ナデ、 密 並 に ぶ い 黄 橙IOYR7/3 ロ縁部1/3 南伊勢系

ロ縁部ヨ コ ナ デ

試視l坑
外 ： 鍔 貼付ナデ・焼成前穿孔 1つ、

灰外白：褐lOYR灰 10BYR/2、4/l• 
419 072-01 士師器 羽釜 No.63 

23 I 内：オサエ・ナデ、 やや密 並 ロ縁部小片 南伊勢系

ロ縁部ヨ コ ナ デ 内：灰白lOYRB/2

420 080-01 磁器 椀
試螂坑

不明
高台 外：ロクロナデ・底部ケズリ・施釉、

密 良
胎 土 ： 灰 白75Y7/l、

底部完存 青磁
No!S 6 0 内：ロクロナデ・施釉 釉：灰オリープ75Y5/2 

421 071-08 陶器 皿
試珊坑

10 8 
高台

Z 5 
外：ロクロナデ・施釉・輪ドチ填、

やや密 並
胎土：淡賀25Y8/3、

5/6 耀 戸 産 、 端 反 皿
ND.68 5 5 内：ロクロナデ・施釉 釉：灰白75Y7/2 

試郷坑 外：ナデ・オサエ・三足、 にぷい橙25YR6/4、
ロ 縁 部1/2、

422 076-02 陶器 戎火鉢 18 4 やや粗 並 体部ほぼ完存、 常滑産「赤物」
No21 内：ナデ・ヘラ記号あり 断：橙5YR7/6

脚 1のみ

423 076-01 陶器 土管
試撓坑

21 4 
外：ナデ、

粗 並 断にぷ：浅い褐黄7橙.5lOYRYR6/B3/3、 ロ縁部1/4 常近滑世産末、期
No.21 内：ナデ・オサエ

424 072-03 瓦質士器 火舎
試細坑

体32部.8径 外内：：沈ゴご線Aナ・突ラゴ帯・ スタンプ、 やや密 並 灰 N5/ 体部1/5 奈良火鉢
No65 

425 080-10 土製品 土錘
試郷坑 長さ 饂 重さ

やや密 良 灰白25Y8/2 ほぽ完形
NO.: 刃 3 8 2 75 22.9g 

426 072-06 士製品 土錘
試輝坑 長さ 幅 重さ

やや密 並 にぶい橙7SYR7/4 完形
No99 4 5 2.0 14 lg 

第12表遺物観察表⑨
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N 自然科学分析

1 川島遺跡における自然科学分析

はじめに

川島遺跡（三重県松阪市所在）は櫛田川右岸の沖

積低地に位置し、今回の発掘調査で室町時代の掘立

柱建物跡・溝跡・土壊、中世の井戸跡などが検出さ

れている。

これらの土壊の中でSK28は、形態的特徴から墓

として利用されていたと考えられているが、人骨や

副葬品など墓であることを示唆する遺物が出土して

いず、その用途については不明である。そこで今回、

SK28の用途について検討を行うためリ‘ノ・カルシ

ウム分析を実施する。また、 SK38は、室町時代末

期の須恵器壺内に骨片が多数認められた。そこで、

当時の動物利用などに関する情報を得るため、この

骨の特徴を把握することにした。

1 試料

リン・カルシウム分析を行う試料は、室町時代の

墓壊と考えられているSX28の覆土から 4点（試料

番号 1"--'4) 、対照試料として遺構直近の検出面か

ら1点（試料番号 5) 、また耕作土から 2点（試料

番号 6• 7) の合計 7点が採取された。これら試料

は、 2.5Y4/3オリープ褐"--'2.5Y 4/1黄褐色を呈する、

埴壌土ないし軽埴士よりなる。なお、土色は新版標

準土色帖に（農林省農林水産技術会議事務局監修，

1967) 、土質は士壌調査ハ‘ノドブック（ペドロジス

卜懇談会編， 1984) に基づく。なお、試料の詳細は

結果とともに表示する。また、図 1にSX28の試料

採取位置を示す。

骨同定は、 SK38から出土した須恵器壺の内部に

あった骨片30点である。クリーニ‘ノグの終了した状

態で、 1点ごとに番号が付されている。試料の詳細

は、結果とともに表示する。

2 分析方法

(1) リン・カルシウム分析

リン酸は硝酸・過塩素酸分解ーバナドモリブデ‘ノ

酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分解ー原子

吸光光度法、腐植はチューリ‘ノ法でそれぞれ行った

（土壌簑分測定法委員会， 1981)。以下に、各項目

の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mmの節を通過

させる（風乾細士試料）。風乾細士試料の水分を加

熱減量法 (105℃、 5時間）により測定する。風乾

細士試料の一部を粉砕し、 0.5mm<Pのふるいを全

通させる（微粉砕試料）。

風乾細士試料2.00gをケルダール分解フラスコに

秤量し、硝酸約 5mlを加えて加熱分解する。放冷

後、過塩素酸約10mlを加えて再び加熱分解を行う。

分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。ろ液

の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて、

分光光度計によりリ‘ノ酸 (P20s)濃度を測定する。

別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を

加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム (CaO)

濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求め

た水分量から、乾士あたりのリ‘ノ酸含量（巳Os

mg/g)とカルシウム含量 (CaOmg/g) を求める。

(2)骨同定

一般工作用接着剤で接合し、肉眼観察により種と

部位の同定を行う。同定は、金子浩昌氏にお願いし

た。

◎ 
B_ 

”三ー鼻出
第67図 S K28覆土の試料採取位置
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3 結果

(1) リン・カルシウム分析

結果を表 1に示す。分析の結果、リソ酸含量が

0. 85"-5. 63P心 mg/g、カルシウム含量が3.32"-

8.47Ca0mg/gであった。リン酸、カルシウムとも、

耕作士から採取された試料番号 6• 7で高い値を示

す。

(2)骨同定

B区SK38埋土中の須恵器壺内から検出された骨

は、ウマ (Equuscaballus)の左上顎臼歯片である。

標本は30点の破片にNo. 1 ,___, 30の番号を付けて採取

されてし、たが、 No.1• 3• 6·7·12• 15• 18が

接合した。おそらく同一の臼歯が破損したものと思

われる。歯の部位は不明。

4 考察

(1) SX28の内容物推定

分析の結果、リン酸・カルシウムは、試料問にお

いてほぼ同様な挙動を示すものの（図 2) 、SX28

埋土およびSX28付近の検出面から採取された試料

番号 1"-5 と耕作土から採取された試料番号 6• 7 

で、両成分含量に違いが認められる。すなわち、前

者はリ‘ノ酸含量が0.85"-1. 31P20smg/ g、カルシウ

ム含量が約3.57"-3. 97Ca0mg/ gである。これに対

して、後者はリ‘ノ酸含量が2.64"-5. 63P20smg/ g、4.

79"-'8. 47Ca0mg/ gであり、前者と比較すると高い

値が得られる。すなわち、耕作土では、農耕に伴う

人為的な影響など、外的要因で両成分が富化されて

いることが顕著に現れている。

また、リン酸が土壌中で普通に含まれる量、いわ

ゆる天然賦存量については、 Bowen(1983) 、

Bolt & Bruggenwert (1980) 、川崎ほか (1991) 、

天野ほか (1991) などの調査例がある。これらの事

例から推定される天然賦存量の上限は、約3.0P20s

mg/g程度である。化学肥料の施用など人為的な影

響を受けた黒ボク土の既耕地で、 5.5P20smg/ gとい

う報告例がある（川崎ほか， 1991)。なお、各調査

例の記載単位が異なるため、ここではすべて巳Os

mg/gで統一している。カルシウムの天然賦存量は

含有幅が大きいが、普通 1"-'50Ca0mg/ gとされて

いる（藤貫， 1979)。これらの調査事例と比較する

と、土坑埋土のリン酸・カルシウム含量は、いずれ
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の試料も天然賦存量の範囲内にある。また、一般的

に自然状態において、土壌中の化学成分は均質にな

る性質があるが、人為的な埋納が行われた場合、場

所によって理化学成分が局在する場合が認められる

（例えば、中根， 1992;中根・馬場， 1995など）。

SX28埋土の場合、試料間によるバラッキもほとん

ど認められない。

以上のことから、 SX28埋土には両成分が著しく

富化されていると言えない。したがって、今回得ら

れたリン・カルシウム分析結果は、 SX28内に遺体

が埋納されていたことを積極的に示唆するものでな

い。今後、この土坑の用途については、今後遺構の

埋積過程、動物由来の脂肪酸やステロールの検出な

ど、多角的に調査した上で改めて検討を行いたい。

(2) SK38出土動物骨

須恵器壺内の骨は、ウマの臼歯片であった。現存

高51.0mm前後であり、 5,.__., 6歳前後の個体と推定

される。この歯が須恵器の壺中から検出されたとい

うことであり、馬歯つまりウマに関わる祭祀的な意

味があるものとすれば、興味ある出土例である。し

かし、いまのところ類例に乏しく、具体的な祭祀の

意味などについてはよくわからない。

（パリノ・サーヴェイ株式会社）

2 川島遺跡における環境考古学分析

1 種実同定

(1) 原理

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆

積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその群

集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要

素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能であ

る。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や

固有の植生環境を調べることができる。

(2)試料

川島遺跡、道場 I 地区 SE15•16 より採取さ

れた水洗選別済み試料 2点である。

(3) 方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的

特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示し



た。

(4)結果

a 分類群

樹木 2が同定された。学名、和名および粒数を第

1 4表に示し、主要な分類群を写真に示す。以下に

同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

ツブラジイ Castanopsis cuspidata Schottky. 

堅果ブナ科

堅果は広卵形を呈し、先端に花柱が見られる。

スモモ Prunus salicina Lindley 核バラ科

淡褐色で扁平楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。

表面は粗い。

b 種実群集の特徴

SE 1 5でスモモ核が同定された。

SE 1 6でツブラジイ堅果が同定された。

(5)種実同定から推定される植生と農耕

大型種実のツブラジイ堅果、スモモ核が同定され

た。ツブラジイ堅果は食用となる野生植物で、スモ

モは在来の果樹である。

2 樹種同定

(1) 原理

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合

体であり、その構造は年輪が形成され針葉樹材や広

葉樹材で特徴ある組織をもつ。そのため、解剖学的

に概ね属レベルの同定が可能となる。木材は大型の

植物遺体であるため移動性が少なく、堆積環境によっ

ては現地性の森林植生の推定が可能になる。考古学

では木材の利用状況や流通を探る手がかりになる。

(2)試料

試料は、川島遺跡において、掘立柱建物 SB40

ないしそれに隣接する地点より出土した炭化材 20 

点である。時代は室町時代である。

(3)方法

試料は割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断

面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡に

よって 75-750倍で観察した。同定は解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

(4)結果

結果は第 2表に示し、主要な分類群の顕微鏡写真

を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。
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マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 

マツ科 (PL. 3 3) 

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平

樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂

道が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。

放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型であ

るが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定され

る。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマッ

があり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に

分布する。常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広く用いられる。

スギ Cryptomeria japonica D. Don スギ科 (P

L. 3 3) 

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材

部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ

型で、 1分野に 2個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、

1 1 0細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在す

る。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、

四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で、高さ 40m、径 2mに達する。材は軽軟であ

るが強靱で、広く用いられる。

ヒノキ属 Chamaecyparis o btusa Endl. ヒノキ

科 (PL. 3 3) 

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はゆるやかで、晩

材部の幅はきわめて狭い。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、 1分野に 2

個存在するが、型は不明瞭である。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型であ

る。樹脂細胞が見られる。



調査区 番号 士性 土 色 已Os(mg/g) CaO(mg/g) 備 考

B地区 1 CL  2.5Y4/3 オリーブ褐 1.19 3.67 墓壌SX28埋土

2 CL  2.5Y4/3 オリーブ褐 1.00 3.57 墓壌SX28埋土

3 CL  2.5Y4/3 オリープ褐 1.15 3.7 墓壊SX28埋土

4 CL  2.5Y4/3 オリーブ褐 1.31 3.97 墓壌SX28埋土

5 CL  2.5Y4/3 オリープ褐 0.85 3.32 墓壊SX28直近の検出面

6 LiC 2.5Y4/1 黄褐 2.64 4.79 墓壌SX28直近の耕作土

7 LiC 2.5Y4/1 黄褐 5.63 8.47 耕作士

注 1)士色：マ、ノセル表色系に準じた新版標準士色帖（農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。

注2)土質：士壌調査ハ‘ノドブック（ペドロジスト懇談会編， 1984)に基づく。

CL…埴壌士（粘士1s~2s%、シルト 20~45%、砂3~65%)

LiC・・・ 軽埴士（粘土25~45%、シルト o~45%、砂10~55%)

第13表 リン・カルシウム分析結果

分類群

学名

Arbor 

和名

樹木

部位

Casta加 Psis cus仮data Schottky ツブラジイ 堅果

Prnn:us salicina Lindley 

Total 

第14表川島遺跡における種実同定結果

スモモ 核

合計

8-051 

SE15 SE16 

試料番号 士也区 遺構等 備考 結果（和名／学名）

1 B-017 Pl SB40 コナラ属アカガヽン亜属 Quercus su bgen. Cyclo balanopsis 

2 B-017 Pl SB40 タケ亜科 Bambusoideae 

3 B-017 Pl SB40 ハイノキ属 Symplocos 

4 B-017 Pl SB40 ハイノキ属 Symplocos 

5 B-017 P2 SB40 クリ Castanea crenata Sie b. et Zucc. 

6 B-017 P2 SB40 カキノキ属 Diospyros 

7 B-017 P2 SB40 マダケ Phyllostachys bambusoides Sieb. et Zucc. 

8 B-pl7 P6 SB40 マツ属単維管束亜属 Pin us subgen. Haploxylon 

， B-017 P2 SB40に隣接 散孔材 diffuse-porous wood 

10 B-017 P2 SB40に隣接 ヒノキ属 Chamaecyparis 

11 B-017 P2 SB40に隣接 ヒノキ属 Chamaecyparis 

12 B-p17 P8 SB40に隣接 散孔材 diffuse-porous wood 

13 B-p17 P8 SB40に隣接 スギ Cryptomeria japonica D. Don 

14 B-pl7 P8 SB40に隣接 マツ属単維管束亜属 Pin us subgen. Haploxylon 

15 B-016 P4 SB40に隣接 コナラ属アカガシ亜属 Quercus su bgen. Cyclo balanopsis 

16 B-016 P4 SB40に隣接 コナラ属アカガヽン亜属 Quercus su bgen. Cyclo balanopsis 

17 B-016 P4 SB40に隣接 ヒノキ科 Cupressaceae 

18 B-017 P4 SB40 散孔材 diffuse-porous wood 

19 B-017 P4 SB40 マツ属単維管束亜属 Pin us subgen. Haploxylon 

20 B-017 P4 SB40 マツ属単維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 

第15表 川島遺跡における樹種同定結果
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以上の形質よりヒノキ属に同定される。ヒノキ属

には、ヒノキとサワラがあり、どちらも常緑高木で

ある。通常高さ 40m、径 1. 5 mに達する。

ヒノキ科 Cupressaceae 

横断面、放射断面、接線断面共にヒノキ科の特徴

を示し、分野壁孔の型及び 1分野に存在する個数が

不明瞭なものはヒノキ科とした。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列

する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激

に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織

は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型であ

る。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道

の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高

木で、通常高さ 20m、径40cmぐらいであるが、

大きいものは高さ 30m、径 2mに達する。耐朽性

強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、

現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪

炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus su bgen. Cyclo ha 

-lanopsis プナ科 (PL. 3 4) 

横断面：中型から大型の道管が、 1ー数列幅で年

輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平

伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列の

ものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質よりコナラ属アカガ、ン亜属に同定され

る。コナラ属アカガヽン亜属にはアカガ、ン、イチイガ

シ、アラカシ、シラカ、ンなどがあり、本州、四国、

九州に分布する。常緑高木で、高さ 30m、径 1.

5m以上に達する。材は堅硬で強靱、弾力性強く耐

湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

カキノキ属 Diospyros カキノキ科

横断面：中型の道管が、単独および 2-3個放射
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方向に複合して、平等に分布する散孔材である。道

管の壁は厚い。柔細胞は周囲状および接線状に配列

する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異

性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で 1-2細

胞幅である。いずれの放射組織も高さがほぼ同じで、

層階状に配列する傾向を示す。

以上の形質よりカキノキ属に同定される。カキノ

キ属は、本州、四国、九州に分布する。落薬の高木

で、通常高さ 20m、径 lmぐらいに達する。材は、

建築、器具などに用いられる。

ハイノキ属 Symplocos ハイノキ科 (PL. 3 4) 

横断面：小型で角張った道管が、単独あるいは 2

-4個不規則に複合して散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔

穿孔で、階段の数は 20-50本ぐらいである。道

管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は異

性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、 1-3 

細胞幅である。道管の内壁にはらせん肥厚が存在す

る。

以上の形質よりハイノキ属に同定される。ハイノ

キ属には、ハイノキ、クロバイ、サワフタギ、クロ

キなどがあり、北海道、本州、四国、九州、沖縄に

分布する。常緑または落葉性の高木または低木であ

る。

マダケ Phyllostachys barn busoides Sie b. et 

Zucc. 

イネ科 (PL. 3 4) 

横断面：基本組織である柔細胞の中に並立維管束

が不規則に分布する。並立維管束は木部と師部から

なり、その周囲に維管束鞘が存在する。

放射断面及び接線断面：柔細胞及び維管束、維管

束鞘が梓軸方向に配列している。

以上の形質よりタケ亜科 (Bambusoideae) の材

に同定され、復元径が 5cm以上になり、節の部分

が2段になっているのでマダケに同定される。マダ

ケは本州、四国、九州、沖縄に分布し、高さ20m、

直径 5cm以上である。材は伸縮性が小さいので、

物差し、尺八、提灯や傘の骨、熊手などに用いられ



る。

タケ亜科 Bambusoideae イネ科

横断面：基本組織である柔細胞の中に並立維管束

が不規則に分布する。並立維管束は木部と師部から

なり、その周囲に維管束鞘が存在する。

放射断面及び接線断面：柔細胞及び維管束、維管

束鞘が拝軸方向に配列している。

以上の形質よりタケ亜科に同定される。なお、本

試料は復元径が 5cm以上になることから、マダケ

(P. barn busoides S. et Z.) である可能性が高いが、

小片であり、節部分が存在しないので、同定にはい

たらなかった。

散孔材 diffuse-porous wood 

横断面：小型の道管が散在する。

放射断面：道管が存在する。

接線断面：放射組織が存在する。

以上の形質より散孔材に同定される。なお本試料

は、保存状態が悪く、広範囲の観察が困難な為、散

孔材の同定にとどまる。

(5) 所見

同定の結果、川島遺跡より出土した炭化材はマッ

属複維管束亜属 4、コナラ属アカガシ亜属、散孔材

各 3、ハイノキ属、ヒノキ属各 2、タケ亜科、クリ、

カキノキ属、マダケ、スギ、ヒノキ科各 1であった。

多く出士したマツ属複維管束亜属は二次林を形成す

るアカマツと海岸林を形成するクロマツとがある。

いずれの材も水湿によく耐える材である。コナラ属

アカガシ亜属は一般に力、ンと総称されるがイチイガ

シやアラカシなど多くの種があり、温帯下部の暖温

帯の照葉樹林を形成する主要高木である。イチイガ

、ンは自然度が高いが、アラカ、ンは二次林性でもある。

出土した樹種は湿帯中部から下部の暖温帯に分布す

る樹種が多く、本遺跡の周辺地域にも普通に分布し

ていたと考えられる。 （環境考古研究会）

3 放射線炭素年代測定

SB 4 0柱穴及び周辺柱穴出土炭化物の年代測定

を行ったところ、以下のような測定結果をえること

ができた。測定については、名古屋大学年代測定資

料研究センタータンデトロ‘ノ加速器年代測定実験室
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中村俊夫教授に協力していただいた。前項で樹種同

定を炭化材と同一のものを測定している。

（小演学）
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1℃年代を暦年代に較正した年代

試料番号 試料採取遺構 地区
0 I℃ PDB 

l℃ age(BP) 
(Stuiver et al, 1998) 

(permil) ＊上段：暦年代較正値下段：士laの暦年代範囲
(probability) 

Cal AD 1439 
1 

SB40 
道場 I地区 -27 458士37 Cal AD 1419-1455 (92.8%) 

015-Pl 
Cal AD 1456-1459(5.8%) 

SB40 
道場 I地区 -24.9 447士36

Cal AD 1441 
2 

017-Pl Cal AD 1428-1469 (100%) 

SB40 
道場 I地区 -27.2 475士37

Cal AD 1436 
3 

ol7-P2 Cal AD 1414-1446 (100%) 

SB40 
道場 I地区 -27.1 736士37

Cal AD 1281 
4 

o17-P6 Cal AD 1259-1295 (100%) 

Cal AD 1454 
5 

SB40 
道場 I地区 -25.4 407士36 Cal AD 1439-1493 (90.6%) 

ol6-P4 
CalAD1601-1612 (9.4%) 

Cal AD 1238, 1345, 1394 
SB40 

道場 I地区 -25.3 595士36
Cal AD 1305-1335 (44. 6%) 

6 
ol7-P6 Cal AD 1335-1355 (29. 7%) 

CalAD1386-1401 (23.1%) 

Cal AD 1526, 1557, 1631 
7 SK27 道場 I地区 -26.8 320士36 Cal AD 1517-1597 (80. 5%) 

Cal AD 1618-1639 (19. 5%) 

道場 I地区 -25.2 413土36
Cal AD 1451 

8 SK28 
Cal AD 1437-1491 (95.5%) 

Cal AD 1452 ， SK24 道場 I地区 -27.3 410士37 Cal AD 1438-1493 (91.1%) 
Cal AD 1602-1611 (8.9%) 

CalAD998 
10 

SA133 
奥垣内8地区 -24.8 1048士37 Cal AD 904-910 (6.1%) 

cd4-P6 
Cal AD 976-1022 (93. 9%) 

Cal AD 599 
11 

SA133 
奥垣内8地区 -27.9 1483士40 Cal AD 542-554 (13.0%) 

cd4-P7 
Cal AD 556-620 (83. 7%) 

Cal AD 1299 
12 

SB130 
奥垣内8地区 -27.9 663士38 Cal AD 1288-1312 (40. 2%) 

cd4-P5 
Cal AD 1354-1387 (59.8%) 

Cal AD652 
13 

SB132 
奥垣内8地区 -30.1 1401士46 Cal AD604-614 (10.1%) 

ce6-P5 
Cal AD 614-666 (89.9%) 

道場 I地区 -24.5 424土35
Cal AD 1447 

14 pl7-P8 
Cal AD 1437-1482 (100%) 

Cal AD 1298 
15 ol7-P2 道場 I地区 -26.8 669士37 Cal AD 1285-1307 (43.0%) 

Cal AD 1354-1387 (57. 0%) 

道場 I地区 -27 501士37
Cal AD 1425 

16 pl6-Pl 
Cal AD 1409-1438 (100%) 

0℃年代値は BPの単位で、西暦1950年から過去へ遡った年代値で示されいる。

℃の半減期として、国際的に用いられているLibbyの半減期5,568年を用いて 1℃年代値を算出した。

0年代値の誤差はonesigma (士 Ia ; I標準偏差）を示す。これは、同じ条件で測定を100回繰り返したとすると、測定結果が

誤差範囲内に入る割合が68回である事を意味する。誤差を表示の 2倍（士 2a ; 2標準偏差）にとると、誤差範囲に入る割合は

95回になる。

0いCPDBを用いて炭素同位体分別の補正を行った。すなわち、 Conventional1℃ age (同位体分別補正 1℃年代）。

0*)1℃年代値から暦年代への較正は、樹木年輪についての 1℃濃度測定から得られた較正データを用いる。ここでは、 INTCAL9

8較正データ (Stuiver,M. etal, 1998, Radiocarbon, 40, p. 1041-1083)と較正プログラムCALIBRev 4. 3 (Stuiver & Reimer, 

1993, Radiocarbon, 35, 215-230)を用いて較正を行った。

0*)暦年代は、 1℃年代値が、 1℃年代値ー暦年代較正曲線と交わる点の暦年代値、および真の年代が入る可能性が高い暦年代範

囲で示される。また、真の年代が、表示されたすべての範囲のどれかに入る確率が68%(1 a)。年代範囲の後に示された確率

は、 68%のうちで、さらに特定の年代範囲に入る確率を示す。また、確率が 5%より小さいの場合には記載を省略した。

第16表放射性炭素年代測定結果
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川島遺跡群周辺の景観復原

今回の川島遺跡群の発掘調査では流路跡がいくつ

か確認されている。確認された流路跡は大きく分け

て大流路と小流路に分けられ、その何本もの流路が

入り組んでいた状況であったことがわかる。第II章

でも触れたが、現在の櫛田川下流域は10世紀以降の

ものとされている。そのため川島遺跡群の周辺は水

場の悪い土地であったことは容易に想像できる。こ

こでは調査結果といくつかの先学の成果や旧地形を

見て、中世を中心とした川島遺跡群周辺の景観とそ

こから考えられることについて触れたい。

まず現地形を見ると、字古屋敷の西側に流路の痕

跡が見える。この流路は塩角 II地区で検出された大

流路SD109につながるものと考えられ、塩角 I地区

のSKlOOも同一のものの可能性が考えられる。この

流路は明らかに現在の櫛田川本流によるものと考え

られる。現在のような流れに固定するのは、 SD109

の埋没時期に見るように近世以降のことのようだ。

次に第68図は明治19"-'20年段階の地籍図である。

これに今回の調査区の位置を合成した。これを見た

時、奥垣内III地区で検出された大流路SD95の流れ

と地割りが一致することが目につく。そしてこれを

参考に、地割りからおおまかながら流路が復原でき

る。調査区以南についてはおおよそ復原でき、字一

ノ堰を通って、現河道へと遡ることができる（想定

流路 1)。

川島遺跡群周辺の流路復原については、すでに谷

岡武雄氏のものがある。谷岡氏の復原は当時の地割

りより推測したものである。これは字ーノ堰の東方

の地割りの乱れに相当するものと考えられ（想定流

路 2) 、字高柳の辺りで想定流路 1と合流していた

可能性も考えられる。谷岡氏はかつての櫛田川本流

を、 「保津において二手に分かれ、西側のものがか

なり長期にわたり本流をなしていたことになる。」

としている。この「西側のもの」が想定流路 1にあ

たるのか 2にあたるのかは不明である。しかし、合

流地点より下流である奥垣内III地区検出の大流路S

D95は、かつての櫛田川本流であった可能性も考え

られよう。 SD95の最下層では山茶椀の出土があり、

この櫛田川旧本流は中世まで存続していたことにな

る。

谷岡氏はこれより下流については「牛草から北へ

向かうもの」 「それより西方の浜垣内と松名瀬との

間を北へ抜けるもの」 「現在の櫛田川下流部のコー

スを辿るもの」の 3つを考えている。谷岡氏の意見

を踏まえて第69図を見ると、川島村・東久保村以北

は地割りがかなり乱れており、ここに流路を想定す

ることが可能である。おそらく明治19,..___.,20年段階の

集落を避ける形で想定されようが、この地籍図から

明瞭な痕跡を見出すことができなかったため、今回

は復原を避けた。

この他にも今回の調査では、各地区で小流路が検

出されている。前述のとおり川島遺跡群周辺では大・

小の流路が入り組んだ地形であったと考えられ、そ

の景観は文字通り「川に浮かぶ島」であったと言え

る。現在の魚見町字下起付近では、つい最近まで浸

水による被害が大きかったらしく、この付近での生

活は水との戦いであったようだ。

ところでこの付近一帯には中世前期を中心に魚見

御薗が存在したことが知れる。調査では平安末期か

ら鎌倉期にかけての遺構・遺物もいくつか確認でき、

おそらくそれらは魚見御薗に関連する遺構・遺物と

して考えられる。現在「魚見」と呼ばれる地域は、

魚見町のみならず川島町をも含んだ範囲のことを指

す。流路の復原状況から中世における「魚見」の地

域範囲も自ずと限定されよう。またこの付近の家々

は現代でも水に浸からない微高地を選地している。

魚見御薗の時代の人々もこれらの微高地に住んだと

思われ、現在の集落の下には魚見御厨に関連する遺

構が眠る可能性は高いのではないだろうか。

（小林俊之）
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2 遺構の変遷について

川島遺跡群の発掘調査で検出した遺構群について

は、遺構の数については、調査区全体で掘立柱建物

1 0棟、柱列 4基、竪穴住居 1棟、井戸 4基、大土

坑 1基、土坑 43基、墓壊 1基、溝 50条、区画溝

9条、流路 12条、落ち込み 2ヶ所を確認した。調

査を行った地区別で遺構数を概観すると、奥垣内 I

地区 6、奥垣内 II地区 53、奥垣内III地区 4、奥垣

内N地区 17、塩角 I地区 10、塩角 II地区 7、塩

角III地区 2、道場 I地区 31、道場II地区 2、東久

保東浦 I地区 3、東久保東浦II地区 2というように、

奥垣内 II地区が最も遺構数が多く、ついで道場 I地

区の遺構数が多い。道場 I地区から奥垣内 II地区に

かけての部分がこの遺跡群の中心となるのではない

だろうか。

これらの遺構群については、 I,...___,Vの5期にわた

り移り度わってきている。第 I期は奈良時代、第II

期は平安時代、第III期は鎌倉時代、第N期は室町時

代、第 V期は近世というようにおおまかではあるが

区分できよう。以下に時期毎の遺跡の様相について

述べたい。

「第 I期］

竪穴住居を 1棟確認した。全体の遺物の出士量を

みてもあまり多くはなく、この時期の集落の中心は、

調査区外に存在しているのかもしれないが、あくま

でも推定の域をでない。この時期から集落の形成が

確認できた。代表的な遺構としては東久保東浦 I地

区の SH7があげられる。

［第II期］

土坑 4基 (SK4 3• 4 4• 7 5• 4 6) 、溝あ

るいは旧流路を 2条 (SD8 8• 9 4) 、墓壌 1基

(SX38) の 7の遺構を確認した。前時期に比べ

遺構数も微増という状況を呈している。遺物の出土

量をみても前時期に比べて、微増という状況である。

遺構の分布状況については、奥垣内 I• II、道場 I

地区という隣接する調査区に集中しているようであ

る。奥垣内 II地区の遺構数が 5で最も多くなってい

る。

［第III期］

掘立柱建物 1棟 (SB82)、土坑 5基 (SK45・ 

第69図 谷岡氏による櫛田川下流域の条里・旧流路復原図 (1 : 50, 000) 『伊勢湾岸地域の古代条里制』より転載
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80•81•116•135) 、溝あるいは旧流路

を 6条 (SD8• 1 3• 1 9• 5 4• 7 7• 9 7) 

の 12の遺構を確認した。前時期に比べ遺構数は微

増という状況を呈している。遺構の分布状況につい

ては、奥垣内 II• III 、道場 I• II、塩角III地区にみ

られ、遺跡群全体に疎らに存在している。奥垣内 II

地区の遺構数が 6で最も多くなっている。遺物につ

いては山茶椀を中心に増加傾向にある。

［第N期］

この遺跡群の中心時期で、遺構数 82を確認して

いる。掘立柱建物 9 棟 (SB40•41•107•

1 0 8• 114• 11 5• 130•131• 1 3 2)、

柱列 4 基 (SA133• 134• 137• 138)、

土坑を 33基 (SK3・2 0・2 1・2 2・2 4・ 

2 7• 2 8• 3 1•37• 5 1•52• 5 3• 5 6• 

6 0• 6 2• 6 4• 6 5• 6 6• 6 8• 7 0• 7 1• 

7 2• 7 3• 7 4• 7 9• 8 4• 8 5• 8 6• 9 3• 

9 8• 100•101•10 3) 、井戸を 4基 (S

El5•16•17•33) 、溝あるいは旧流路を

3 3条 (SD2• 5·6• 9・1 3・1 8・2 5• 

2 6• 3 2• 4 9• 5 0• 5 5• 58•59•61• 

6 3• 6 7• 6 9• 7 6• 7 8• 9 1•95• 9 6• 

104• 105• 11 0• 111• 11 2• 11 3• 

117• 124• 127• 129) 、また、落ち込

み 1基 (SZ106) を確認した。前時期に比べ遺

構数は爆発的に増加し、建物群についてはすべてこ

の時期である。遺構の分布状況については、遺跡群

全体にみられる状況である。奥垣内 II地区の遺構数

が、 33で最も多く、道場 1地区の 19がそれに続

いている。遺物については土師器、特に南伊勢系鍋

を中心に多量の遺物を確認した。

［第 V期］

士坑 2基 (SK5 7・1 0 2) 、溝あるいは旧流

路を 19条 (SD1• 1 0• 1 1• 2 3• 2 9• 

3 4• 3 6• 4 7• 4 8• 8 7• 8 9• 9 0• 9 2• 

9 9• 1 0 9• 11 8• 120•121• 1 2 8)、

2 1の遺構を確認した。前時期に比べ急激な遺構数

の減少がみられる。調査区外に集落の中心があった

のだろうか。遺構の分布状況については、奥垣内 I• 

II• N、道場 I 、塩角 I• II地区にみられ、前時期

より分布範囲が狭まった状況を呈している。奥垣内

-102-

II地区の遺構数が 6で最も多くなっている。

以上のように、遺構の変遷を時期毎に概観すると、

第N期の遺構数が最も多く、一つの画期であること

を示している。 （小禎学）

3 宏徳寺の位置について

道場 I地区の発掘調査の結果、庇がある総柱建物

を 1棟検出した。 『言継卿記』の永禄三 (1560)

年三月十二日条には「魚三の宏徳寺」の記述がなさ
⑤ 

れている。他の文書には、 「廣徳寺」あるいは「広

徳寺」、 「光徳寺」として記載されている。 「宏」

の字は「廣」と同じ意味で使われることが多い。

「廣」より「宏」の方が古い字体と漠語林にはある。

『宏徳寺旧記』などの文献には「宏」が使われてい
⑥ 

る。古い字体であるためであろうか。宏徳寺を知る

手がかりは、今のところ文書の類であるが、量的に

十分とはいえない。

地元において聞き取りを行ったところ、永禄年間

(1558"---'1569) に、一向衆が伊勢長島から

織田信長に追われて廣徳寺へ逃れてきたために、廣

徳寺は織田信長の軍勢により焼失させられたという。

当時の廣徳寺は七堂伽藍の大寺院であったらしく、

あくまでも推定の域をでないが、一向衆の拠点だっ
⑦ 

たのではという見方もある。今回の発掘調査におい

て、 SB40の柱穴埋士や周辺の遺構検出面上には

他の調査区より炭化物や焼土が集中している状況が

みられた。 SB40柱穴出士遺物の時期についても

この伝承の時期と合致していることは非常に興味深

く、 SB40が宏徳寺に関連する遺構であることを
⑧ 

十分想定できよう。 『宝積寺什物目録』 （以下『目

録』とする。）によると、 「北畠大納言ノ祈願所」

であった禅宗の光徳寺が永禄年間に織田勢の焼き討

ちに合い、その後この地には承応年間以前に大庄屋

の初代中川久左衛門によって宝積寺が建立された。

それが現在魚見町にある浄土宗宝積寺であるという。

『目録』には「元禄中二浄土宗卜改ム」との記載が

あり、現在の宝積寺本尊である釈迦如来像は「光徳

寺のものであった」と記されている。中川久佐衛門

は魚見の有力者であったらしく、 『目録』には承応

年間に死去した初代から 11代目までが記されてい
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第75図 宏徳寺の推定範囲 (1 : 5,000) 『松阪市史別巻 1松阪地図集成』より転載
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る。元々中川久佐衛門の系譜は北畠顕家の家臣で、

この頃に魚見地区に居住するようになったらしく、

光徳寺の創建もこの時期ではという考えもある。

また、江戸時代の元禄期には「門前村」に「浄徳

寺」があったらしく、江戸時代にはそこへの参拝客

で門前村は非常に栄えていたという。この浄徳寺は

明治期の廃仏毀釈の際に取り壊されたようで、 『目

録』によれば浄徳寺の観音像は宝積寺が預かり、現

在も宝積寺が所有する。現在宝積寺には観音像が祀

られる厨子の前に浄徳寺のものとされる什物が置か

れており、そこには「門前邑 浄徳寺」との銘文が
⑨ 

ある。現在の字では「門前」が残るが、明治 19"' 

2 0年の地割図にはその場所は「字北浦」とされて

いる。そのため、 「門前」の字が遡れるものなのか

疑問であったが、個人蔵の地割図によれば「浄徳寺」

と書かれた場所があり、江戸期までは遡れそうであ
⑩ 

ることが確認でき、地割は現代に至っても踏襲され

ているようである。また、門前にあった浄徳寺の存

在も興味深いが、 「門前」は宏徳寺の門前でなく浄

徳寺の門前であることも否定できない。しかし、浄

徳寺は「門前」にある寺であるために「字門前」は

宏徳寺の門前であると考えられなくもない。このよ

うに、川島遺跡群の周辺には寺院との関連が想定で

きるような字名が存在する。現在の字名では「門前」、

「毘沙門」、 「道場」である。道場については、今

回の発掘調査区が含まれている。道場 I• II地区が

それにあたる。明治 19"-2 0年の地割図でも「毘

沙門」、 「道場」の字名がみられる。字名、発掘調

査の成果や宝積寺は全盛期には 39 0坪の規模を有

していたらしいことを考え合わせると、明治 19"' 

2 0年の地割図から「道場」周辺の区画が一辺約

2 4 0 mの方形であることに注目できよう。若干広

めの想定であるが、宏徳寺がこの範囲内に存在した

のではないだろうか。 （小演 学・小林俊之）

4 総括

今回の発掘調査から、櫛田川下流域にあたる機殿

地区の古代以降の様相を探ることができたといえよ

う。以下に列記し、総括としたい。

①奈良時代から近世に至るまでの遺構を多数確認す
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ることができた。

②遺構群は第 I,___, V期に区分でき、第W期（室町時

代）の遺構が最も多く、一つの画期であることが判

明した。

③遺跡及び周辺には、 「道場」 「門前」などといっ

た寺院に関連することが想定できるような字名がみ

られることや、庇のある掘立柱建物の検出といった

調査の成果を考え合わせると、宏徳寺の推定位置が

判明した。

④自然科学分析から、温帯中部から下部の暖温帯に

分布するイチイガ、ン・アラカ、ンが普通に分布してい

たことが判明した。

⑤旧流路を多く検出したことから、埋没時期の違い

はあるものの、櫛田川が入り組んだ複雑な地形をし

ていたことが推定できよう。 （小禎 学）

［註］

①谷岡武雄「飯野・多気郡の条里制」 （『伊勢湾岸地域の古代条里

制』東京堂出版、 1979年）

②現地での聞き取り調査による。

③本書第II章参照のこと。

④近世の魚見村は現在の魚見町・川島町・新開町・新屋敷町のこと

を指す。また発掘調査した奥垣内N地区の北方には「字毘沙門」

がある。 「字毘沙門」のすぐ東には想定流路 1が来る。北東方向

を意味する毘沙門がここにあることも「魚見」の範囲を物語って

いるだろう。

⑤ 『言継卿記』 （第三 続群書類従完成会、 1998年）

⑥ 「宏徳寺旧記」 （『松阪市史』第三巻資料編古代・中世 松阪市

教育委員会、 1980年）

⑧小林俊之・豊田祥三両氏の聞き取りをもとにしている。報告書に

記載するにあたり、小演がこれに加筆している。内容について責

任はすべて小演にある。

⑨宝積寺のご好意により拝見させていただいた。

⑩古川武氏のご好意により拝見させていただいた。



奥垣内 I地区南部全景 （南から）
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